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１. はじめに
２. プロジェクトについて

畜産ティーン育成プロジェクトとは
JRA日本中央競馬会の令和 5年度畜産振興事
業により実施されました。平成 30年度から実
施してきました未来の畜産女子育成プロジェ
クトから名称を変更し、令和 4年度から畜産
ティーン育成プロジェクトとなりました。
この事業では、その時々の現状課題を踏ま
えた必要性や緊急性等に応じ、年度ごとの
公募テーマと重点的に対応する事項が定め
られます。
公募テーマの中から「労働力・担い手の確保」、
重点的対応事項の中から「経営を支える労働
力や次世代の人材の確保のための対策」を選
び、この公募テーマと重点的対応事項に沿っ
て事業を実施するため、海外研修と啓発活動
を組み合わせた事業が畜産ティーン育成プロ
ジェクトです。
次世代の農業者につながる人材育成のため、
全国から20名の高等学校生徒が参加しました。
コロナ禍の状況を踏まえ、過去 2年度はオン
ラインでの研修を中心としたプログラムを実
施していましたが、令和 5年度は 4年ぶりに
海外研修を実施することができました。

舞台はオーストラリアのテーブルランド
高校生たちに学んでほしい畜産先進国として、
オーストラリアを選びました。研修地域に選
んだオーストラリアの北東に位置するクイー
ンズランド州は、日本の 5倍の面積を持つオー
ストラリア屈指の農業州です。クイーンズラ
ンド州の北の玄関口であるケアンズから、南
西に約 100kmの位置にあるアサートン高原を
中心にテーブルランドでの研修を行いました。
テーブルランドは、標高差の違いから、ほん
の数キロ離れただけで気候が変わり、豊富な
水資源により農業が盛んに行われています。

はじめに

プロジェクトについて

写真でたどるオーストラリア
研修

1

2

3

4

５

６

７

８

畜産アンバサダー活動の報
告

畜産業に関する参加者への
意識調査

参加者の報告

未来の畜産業に対するアイデ
ア

むすび

はじめに

プロジェクトについて

写真でたどるオーストラリア
研修

1

2

3

4

５

６

７

８

畜産アンバサダー活動の報
告

畜産業に関する参加者への
意識調査

参加者の報告

未来の畜産業に対するアイデ
ア

むすび

また、オーストラリアは、世界幸福報告書（The 

World Happiness Report）2023による幸福度
ランキングで第 12位（日本は 137か国中第
47位）という結果の国で、滞在中のファーム
ステイから、家族の在り方、社会保障制度な
どの社会的支援、健康寿命、人生の自由度、
他者への寛容さ、国への信頼度などオースト
ラリア国民の文化や慣習にも触れる機会とな
りました。

啓発活動
研修から得た知識と経験をもとに日本の現状
を比較考察し、得られた結論や意見を身近な
人たちに広く啓発する「畜産アンバサダー活
動」を実施しました。20名の生徒が所属高等
学校内外で広く宣伝・啓発し、若年層への畜
産業参入の動機づけや、担い手の確保の重要
性について意識改革をはかりました。将来の
畜産業の担い手となる高校生が、海外の実情
を知って感化され、日本国内で広く未来の畜
産への提案をしたり、畜産の魅力を広く PRす
る機会を設けました。

未来の畜産業に対するアイデア
20名のプロジェクト参加者は、海外研修後、
自身の畜産アンバサダー活動を実施する中で、
未来の畜産に対するアイデアを考えました。
このアイデアは、研修を通じて得た知識や考
えをもとに、各自で考えられる我が国の畜産
に対する提案や宣言です。
82ページから始まる畜産アンバサダーたちの
アイデアは、20人の畜産アンバサダーが、こ
のプロジェクトを通じて学び考えたことを、
一枚の紙にまとめたものです。
外国のやり方が素晴らしいから日本に取り入
れるというのではなく、畜産が素晴らしいか
ら、どうしたらもっと魅力的になるのか、フ
レッシュで心温まるアイデアをご覧ください。

◆ ◆ プロジェクトの目的 ◆ ◆

 1  2 

公益社団法人 国際農業者交流協会は、英語
名を The Japan Agricultural Exchange Council 

（略称 JAEC）と表記し、海外において先進農
業技術や経営などを実務的に学ぶプログラム
を提供する専門機関として昭和 63年に設立
されました。前身団体からの累積では、これ
までに 15,000名を超える日本青年が海を渡
り、言葉の壁や文化、生活環境の違いを乗り
越えて先進農業を学んできました。海外で研
鑽を重ねた方々は、培った知識と経験を生か
し、我が国における中核農業者として、さら
には農業関連諸企業や国際協力分野において
活躍されています。

本会では、上記に加え ASEANやヨーロッパ
諸国の農業青年に日本の農家で実務研修を
してもらう受入事業、研修を終えた方々に
向けた農業の研究会やセミナーの実施など
も手掛けています。これらの事業は、米欧
豪及びアジア諸国の政府機関、関係団体と
の長年に亘る協力と信頼関係によって実現
されているもので、その質と研修効果の高
さは国内外から高く評価されています。

畜産ティーン育成プロジェクト事業は、JRA

日本中央競馬会の助成により実施されてい
ます。若年層における畜産業への興味喚起
が主なる目的であり、海外研修を通じた学
びを主眼とし、参加者は学んだことを自ら
の口でひとに伝える・発表することとなっ
ています。いうなれば、インプットとアウ
トプットがセットになったプロジェクトで
す。

新型コロナの影響が続き、2021年、2022年
と 2年間はオンラインを中心としたプログ
ラムを展開してきましたが、今年度のプロ
ジェクトについては、実際にオーストラリ
アを訪問し、4年ぶりに海外での研修を行う
ことができました。

研修のコーディネートは、クイーンズラン
ド州の北の玄関口ケアンズに拠点を構え、
1996年からオーダーメード型の教育プログ
ラムを提供している Banora International 

Groupにお願いしました。ふんだんに盛り
込まれた農業視察、滞在中のそのほとんど
がファームステイ、そして現地の高校での
農業授業や実習、生徒との交流と、クイー
ンズランド州の畜産業や文化、慣習などを
総合的に学ぶ機会となりました。

研修参加者は、オーストラリアでの経験を
もとに畜産業の魅力を伝える畜産アンバサ
ダーとして活動しました。高校生たちの言
葉は、聞く人たちの心を強く惹きつけ、畜
産業の魅力を元気いっぱいに発信する機会
となりました。将来の日本農業を担う人材
として、皆さんの今後の活躍を心より祈念
申し上げます。

最後になりますが、本プロジェクト実施に
あたりまして、ご指導・ご支援・ご協力を
賜りましたすべての方々に感謝申し上げま
すとともに、引き続き、本会運営事業への
ご理解とご協力を頂きますようよろしくお
願い申し上げます。

公益社団法人　国際農業者交流協会

五月女  昌巳会 　長



２. プロジェクトについて

◆ ◆ 畜産ティーン育成プロジェクトの 1年 ◆ ◆
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⑤事前研修（6月12日～16日）
　・オリエンテーション
　・畜産業有識者からの講義
　・グループディスカッション
　・テーマとキーワード選択

②事前調査
プロジェクトの核となる海外研修を実
施するため、オーストラリアのクイー
ンズランド州北部地域周辺を訪問し、
調査を行いました。

③④プロジェクト参加者募集と選抜
全国農業高等学校長協会、全国高等学
校農場協会、日本学校農業クラブ連盟
にプロジェクト周知のご協力をいただ
き、全国の高等学校から応募がありま
した。
書類審査、オンライン面談により、
プロジェクト参加者を選抜しました。

①推進委員会　⑨成果評価委員会
プロジェクトを客観的、意欲的、専門的に運営し評価するため、外部
の専門家 4名及びメンター 2名による委員会を開催しました。

準　備 研　修 畜産アンバサダー活動（8月～翌年３月）

オンライン

⑧研修成果報告会（8月 17 日）
　・研修の成果を社会に発信
　・畜産アンバサダー活動のキックオフ

東　京

⑥渡航前研修（7月 27 日）
　・クイーンズランド州政府駐日事務所
　　からの講義
　・渡航前のオリエンテーション

⑦海外研修（8月 6日～ 16 日）
　・テーマとキーワードに沿って研修
　・農業視察
　・畜産業従事者へのインタビュー
　・マランダ高校での農業実習や授業
　・マランダ高校の生徒との交流
　・ファームステイ

オーストラリア

①推進委員会
　（5月12日）

①推進委員会
　（6月16日）

①推進委員会
　（8月17日）

⑨成果評価委員会
　（3月15日）

④プロジェクト参加者選抜
　（5月下旬）
　・書類審査
　・オンライン面談

②事前調査（5月 14 日～ 20 日）
　・受入学校との打ち合わせ
　・農畜産概況等の確認

③プロジェクト参加者募集
　（4月28日～5月23日）

若者たちを鼓舞
・ 高校生
・畜産を目指す若者
・中学生・小学生など

農畜産業界に
広くPR
・農家
・農畜産関連企業
・農畜産団体
・メディア

Instagram、Facebook、
TikTok、Xなどの SNS、

ホームページにて
広く発信

所属高校を中心とした
発表会や農業イベント
で畜産業の魅力を発信

未来の畜産へのアイデア

畜産業の魅力・若者の活躍促進

農畜産業界の活性化就農者の増加

学んだことを
ふまえた
自分の意見

パンフレット、
報告書にまとめ
広く配布



２. プロジェクトについて

◆ ◆ 畜産ティーン育成プロジェクト参加者 ◆ ◆ ◆ ◆ 事前研修 ◆ ◆

姓 名 所属学校 学科 学年

1 舛屋 笑麗奈 北海道帯広農業高等学校 酪農科学科 3年

2 松本 結愛 北海道静内農業高等学校 食品科学科 3年

3 大久保 愛和 北海道倶知安農業高等学校 生産科学科 2年

4 泉 海偉 宮城県加美農業高等学校 農業科 2年

5 藤沼 大志 栃木県立栃木農業高等学校 動物科学科 2年

6 星 まどか 群馬県立勢多農林高等学校 動物科学科 3年

7 大島 那哉 群馬県立勢多農林高等学校 動物科学科 3年

8 下川 弥音 筑波大学附属坂戸高等学校 総合科学科 2年

9 吉田 穂乃里 東京都立瑞穂農芸高等学校 畜産科学科 2年

10 青木 希恋 神奈川県立中央農業高等学校 畜産科学科 2年

11 市川 真優 長野県佐久平総合技術高等学校 食料マネジメント科 2年

12 河野 花音 静岡県立磐田農業高等学校 生産流通科 3年

13 浅野 椿 岐阜県立岐阜農林高等学校 動物科学科 3年

14 松江 璃音 大阪府立農芸高等学校 資源動物科 2年

15 木村 自然 島根県立出雲農林高等学校 動物科学科 3年

16 田邊 綱汰 広島県立油木高等学校 産業ビジネス科 3年

17 原田 里佳子 熊本県立熊本農業高等学校 畜産科 2年

18 井 真莉亜 熊本県立熊本農業高等学校 畜産科 2年

19 松尾 晏奈 熊本県立菊池農業高等学校 畜産科学科 3年

20 永緑 花琳 宮崎県立都城農業高等学校 畜産科 2年

●畜産アンバサダー（高等学校生徒）

●推進委員

●海外研修引率教員

●メンター

本事業が目的達成のためにしっかりと正しく運営されているかを評価するため、
推進委員として事業運営のアドバイスをいただきました。

畜産業で活躍する女性畜産農家の藤田さん、2018年未来の畜産女子育成プロジェ
クト参加者の森田さんにメンターとして参加していただきました。お二人とも海
外農業研修経験者です。

横田 　祥　　農業生産法人（有）横田農場 / AGRI BATON PROJECT 代表
青山 浩子　　新潟食料農業大学 食料産業学部　准教授
遠藤 友治　　文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程調査官
星　 知希　　農林水産省 経営局 就農・女性課 農業教育グループ

大阪府立農芸高等学校　　　資源動物科　指導教諭　土肥 正毅
宮崎県立都城農業高等学校　畜産科　　　教諭　　　福重 美帆

藤田 春恵　　左草ブラウンスイス牧場  2002年・アメリカ研修参加
森田 七海　　帯広畜産大学 畜産科学課程 4年 2022年・スイス研修参加

海外研修を実施したオーストラリアには、畜産アンバサダー 20名、引率教員 2名、
メンター 2名、本会職員 2名の計 26名が渡航しました。

効果的な海外研修を実現するため、プロ
ジェクト参加者に対して、プロジェクト
の意義と目的、心構えの習得、日本の畜
産業の理解促進、グループワークのため、
5日間の研修を夕方 16時～ 18時にオン
ラインで実施しました。

日次 月　日 曜日 内　容

1 6月 12日 月
• プロジェクト説明  • 参加者自己紹介  • グループワーク
プロジェクトの意義や目的、スケジュールなどを説明しました。
20名の高校生たちが、元気いっぱいに自己紹介しました。
4つのチームに分かれて、チームの役割分担を決めました。

2 6月 13日 火
• 日本の肉牛について  • グループワー
北海道上川郡新得町屈足トムラウシの畜産農家である関谷達司氏より、
日本の肉牛産業について講義いただきました。

3 6月 14日 水
• 畜産業のキャリアパスについて  • グループワーク
事業推進委員であり、新潟食料農業大学 食料産業学部青山浩子准教授
より、「畜産という仕事、そして畜産業について」というタイトルで、
キャリアパスについて講義いただきました。 

4 6月 15日 木
• 日本の酪農について  • グループワーク
尚絅大学 現代文化学部 光成有香 先生より日本の酪農について
講義いただきました。

5 6月 16日 金

• 事業推進委員挨拶  • グループワーク  • 研修テーマの発表
•事前研修の振り返り
事業推進委員の横田先生、青山先生、遠藤先生、星先生から
応援のメッセージをいただきました。
グループに分かれて、それぞれが決めたキーワードを
発表してもらいました。
今回の学びをとりまとめて、8月の本研修に向けた意気込みを
発表してもらいました。

⑤事前研修　6月 12日～ 16日

2日目の講義を担当された関谷さんと一緒に牛の角ポーズ

3日目の講義を担当された青山先生と一緒に
「ヤッホー」のポーズ

4日目の講義を担当された光成先生と一緒に
筋肉ムキムキポーズ

 5  6 



２. プロジェクトについて

◆ ◆ 海外研修 ◆ ◆

⑥渡航前研修　7月 27日

⑦海外研修　8月 6日～ 15日

クイーンズランド州政府駐日事務所の田村杏奴 上席商務官より、クイーンズランド州の農業事
情、滞在中の安全や治安のこと、そして応援のメッセージをいただきました。また、海外研修
に向けた最終オリエンテーションを行いました。

グループワークの様子。オンライン会議アプリ Zoomのブレイクアウトルーム機能により、毎回、
グループに分かれてディスカッションの機会を設けアウトプットを行いました。

高校生の夏休み期間を利用して、クイーンズラ
ンド州北部にある Tablelandで海外研修を実施
しました。Banora International Groupにプロ
ジェクトのコーディネートを依頼し、農畜産業
視察、畜産農家へのインタビューを通じた意見
交換等を実施しました。滞在中には、マランダ
高校を訪問し、同年代の畜産を目指す若者たち
との農業授業や農業実習を通じて、交流機会の
場を設けました。さらに、Tableland滞在期間
中はファームステイとなり、異国の生活や文化
背景が畜産に与える影響、オーストラリア農家
の生活スタイルの理解につながり、グローバル
感覚を養うことができました。

日次 月日（曜日） 時間 内　容

1 8月 6日（日）
15:30

17:30
20:00

インターナショナルガーデンホテル成田 集合
出発前オリエンテーション
成田国際空港第 3ターミナル到着 ～ チェックイン
成田国際空港第 3ターミナル出発 viaジェットスター航空 JQ26便

2 8月 7日（月）

04:20

07:30

11:00
15:30

ケアンズ国際空港到着～入国審査～税関検査
チャーターバスにて Cairns中心部へ移動
農業視察① Byrnes Quality Meats（食肉加工施設を備えた小売肉屋）
Tablelandへ移動
農業視察② Lecker Farms（肉牛農家）
ファームステイ先へ移動

3 8月 8日（火）
09:00
14:00
16:30

農業視察③ Mareeba Sale Yards（肉牛のせり市場）
農業視察④ Mete Farms（肉牛農家）
ファームステイ先へ移動

4 8月 9日（水）
09:00
14:00
16:30

農業視察⑤ Mungalli Creek Dairy（酪農家）
農業視察⑥ Gallo Dairyland（6次産業化に取組む酪農家）
ファームステイ先へ移動

5 8月 10日（木）

09:05
10:15
12:10
13:20
13:45
15:30

農業実習① ヤギの哺乳と体重測定及び投薬
マランダ高校の生徒との交流①
農業実習② 牛群移動と牛の体重測定
アフタヌーンティー（文化体験）
マランダ高校の生徒との交流②
ファームステイ先へ移動

6 8月 11日（金）

09:05
10:15
11:25
12:30
16:00

農業実習③ 牛の妊娠鑑定と直腸検査体験
農業実習④ 牛群の移動と牧草地での講義
お別れのティーパーティーと修了証書授与
Lake Eachamにて 研修の取りまとめ①
ファームステイ先へ移動

7 8月 12日（土） ファームステイ

8 8月 13日（日）  ファームステイ 引率者による受入農家巡回訪問を実施

9 8月 14日（月）
12:00

15:00

Mareeba Heritage Museumにて Graduation Ceremony
Cairnsへ移動
YHA Cairns Centralにて 研修の取りまとめ②

10 8月 15日（火）

08:00
11:25
17:55
19:30
22:00

ケアンズ国際空港到着 ～ チェックイン
ケアンズ国際空港出発 via ジェットスター航空 JQ25便
成田国際空港第 3ターミナル到着～入国審査～税関検査
チャーターバスにて東京都内へ移動
大田区蒲田到着

11 8月 16日（水）
意識調査アンケート 2回目
研修の取りまとめ③
発表リハーサル

12 8月 17日（木）
08:30
10:00
12:00

最終発表リハーサル
研修成果報告会
報告会終了後 解散

Aust
ralia

Quee
nslan

d

Tableland
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海外研修～帰国時研修成果報告会 日程
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帰国直後には、研修成果の周知を目的に、事
業関係者、農畜産業関係者、メディアを参集
し、研修成果報告会を実施しました。 5名 1

組がテーマごとに 4グループ、それぞれ 15

分間プレゼンテーションを行い、最後に海外
研修引率教員の土肥正毅先生に総括していた
だきました。日本の畜産現場が抱える問題点
や既存のやり方についての改善点を見いだ
し、高校生ならではの感性を生かして見聞を
広めたことが分かり、さらには、畜産アンバ
サダー活動の第一歩として自分自身の言葉を
発信することができました。

１．畜産イメージアップ ～人にも牛にもやさしく～
　　松尾晏奈、市川真優、浅野　椿、大久保愛和、藤沼大志

２．創造する畜産スタイル ～消費者と創るおいしいお肉～
　　原田里佳子、松本結愛、田邊綱汰、河野花音、吉田穂乃里

３．若者が働きやすい経営 ～ライフ・ワーク・バランスの確立～
　　大島那哉、松江璃音、井　真莉亜、舛屋笑麗奈、下川弥音

４．若者中心の畜産 ～若者の畜産従事者を増やすために～
　　青木希恋、木村自然、永緑花琳、星　まどか、泉　海偉

◆プログラムコーディネート
　Banora International Group
　　CEO Ms. Janine Bowmaker　マネージャー Mr. Michael Bowmaker
　　バスドライバー Mr. Michael Thomason

◆受入学校
　Malanda State High School
　　校長 Mr. Gary Toshach
　　受入コーディネート Ms. Karen O’Shea　国際交流担当 Ms. Inge Avnold
　　農業講師 Mr. David Kilpatric　農業実習アシスタント Mr. Kevin Mallyan
　　獣医師　Dr. Tamawa Olley

◆農業視察
　① Byrnes Quality Meats
　　マネージャー Mr. Andrew McIntosh
　　 食肉加工施設を備えた販売所で、カンガルー、クロコダイル、ワニなど、エキゾチック
な食肉も数多く扱うケアンズ内の小売肉屋。

　② Lecker Farms
　　農場主 Mr. Gerald Kath　農場主夫人 Mrs. Cordula Kath
　　 約 270ha、180頭規模の肉牛農家。畜産の他にもパパイヤを広大に生産している。
　③Mareeba Sale Yards
　　Mr. Mark Peters
　　 オーストラリア畜産市場協会によって運営管理されている 75年の歴史を持つ北クイー

ンズランド州の肉牛せり市場。
　④Mete Farms
　　Mr. Phillip Mete
　　 約 80haの規模で肉牛経営をサイドビジネスとして行う農家。
　⑤Mungalli Creek Dairy
　　農場主 Mr. Rob Watson　農場主夫人 Mrs. Michelle Watson
　　 バイオダイナミック農法により酪農を行う農家。
　⑥ Gallo Dairyland
　　農場主夫人 Mrs. Jacqui Gallo　Mr. Giovanni Gallo　Mr. Cale Mirarchi
　　 1937年に Tableland地域に土地を購入し、畑作と野菜、酪農を始めた Gallo家が経営す
る農場。ロータリーパーラーを導入し、総合的な酪農教育農場として、地域社会に門を
開いている。

◆通訳
深津あけみ（あけみさん）
ケアンズ在住の英語・日本語通訳。高校生に寄り添った通訳で、海外研修の学びを広く深く
していただきました。

◆旅行手配
近畿日本ツーリスト株式会社 公務営業支店
海外航空券の手配、現地や国内の移動バス手配、オーストラリア入国に必要な ETA電子渡航
許可取得のアドバイスなどお世話になりました。

⑧研修成果報告会　8月 17日（木）10時～正午
　プラザ・アペア（東京都大田区西蒲田）
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DAY1

DAY2

DAY3

成田国際空港に集合し、いよいよ出発。初めての海外、
初めて飛行機に乗る人もいました。ドキドキですね。

夜に出発し、翌早朝に到着。約 7時間かけ、
5,800km先の Cairnsを目指します。

Lecker Farmsは畜産
業の他に、クイーン
ズランド州内トッ
プクラスのパパイ
ヤ生産農家。牛たち
は農場のパパイヤ
が大好物です。Lecker Farmsの農場主 Geraldさんとの 1枚。

牛たちを間近に畜産アンバサダーたちは大興奮。

ケアンズ国際空港に到着。南
半球のオーストラリアは冬
で、少し肌寒かったです。

予定時間よりも早く Cairnsへ到着したので、
朝日を見ることができました。ラッキー。

オーストラリア最初の視察先 Brynes Quality Meatsに到着。

店内では、カンガルー、クロコダイル、
ワニなど、日本ではなかなかお目にかか
れない食肉も販売されていました。

店内部の食肉加工施設も見学さ
せていただき、出来立てサラミ
も試食させていただきました。

週に 1回は BBQをすると
いうオーストラリアなら
ではのアイテムを発見。

地域の肉牛せり市場を案内してくださったMarkさんとの1枚。この日、
Markさんは私たちを案内しながらせりに参加されていて、牛を何頭
か買っていました。さすがこの道 40年のベテランバイヤー。

農場主の Geraldさんと
夫人の Cordulaさん。

オーストラリアに到着して最初の食事。Geraldさん、Cordulaさんが、美味しい
ハンバーガーや農場で採れた新鮮なパパイヤを振る舞ってくださいました。

夕方、ファームステイ受入家族が迎え
にきてくださいました。
これから 8日間お世話になります。

毎週火曜日に行われる肉用牛のせり
に立ち会うことができました。
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DAY4

「情熱さえあれば
畜産はできる！」
Markさんの言葉
に畜産アンバサ
ダーたちは勇気
をもらいました。

肉牛農家 Phillipさんとの 1枚。Phillipさんのご両親
はイタリアからの移民で、5名の畜産アンバサダー
のファームステイを受け入れてくださいました。

Tableland は 40 年
ぶりの異常気象で
雨が続き、牛たち
も寒そうにしてい
ました。

大型バスドライバー
のMichaelさん。
毎日、ケアンズから
2時間かけて来てく
ださいました。

「天空の城ラピュタ」のモデルになった木とも言われる
Curtain Fig Treeの前で、パシャリ！

Phillipさんへの聞き取りの様子。
質問が尽きません。

この日、最高値で取引された牛。Markさんが、いくらで
取引されたか問題を出してくださいました。

こぶのある特徴的な牛がいました。
左臀部の 4HIはブランディング（焼印）
で、生産者を指しています。

個体判別のための耳標を
見せてもらいました。

世界で最も基準が厳しいともいわれる
オーガニック認証の 1つ Demeterの認証
農家で、Michelleさんからはバイオダイナ
ミック農法の解説。Robさんからは、こ
だわりの土づくりについて圃場で説明い
ただきました。

農場特製のチーズ、ヨーグルト、
アイスクリームを試食させてい
ただきました。

最後の視察先 Gallo Dairylandを訪問。農場主夫人 Jacquiさんとの 1枚。

Jacquiさん肝いりのチョコレート工房。
地域の特徴を生かした農産物の加工品に
ついて、熱く語ってくださいました。

目玉は何と言っても農場の
ロータリーパーラーを模倣し
て作られた搾乳ゲーム。ゲー
ムを通じて畜産の面白さを伝
える拠点になっています。

農場のロータリーパーラーも
見せていただきました。

タワーサイロについて説明
してくださいました。

Mungalli Creek Dairyを訪問。農場主
の Robさん、夫人のMichelleさんが
案内してくださいました。
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DAY5 DAY6
マランダ高校を訪問。学校全体
で畜産アンバサダーたちを大歓
迎してくださいました。

David先生の熱血授業に畜産アン
バサダーたちもついていきます。

ランチタイム。農業実習を一緒に行った
Aussie高校生たちと一緒に BBQです。

Gary Toshach校長先生
が歓迎してくださいま
した。FIFA 女子ワール
ドカップがオーストラ
リアで開催されていた
こともあり、リーダー
の 4名からメッセージ
付のサッカーボールを
プレゼントしました。

マランダ高校の日本語の授業に参加。生徒たち
と交流し親睦を深めました。希望者による今年
の修学旅行は、大阪に行くそうです。

はじめの農業実習では、ヤギの
哺乳や体重測定を行いました。
さすが、お手のものです。

ミスター・アグリカルチャーと呼ばれるDavid先生。
オーストラリアの畜産についてまずは授業です。

この日も農業実習を行いました。まずは牛
の体重測定です。測定した情報は、黄色の
スティックで記録していきます。

海外研修引率教員
の土肥先生と福重
先生。イタリアを
代表する最高級ブ
ランド牛 Chianina
の前で、パシャリ！

Tamawa Olley獣医師より
指導を受け、牛の妊娠鑑
定と直腸検査体験を行い
ました。

牛たちと雨のなかのお散歩。
マランダ高校の放牧場へ向かいます。

マランダ高校の放牧場での授業の様子。
生憎の雨ですが、みんなとっても元気です。

「牛の妊娠鑑定と直腸検査体験をしてみたい
人はいる？」と David先生。たくさんの手
があがり David先生はビックリです。

David先生による牧草の授業。マメ科植物による窒素
固定のメリットについて説明いただきました。

マランダ高校での授業もおしまい。Gary Toshach校長
先生と、国際交流担当の Inge Avnold先生がお別れ会
を開いてくださいました。
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DAY7-8
DAY9

畜産アンバサダーたちの海外研修を支
えてくださった Ladies。
通訳のあけみさんとは今日でお別れで
す。5日間どうもありがとうございま
した。

ファームステイをしながら、
オーストラリアの生活や文化
に触れます。農作業もさせて
いただきました。
ホストファミリーへの英語イ
ンタビューを通じて、研修の
質を高める機会になりました。

Lake Eachamにて、これ
までの研修をチームご
とに取りまとめていき
ます。

メンター春恵さんより、
これまでのオーストラ
リア研修の学びを総括
していただきました。

週末になってようやく Tablelandが晴れました。見渡す限りの大自然です。

Tableland流 スーパーかめはめ波。

Tablelandでの研修もいよ
いよ最終日。綺麗な朝日
に、おはようございます。

Mareeba Heritage Museumの研修
修了式会場に到着。続々と出席者
がやってきます。

研修をコーディネートしてくださった
Banora International Group の Janine 
Bowmaker社長（左）、プロジェクトリー
ダーの皆戸顕彦（中）、Mareeba Shire 
Councilの Angela Toppin市長（右）。

グループを代表
して、青木希恋
さんが英語で見
事なスピーチを
披露しました。

ベテランメンターの春恵さん、畜産アンバサダー
1期生でメンターの七海さん。
海外で畜産研修をした 2人は、畜産アンバサダー
たちの学びを深く良くサポートしてくださいま
した。

この日の夜は星が綺麗に見えました。
南半球なので南十字星が見れました。

一人ひとり修了証書をいただき、
Angela Toppin市長からメッセージ
をいただきました。

研修修了式にはお世話になった
ホストファミリーも参加され、
お別れに涙する姿も。
短かったけど素晴らしい経験に
なりました。あまりの貴重な経
験と出来事に、別れを惜しむ畜
産アンバサダーたちでした。
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DAY10

DAY11帰国時研修

DAY12研修成果報告会

YHA Cairns Centralの敷地内で、
研修の成果を取りまとめていきます。
これが大変なんだ。でも面白い。

チームごとのまとめの話し合いや
議論は夜まで続きました。

海外研修もいよいよ最終日。東京
への帰国日です。国際空港での
チェックインも、慣れたものです。

 Janineさんがケアンズ国際空港まで
お見送りに来てくださいました。

畜産アンバサダー一人ひとりと
High Fiveでお別れです！
また来ます！

Cairnsから離陸直後。窓からは世界最大のサンゴ礁地帯
グレートバリアリーフを見ることができました。

Cairnsから東京へ。研修の取りま
とめは飛行機内でも続きます。

大田区内の研修施設にて、
帰国直後の研修の取りまとめと報告会の準備です。

海外研修の報告ではなく、日本の畜産をもっと元気にするためのアイデアまで考えていきます。
明日は、研修の成果をたくさんの人に届けるため頑張るぞ！

畜産イメージアップ 
～人にも牛にもやさしく～

若者が働きやすい経営 
～ライフ・ワーク・
　　バランスの確立～

「帰国してわずかな時間でここまでの報告
は素晴らしい」出席された方々から、お褒
めの言葉をたくさんいただきました。

2023プロジェクトチーム。
日本の畜産をもっと元気に！また、会える日まで。

総括していただいた土肥先生。「オー
ストラリアの畜産だけでなく、日本の
畜産の良さも再確認することができま
した」とまとめてくださいました。

創造する畜産スタイル 
～消費者と創る
　　おいしいお肉～

若者中心の畜産 
～若者の畜産従事者を
　　増やすために～

翌朝の帰国フライトに備え、ケアンズ市内
の YHA Cairns Centralへ移動。

5 名 1 組のテーマごとのグループが、
それぞれ 15 分間プレゼンテーションを行いました。
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オーストラリアの畜産から学んだことをふ
まえて、日本の畜産との比較考察を行い、
さらに、これからの日本の畜産をより良く
していくためにできることを考えました。
そして、畜産の魅力を伝えるために、所属
高等学校内での研修報告会、地域のイベン
ト等での発表を通じて、畜産の魅力、担い
手の確保、次世代の畜産業をテーマに研修
成果の積極的な普及活動を行いました。
校内では、同級生や下級生たちに対して、

◆畜産アンバサダー実施期間　
2023年 8月 21日～ 2024年 3月 6日

◆実施回数
〇 学校内（プロジェクト参加者母校での活動、学校の文化祭なども含む）…32回
〇 地域（小学校、地元のスーパー、地域のお祭りなど）… 5回
〇 SNS、地域の広報誌、メディアの活用など… 5回
〇 国際化対応営農研究会…5回　※全国を 5ブロックに分け各 1回

◆アンバサダーの声を届けられた人数◆アンバサダーの声を届けられた人数
総数　17,080人

畜産アンバサダー活動によるアンケート結果　有効回答数：2,151名

畜産ティーン育成プロジェクトでは、参加者がこのプロジェクトから得
た学びを自分自身の考えにまで昇華し、畜産に対する熱い思いを対外的
に示していくことが求められています。畜産業の魅力を PR する発表や
イベントへの参加等で畜産に対する理解を広める役割を持った青年たち
は「畜産アンバサダー」と称し、その PR活動を畜産アンバサダー活動
として広く推進しています。

また学校祭などのイベントでは、新年度入
学予定の中学生や、来校した方々に思いを
届けました。その他にも、小学校、地元のスー
パー、地域のお祭りなど様々な場所で活動
しました。また、SNSソーシャルネットワー
キングサービスやメディアにより広く活動
を発信した畜産アンバサダーもいます。
畜産アンバサダー活動では、参集者に対し
てアンケートを取り、発表を聞いての感想
や畜産に対する意識向上を調査しました。

1 2 3 4

5 6 7 8

畜産業に対する
印象が良くなった

畜産業に対する
理解が深まった

畜産業では若者の
活躍が期待できる

このような発表の
機会がもっと必要だ

日本の畜産は変わる
必要がある

将来畜産業に
携わりたいと思う

私も畜産アンバサダー
になりたい

海外農業研修
に行きたい

はい
97%

はい
97%

はい
88%

はい
89%

はい
92%

はい
43%

はい
31%

はい
56%
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畜産アンバサダー活動の事例畜産アンバサダー活動の事例

文化祭のステージで、全校生徒、教職員へ向けて
発表しました。900名を超える参集者があり、海外
研修で学んだことを中心に、畜産業への考えや思
い、研修を経て変容していった考え方を自分の言
葉で堂々と発表することができました。

文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（SSH）
事業の指定校となっている栃木県立栃木高等学校
の SSH研究成果発表にゲスト学校として参加し、
プロジェクトでの経験を取りまとめたオリジナル
ポスターを使って発表しました。同年代の高校生
240名へ畜産業の魅力を PRする機会となりました。

地域交流牧場全国連絡会・中央酪農会議等の団体
に支援をいただき､ 同校が認定を受けている酪農
教育ファーム認証牧場の出前型酪農体験活動「もー
もースクール」の中で活動しました。地元の小学
校生 120名に対して、このプロジェクトで学んだ
こと、食と命の有難さ、家畜を大事に育てる仕事
の意義、アニマルウェ
ルフェアなど、畜産の
魅力について伝えるこ
とができました。

前橋舞楽祭の販売会ブースにて活動を行いました。農産物
を買いに来られたお客さんに向けてプロジェクトで学んだ
こと、畜産業界の現状について説明し、畜産に興味のある
子どもやその家族が足を止めて話を聞いてくださいまし
た。また、山本 龍 前橋市長（当時）もブースに立ち寄られ、
話を聞いてくださいました。

地元の中学生 46名が来校した際に活動を行いました。学
校の取り組みの紹介とともに、牛のブラッシング体験を通
じて、畜産体験をしてもらっている際に、プロジェクトで
学んだこと、畜産の魅力やアニマル
ウェルフェア関連の話をし、中学生
の皆さん、静かに集中して聞いてく
れました。この体験を通じて、少し
でも多くの生徒が、畜産の道に進ん
でくれたら嬉しいです。

菊池地域農業協同組合 JA菊池の広報誌『いぶき』11月号に寄稿し
た菊農通信の中で、プロジェクトの説明、活動内容の成果などを
取りまとめ発信しました。地元紙に掲載することで、プロジェク
トを幅広く知ってもらう機会
になりました。また、菊池市
の福祉まつり「キクロスまつ
り」で、学校代表として発表し、
地元市民へ活動を知ってもら
うことができました。

前橋市内のスーパーマーケットとりせんローズタウン店で、勢多農産豚肉
の販売を行った際に、プロジェクトのことを取りまとめたオリジナルパネ
ルを作成して活動を行いました。豚肉コーナーに立ち寄られたお客さんへ
声をかけ、たくさんの方に興味を持っていただきました。お店のご配慮で、
チラシに情報を載せてくださり「新聞で見たよ！」というお客さんからの
声は、何よりも励みになりました。

学校祭での活動

学校行事での活動

地域に根差した活動 ①

地域に根差した活動 ③

地域に根差した活動 ④

地域に根差した活動 ⑤

地域に根差した活動 ②

栃木県立栃木農業高等学校
藤沼 大志 さん

宮城県加美農業高等学校
泉　海偉 さん

群馬県立勢多農林高等学校
星 まどか さん

広島県立油木高等学校
田邊 綱汰 さん

熊本県立菊池農業高等学校
松尾 晏奈 さん

群馬県立勢多農林高等学校
大島 那哉 さん

熊本県立熊本農業高等学校　熊本県立熊本農業高等学校　
原田 里佳子 さん　井 真莉亜 さん原田 里佳子 さん　井 真莉亜 さん
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SBCラジオ「いい JAん！信州 農業高校レポー
ト」に出演し、アナウンサーの質問に答える
かたちで、プロジェクトから得たことや、今
取り組んでいること、自分の将来の夢などを
伝えました。また、テレビ信州「ゆうがた 

Get！」に生中継出演し、学校の菱池農場牛
舎にて搾乳する様子や、畜産の魅力、夢など
を話しました。メディアを通じて、畜産の魅
力を多くの方に伝えることができました。

本会が主催し、全国を 5ブロックに分けて開催する農業者や農業関係者の学びを目的とした会
合、国際化対応営農研究会にて畜産アンバサダー活動を行いました。宮城県、静岡県、京都府、
香川県、そして福岡県で開催し、「日本の畜産をもっと元気に！」というタイトルで発表しました。
高校生たちは畜産アンバサダーとして、自分の畜産にかける思いや、将来の夢などを会場に集
まった皆さんに元気いっぱい伝え、各会場で大いに共感いただき、エールが贈られました。

メディアでの発信

北海道・東北ブロック

東海・近畿・北陸 3県ブロック

中国・四国ブロック

九州ブロック

事業普及パンフレット

関東甲信静越ブロック

舛屋 笑麗奈 さん
松本 結愛 さん
大久保 愛和 さん
大島 那哉 さん
吉田 穂乃里 さん

下川 弥音 さん
市川 真優 さん
浅野　椿 さん
松尾 晏奈 さん

泉　海偉 さん
河野 花音 さん
青木 希恋 さん

2024年２月２日（金）
仙台市中小企業活性化センター

2024年２月６（火）
京都ＪＡビル

2023年 11月 24日（金）
高松東急 REIホテル

日本の畜産をもっと元気に！

2024年１月 31日（水）
中島屋グランドホテル

研修成果を広く普及するため、研修のダイジェストとなるパンフ
レットを作成し、全国の農業高等学校や関連機関及び企業、農畜
産業関係者等に配布しました。

藤沼 大志 さん
星　まどか さん
松江 璃音 さん
田邊 綱汰 さん

木村 自然 さん
原田 里佳子 さん
井　真莉亜 さん

SNS ソーシャルネットワーキングサービスの
Facebook、Instagramを使って、学校のアカウ
ントから投稿しました。記事の書き方、写真
の選定、動画の投稿を工夫することで、
投稿するごとに興味を持ってくれる人が
増えていきました。1,000を超えるリーチ
数を達成し、投稿には ”いいね ”がたくさ
んつきました。

SNSでの発信 北海道静内農業高等学校
松本 結愛 さん

2024年 2月 1日（木）2024年 2月 1日（木）
ホテルニュープラザ久留米ホテルニュープラザ久留米

国際化対応営農研究会での活動国際化対応営農研究会での活動

長野県佐久平総合技術高等学校長野県佐久平総合技術高等学校
市川 真優 さん市川 真優 さん
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畜産業に関する参加者への意識調査 畜産ティーン育成プロジェクトが、参加した高校生 20名の畜産業に関する考え方にど
のような影響を与えたか、アンケートによる意識調査を実施しました。プロジェクトに
参加した段階（初期）、オーストラリア研修を終えて海外の畜産を知った直後（中期）、
そして、全てのプログラムを完了した段階（終期）と 3回に分けて実施しました。

3回のアンケートを通して、農業系大学や農
業大学校への進学を考えている人が最多数
でした。農学部や生物資源科学部など畜産
系学科がある、酪農学園大学、帯広畜産大学、
鹿児島大学などへの進学を希望していまし
た。アンケートの度に変化が生じています
が、高校での進路相談などを通じて具体的
な進路計画を立てる中で、自分に最適な方
向性を見出していってた様子が見受けられ
ます。
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１．今 考えている高校卒業後の進路は？

畜産業を学ぶ高校生たちなので、当初から
畜産業に対して “かっこいい ”というイメー
ジがあったように見受けられます。海外研
修から帰国直後の意識調査では、20名全員
が「当てはまる」と回答しました。普段、
学校の授業で畜産を学ぶことによって、大
変さや苦労と同意義で、やりがいや誇りを
感じている様子もアンケートのコメントか
ら読み取ることができました。

畜産業はかっこいい仕事と回答しつつも、
畜産業が人気であるかについては「当ては
まらない」という回答が多くなりました。
周りに畜産農家や就農を目指す人がいな
かったり、きつい仕事、人に知られていな
い仕事というネガティブな印象を拭いきれ
ない印象があります。現状から考え、体験
的に畜産業はなり手が少なく、目指す人が
いないと考えているようにも見受けられま
すが、畜産アンバサダー活動時にクラスメ
イトにアンケートを取った結果、3割の人が
畜産業に興味を持ってくれたことや、将来
性や重要性を加味して、希望的観点から人
気があるとした人もいました。
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事にも興味がわいたようです。農業高校の
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農業機械会社、畜産の公務員等の記述があ
りました。当初は、家畜に直接触れる現場
の仕事に強く惹かれていた人も、このプロ
ジェクトへの参加をきっかけに様々な立場
から畜産に係る職業があり、それらが全て
一緒になって畜産業をつくっているという
ことに気がつき、畜産業を支える仕事にも
魅力を感じたようです。
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２．畜産はかっこいい仕事である
　　「苦労＝やりがい」

３．畜産業は人気の職業である
　　「マイナスイメージが拭えない」

４．畜産の生産現場で働いてみたい
　　「尊敬する父を超える農家になりたい」

５．畜産を支える仕事に興味がある
　　「畜産業を外から支えることも
　　魅力的な仕事である」

１．高校卒業後の進路
　　「プロジェクトは、進路を決める
　　きっかけとなった」

1回目： プロジェクト参加者として選抜された時（6月上旬）
2回目：海外研修から帰国直後（8月中旬）
3回目：畜産アンバサダー活動後（3月上旬）

ダー活動を通じて「畜産現場で働くより、
畜産農家をサポートする職業に就きたい」
と考えを改める人もいました。
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1回目のアンケートでは「分からない」を選
ぶ人がいました。前出の項目のアンケート
結果の様に、ネガティブな情報を元にした
畜産業のイメージが定着している一方で、
実際の畜産業界を知らない、どのように畜
産業に就くのかが分からないというのが本
当のところのようです。一方で、実家が畜
産業を営む参加者は、この問いに「当ては
まる」と回答するケースが多く見受けられ
ました。2回目のアンケート以降では、オー
ストラリアの研修を通じて、畜産で活躍す
る女性や若い世代の意識を目の当たりにし
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グラフ上は数字に大きな変化が表れていま
せんが、1回目に「当てはまる」を選んでい
た人が「やや当てはまらない」を、「当ては
まらない」を選んでいた人が「やや当ては
まる」を選ぶこともあり、偏向性のない内
面的な変化があった設問でした。最初に不
安を感じなかった人が、プロジェクトでの
学びを通じて畜産業を行うことに責任を感
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当初は「当てはまる」の数値が少なかった
ものの、2回目のアンケートでは大きく増え
ています。また、「やや当てはまる」を組み
合わせると 9割以上の参加者がポジティブ
な回答をしました。オーストラリアの農家
が大きな家に暮らしていたり、休暇をしっ
かり取って休むことができるのは、安定し
た収入があるためで、その情報は大きなイ
ンパクトがありました。成功例を学び実感
を伴う経験が、経営マインドを醸成すると
感じさせられます。また、畜産農家の子弟
では家族内で経営に関する会話があり、よ
り良いビジネスを心がけることで十分に儲
けが出るのではないかと考えるようになっ
たケースや、逆にさらにしっかり経営を学
ばなくては、しっかり稼ぐことが難しいこ
とにも気がついたケースもありました。
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高校生にとって仕事と家庭の両立や労働環
境の改善などは、少し遠い話しかもしれま
せんが、プロジェクトを通じて、一生懸命
働くために十分な休みがあることや、家族
との時間を大切にするための工夫を怠らな
いことの重要性に気がつきました。
オーストラリアの研修を通じて、出産時期を
合わせる季節繁殖や、放牧による省力化で休
みを取りやすくしていること、畜産現場に機
械化・自動化を導入し、農作業時間を短縮す
るなどのヒントを得ました。お金にも体にも
余裕があると精神的にも余裕が生まれ、仕事
にもメリハリが生まれます。人が幸せな気持
ちで経営ができれば、家畜の幸せも保障され
ていく、そしてより経営が安定していくとい
うお話しもオーストラリアで伺いました。
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当初は国産かどうかを気にせずにいた参加
者の中にも、オーストラリアの研修を経験
した後に意識が変化した人が多くいました。
実際に、オーストラリアでファームステイ
をした際、ホストファミリーと一緒にスー
パーへ行き農畜産物の話題になったり、普

７．畜産業界には就職しやすい
　　「より良い条件であれば畜産も選びたい」

8．畜産農家や従業員になることに
　  不安がある
　  「学んだことにより心境が変わる」

９．どうやって畜産業で儲けるかが分かる
　　「実感を伴う経験が経営マインドを
　　醸成する」

10．どうやってワークライフバランスを
　　 とるべきか考えがある
　　「心の充実や幸せが家畜の幸せに」

11．自分の口に入るものが国産の畜産物
　　 かどうか意識しているか 

　　「消費者としての畜産物への意識」

今回のプロジェクトには 20名の内、3年生
9名、2年生 11名が参加しました。将来の
進路を決める多感な時期でもあり、畜産業
を本気で志すメンバーが多いこともあって、
畜産のキャリアパスについては理解度が高
いようです。時間の経過とともに「当ては
まる」の割合が徐々に増えていますが、プ
ロジェクトの中での学びが畜産を目指すと
いう意識を強め、少なからず具体的な進路
選択になったと思わせるコメントもありま
した。

６．将来 畜産業に就農するための
　　道筋を理解している
　　「プロジェクト参加がキャリアパス
　　を考えるきっかけになった」

たことで、職業として選択の余地があるこ
とがはっきりし、他の職業を選ぶのと同じ
ように、作業が高度にオートメーション化
され、従業員の負担を軽減する機械化が導
入されていたり、しっかりとした福利厚生
を整えている法人であれば就職したいと考
えを改めた人もいます。

じて、結果的に不安になったり、最初は良
く分からない中でイメージしていた不安が、
学びを通じて不安を拭うことができた様子
が見受けられました。心境の変化は、学ん
だことをどのように受け止めたかにもよる
と考えられます。



５. 畜産業に関する
　  参加者への意識調査
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プロジェクトを通じて「当てはまる」の回
答が伸びていきました。海外研修時に滞在
したファームステイ中のホストファミリー
との会話や、マランダ高校の同年代生徒と、
自分の力だけでしっかりとコミュニケー
ションが取れた自信、自分の英語が相手に
伝わったときの達成感、逆に相手が何を言っ
ているかが分かったときの充実感があった
と考えられます。今後も英語を使って仕事
がしてみたい、外国語をブラッシュアップ
したいと希望する人がたくさんいました。
不安だけど、挑戦してみたいという人もい
ます。海外研修から帰国直後には、別に設
けた「海外農業研修に参加したい」という
問について、20名全員が「当てはまる」と
回答しました。外国の方々とのコミュニケー
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元々、畜産が大好きな高校生たちなので、
当初から「当てはまる」の回答が多数あり
ました。海外研修から帰国後は、参加者同
士の仲が深まり、帰国直後の研修成果報告
会に向けた発表の取りまとめや意見交換に
より、畜産アンバサダーとしての意識が高
まっていきました。畜産アンバサダー活動
では、1,000人規模の会場での発表や、参加
者からの質疑応答に対して自信をもって受
け答えができたりと、畜産の魅力をしっか
りと自分の言葉で表現し、相手へと伝える
ことができました。

・安心安全で高品質
・ 和牛ブランドが各都道府県にあり、全世界
から日本の和牛は大変人気である
・ トレーサビリティシステムにより、牛がど
う育てられたかが分かり、安全が保障され
ている
・ スーパーで売られている国産牛には耳標の
個体識別番号が書かれていて、安心して

 食べることができる
・品質の良さ、大国にも負けない生産量
・ 畜産業にプライドを持ち働いている
 農家さん
・ 自分が一生懸命に育てた個体へ
 評価がされる
・ 家畜に感謝して愛情を注ぐことで見返りが
ある
・ 良い家畜を育て値段が高くなったとき、
 嬉しくなる
・ 一頭一頭の個体管理が行き届いていて、
 良い肉質、乳質ができている
・限りある土地を有効活用している
・ 畜産物が食べ物として流通していて、
 食を支えている
・唯一無二の職である
・消費者の食を支えているという誇り
・ 環境とともにあり、人間の原点のような
 職業である
・ 日本の畜産業に多くの国民が安心と信頼を
寄せている
・ 今までの国産牛を飼育してきた農家さんの
成果
・いのちを感じ、命を育て命に繋げる
・限られた土地で畜産物の生産に励んでいる
・ 飼料が高騰しているが、自給飼料をつくる
農家が増えている

意識調査については、記述式のアンケートも実施しました。
畜産アンバサダー活動後に行った 3回目のアンケートについて、
設問に対する回答をご紹介します。
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10．どうやってワークライフバランスを
　　とるべきか考えがある
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11．自分の口に入るものが国産の畜産物
　　かどうか意識しているか 
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12．外国語を使う現場で仕事がしてみたい

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

1回目 2回目 3回目
当てはまる やや当てはまる
やや当てはまらない 当てはまらない わからない

13．畜産の魅力について自信をもって
　　語ることができる 
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12. 外国語を使う現場で仕事がしてみたい
　　「海外の人と話すことは不安だけど
　　挑戦したい」

13．畜産の魅力について自信をもって
　　 語ることができる
　　「畜産アンバサダーとして
　　 これからの活躍に期待」

14．日本の畜産業の魅力は
　　 何だと思いますか？

15．日本の畜産をより良くするために
 　　大切なことは何だと思いますか？

・畜産業への協力と関心と理解
・ 畜産をやっている人もそうでない人も、
 すべての人で畜産業を勧めていく
・若者の畜産業従事者数を増やす
・ 畜産の大切さや家畜の有難さを消費者も
 含めて当たり前に知ること
・ 非農家の人に興味を持ってもらえるような
機会をつくる
・ 若者を含めたすべての人に生産者の努力を
知ってもらう
・畜産業に対してもっと関心を持ってもらう
・ 畜産のマイナスなイメージを変えて、
 畜産業がかっこいい仕事になる
・人とのつながりを大事にする
・ Instagramなど SNSで、
 畜産の良いイメージの情報発信を行う
・飼料自給率を増加させる
・政府の補助等で、飼料コストを減少させる
・政府による農業支援の広がりや広報
・ 性差別を解決し、男女を問わない
 農業従事者を増やす
・SDGｓの達成
・時代に合った新しい発想力
・ 効率を良くするために他の国の技術や、
 やり方を取り入れる
・動物への愛情を忘れない
・ ワークライフバランスを確立し、
 畜産業の担い手不足問題を解決する
・農福連携

段輸入品として食べているオーストラリア
の牛肉などを国産として食べる機会があり、
色々と考える機会となりました。帰国後、
国産かどうかを意識するようになったとい
う回答がありました。さらに、畜肉の部位
によって原産国が異なることなどにまで、
着目するようになった人もいます。生産者
としての意識も磨かれましたが、消費者と
しての意識も刺激を受けたようです。国産
の魅力に気がつき、スーパーでの買い物が
より楽しくなったと回答する人もいました。

ションに前向きになれる若者が多いことは、
日本が世界と向き合う未来を描く重要な要
素ではないでしょうか。
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引率教員

大阪府立農芸高等学校
資源動物科　指導教諭
土肥  正毅

海外研修の 10日間では、畜産現場の見学以
外に、農業や日本語を学ぶ現地高校生との
交流等、とても有意義な時間を送ることが
できたと感じています。これらの経験を通
して、「オーストラリアの畜産業」に関する
知識を深め、英語学習への意欲が高まった
と考えます。

（3）帰国時研修とグループ別発表
　　（2023年 8月 16日～ 17日）
帰国後の研修では、4グループの発表会に向
けての準備が本格始動しました。グループ
ごとに、メンター、引率教員が付き、何度
も話し合い、発表内容の改善に努めてきま
した。生徒たちは、発表原稿やスライドの
作成に取り組むことで、「日本とオーストラ
リアの畜産業の違い」を実感し、日本の畜
産業を活性化する手段を考察したと言えま
す。

①「畜産イメージアップ～人にも牛にもや
さしく～」と題して発表したチームは、畜
産のマイナスイメージを変えたいという思
いを抱き、畜産イメージアップカンパニー
の立ち上げ、クラウドファンディングの活
用等、様々なアイデアを提案しました。

②「創造する畜産スタイル～消費者と創る
おいしいお肉～」と題して発表したチーム
は、生産者と消費者との信頼が大切であり、
この信頼関係で経済を回すことができると
主張し、レスポン牛、学校出張等、斬新な
アイデアを考えました。

③「若者が働きやすい経営～ライフ・
ワーク・バランスの確立～」と題し
て発表したチームは、家族の大切さ
を訴え、「週休 3日・1日 5時間労働」
を提案し、ライフ・ワーク・バラン
スの確立に向けた具体策をたくさん
挙げてくれました。

修内容を次の 3つに分け、述べさせていた
だきます。

（1）オンライン事前研修
　　（2023年 6月 12日～ 16日、7月 27日）
生徒たちは 5人１組のグループを結成し、5

日間のオンラインでの事前研修が始まりま
した。その際、5人それぞれの任務を明確に
して、グループの仲間意識を持たせる工夫
がありました。毎回 2時間の事前研修では、
日本の畜産業に関する講話後、グループ別
ワークショップを行い、発表、振り返りを
行いました。オンライン上で出会ったばか
りの高校生が、ディスカッションを行い、
その内容をまとめて発表するクオリティー
の高さに驚いたことを覚えています。そし
て、7月 27日に渡航前オリエンテーション
を行い、海外研修への心構えや準備物等の
話を聞きました。計 6回のオンラインでの
事前研修は、海外研修に向けた知識や仲間
意識の醸成に大きな意義があったことに間
違いありません。また、講師の方々をはじめ、
多くのサポートがあったからこそ、生徒た
ちは「日本の畜産業」に対する知識を深め、
海外研修への意欲が高まったと考えていま
す。

（2）海外研修（2023年 8月 6日～ 15日）
オーストラリア研修への期待や不安、それ
ぞれが大いに感じたことだと思いますが、
事前研修や SNSでの交流のおかげか、集合
場所で生徒たちは以前からの知り合いのよ
うに、会話をしていました。そして、約 7

時間のフライトを経て、オーストラリアで
の研修が始まりました。畜産を営む農場や
施設の見学では、大きな刺激を受けました。
見渡す限りの広大な放牧地にて、牧場主が
話される英語に耳を傾け、話の内容に関す
る質問がいくつも飛び交いました。その度
に、通訳のあけみさんが丁寧に対応してく
ださいました。また、ファームステイにお
いて、生徒たちはホストファミリーと英語
でコミュニケーションを図ることに努めて
いました。

④「若者中心の畜産～若者の畜産従事者を
増やすために～」と題して発表したチーム
は、教育ファームの普及・充実を提案し、
YouTubeと漫画を活用することで、若者の
畜産従事者を増やし、畜産業の活性化につ
なげたいと主張しました。

３．謝辞
日本中央競馬会および国際農業者交流協会
の関係者の皆様には、このような素晴らし
い事業を提供していただき、本当にありが
とうございました。「百聞は一見に如かず」
このたびのオーストラリア畜産研修を経て、
この故事成語が相応しく感じております。
本事業の大部分の資金を賄っていただいた
日本中央競馬会様には、深く感謝申し上げ
ます。
海外研修後、高校生たちは、各個人が掲げ
たキーワードをもとに畜産アンバサダー活
動を続けています。私も担当している授業
等で、畜産アンバサダー活動を行っており
ます。オーストラリアの畜産現場を見て体
験して学んだ経験は、一生忘れることはあ
りません。だからこそ、この経験ができる
ように後押ししていただいた周りの方々に、
感謝することが大切です。そして、高校生
たちも私も、「日本の畜産業をもっと元気
に！」していく一員として、これからも携
わっていけたら素敵だと思っています。

１．はじめに
私は現任校の大阪府立農芸高校で、ウシと
出会い、畜産を教えることになりました。
赴任当初は、分からないことだらけで、少
し前に習得した知識や技術を伝えるという
授業をしていました。それから 18年の教鞭
生活で、ウシの飼養管理の奥深さ、飼料栽
培やサイレージ調製の面白さ、6次産業化の
難しさなど、たくさんの経験をして、多く
のことを勉強させていただきました。分か
らないことは今も多々ありますが、知識や
技術と共に、ウシや畜産の面白さも一緒に
伝えようと授業をしています。
畜産ティーン育成プロジェクトを知った
きっかけは、2018年の第 1回ニュージーラ
ンド研修に参加したいと申し出た生徒から
でした。海外研修の渡航費を日本中央競馬
会様に負担していただき、「こんな魅力的な
畜産研修に参加できる生徒が羨ましい」と
思っていました。その頃から、このプロジェ
クトの引率教員として、いつか携わりたい
と考えていました。この度、その思いが叶っ
た際は、とても嬉しかったと同時に、責任
の重さも感じました。

２．研修内容
全国から選抜された 20名の高校生たちは、
事前研修、海外研修、帰国時研修を経て、
学んだ知識や畜産業の魅力を PRすることを
目的に、プロジェクトに参加しました。海
外研修帰国直後に行ったグループごとに定
めたテーマによる研修成果発表を皮切りに、
畜産アンバサダー活動が始まりました。研
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畜産アンバサダー
北海道帯広農業高等学校
酪農科学科３年
舛屋  笑麗奈

１．テーマ
若者が働きやすい経営

２．キーワード
ICT

３．キーワードのつながりと考察
「若者が働きやすい経営」というテーマで、
「ICT（Information and Communication 
Technologyの略称で、情報通信技術）」につ
いて考えたとき、最初は ICT を導入するた
めのコストは掛かってしまうが、後継者不
足など、日本の畜産現状から考えると仕方
のないことで、導入してしまえばスマート
フォンやタブレット端末などで牛の監視が
できるため、作業の省力化・軽労化、労働
時間の削減や人件費を削減できるのではな
いかと考えていました。また、ICT を使用す
ることで、搾乳や給餌、給水、一日の増体
重や発情発見システムなどがあるため、牛
体管理が可能になり経営が楽になるだけで
なく、疾病検知システムなどを利用するこ
とで、病気や事故の早期発見につながり、
生産性の向上や安定化を図ることができる
と考えていました。
実際にオーストラリアで研修を行ってみる
と、後継者不足など、日本と畜産の現状は
あまり変わらないのにも関わらず、ICTを導
入している農家さんが少なかったと思いま
した。例えば、日本では一つの農家さんで
搾乳ロボットや分娩カメラ、首輪装着式セ

ンサーなど、いく
つかの ICTを導入
していることが多
い の に 対 し て、
オーストラリアの
農家さんでは導入
していないところ
もあれば、導入し
ているが利用して
いる技術が少ない
ことが分かりまし

た。また、イヤータグという技術では、内
蔵されている電子チップでせりの際に持ち
主の変更ができたり、バーチャルフェンス
という技術では、柵を設置せずに家畜の行
動範囲を制限することができるなど、日本
には普及していない ICTを導入していまし
たが、オーストラリアでは ICTよりも、労
働時間が短いことによって経営者が働きや
すくなっていました。ほとんどの農家さん
が放牧を行っており、牛が野生に近い状態
で飼養されているため、ICTを多く利用して
管理せず、労働時間を削減しているという
ことを知りました。
畜産アンバサダーとして、これから学校や
地域の人に今回オーストラリア研修で学ん
だことや、オーストラリアでの経営方法か
ら、これから先、私たちが経営者になった
際に、どのような経営をしていく必要があ
るのかなどを、多くの人に知ってもらう必
要があると思います。また、将来、私が経
営者になった際には、オーストラリアほど
の放牧は難しいかもしれませんが、放牧を
取り入れたり、ICT を導入して労働時間を削
減し、若者が働きやすい経営を実現してい
きたいと考えています。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアでは、地域や気候などに合っ
た種類の牛を飼養していました。例えば、
日本ではホルスタイン種やジャージー種、
黒毛和種など飼養されている牛の種類が限
られているのに対して、オーストラリアで
は、ブラーマンやドラウトマスター、シャ
ロレーなど放牧を行っている地域や気候に
合わせて飼養している牛の種類が違いまし
た。日本でも牛の品種改良をして、北海道
や沖縄などそれぞれの気候に適した牛の種
類を飼養することができれば、付加価値も
付き、もっと日本の畜産が良くなると思い
ました。また、オーストラリアで「せり」
を見た際に、牛を購入する人が重視するポ
イントが日本と違うことに驚きました。日
本では、体重や怪我、病気などが値段に関
わっていることに対して、オーストラリア
では購買者が牛を視認し、体の大きさや性
別などを見て、希望の買値と予算をもとに
入札していました。そして、オーストラリ
アでは人工授精よりも、自然交配が主流な
ためほとんどの雄牛が去勢されていないと
いうことを知りました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
オーストラリアと日本の畜産の違いを知る
ことができたので、さらに日本の畜産が良
くなるように今後ど のような取り組みをす
れば畜産が盛り上がり、若者に興味を持っ
てもらえるかの提案を広めていきたいで す。
なぜなら、現在の日本では、深刻な後継者
不足に悩まされており、若者が畜産から離
れて行ってしまっていることや畜産はきつ
い・汚い・危険などのイメージがあるため、
やりたいと思わない人が多くいます。その
ため、労働時間の削減や農家さんにお金を
給付するなどを行い、現在、畜産業をやっ
ている人やこれから畜産業に携わる人、畜
産を知らない人がやってみたいと思えるよ
うな環境づくりを広めていきたいです。
そうすることによって、現在、畜産業に携
わっている方が働きやすくなるだけでなく、
経営がしやすくなり、離農する農家さんを
減らすことができると思います。また、こ
れから畜産を始める方は、新規就農者向け
の給付金や離農者から土地を貰うことで、
牛舎を建設費用や機械の購入にかかる費用
などを抑えることができると思います。さ
らに、畜産に対するイメージを変えること
によって、共進会や家畜市場などの畜産関
係の行事などに、畜産を知らない人や進路
が決まっていない中学生や高校生などの若
者が参加することで、日本の畜産が今より
もさらに盛り上がっていくと思います。
畜産業に携わっている方だけでなく、これ
から畜産業を始める方も始めやすく、働き
やすい支援やサービスを充実させ、離農者
を減らし、後継者になりたい人や新規就農
を目指す人を増やしていくことです。また、
牛が今よりもさらに健康で、牛を第一に考
えた経営を行うことです。アニマルウェル
フェア認証農場を増やし、命が終わる最後
の時まで家畜のストレスや痛みを減らすこ

とや、放牧を行うことで牛が野生に近い状
態で生活できるため、牛も人間も幸せに暮
らすことができる農場を増やすことです。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は将来、祖父が行っている和牛繁殖農家
を継ぎたいと考えています。そのために高
校卒業後は、十勝の和牛農家さんで、2年間
ほど研修をして知識や経験を積みたいです。
また、発情発見後すぐに人工授精ができる
よう、家畜人工授精師の資格を取得してか
ら実家へ戻りたいと思っています。現在、
祖父は小規模で和牛繁殖を行っているため、
私が経営者になった際は大規模経営を目標
にし、放牧も取り入れていきたいと考えて
います。また、2027年には北海道の音更町
で和牛の全国和牛能力共進会が行われるの
で、自分の牛を出品し、日本一になりたい
です。そして十勝和牛の名を全国に轟かせ
たいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私たちが目指している畜産という仕事は、
牛乳やお肉を生産する仕事であり、生きて
いくうえで必要不可欠な栄養素になります。
人の命を支える畜産業は、人と人をつなぐ
素晴らしい職業であるということに誇りを
持ち、未来の日本を担う人材として、新し
いアイデアと技術を取り入れ畜産を発展さ
せていきましょう。
そして、様々な畜産の在り方を学ぶため、
色々な国や地域で経営スタイルや働き方な
ど知識や経験をたくさん積むことが大切だ
と思います。
日本の畜産がさらに良くなるよう、頑張っ
ていきましょう！！
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畜産アンバサダー
北海道静内農業高等学校
食品科学科３年
松本  結愛

１．テーマ
創造する畜産スタイル

２．キーワード
女性の畜産進出

３．キーワードのつながりと考察
「創造する畜産スタイル」というテーマで「女
性の畜産進出」を考えたとき、畜産を創造
することで女性でも働くことができ、日本
の課題である担い手不足に貢献できるので
はないかと考えました。今の畜産業は、「担
い手不足」と課題認識しているにもかかわ
らず、新しい仲間を増やす具体的な動きが
少ないように思います。こうしたことから、
誰もが畜産業で働きたくても働けない現状
ができているのではないかと思います。そ
こに今までとは違う新しい考えを増やして
いくことで、老若男女問わず、誰でも働け
るような環境ができれば、日本の担い手不
足を解決できるとともに、女性でも働くこ
とができるのではないかと思います。
このテーマとキーワードから導かれた考え
は、「世の中がこうだから」と固定概念にと
らわれず、自分や周りの人が楽しく働ける畜
産スタイルをつくりあげることが、女性でも
働ける畜産業につながるのではないかと考え
ます。実際にオーストラリアでの研修で、農
家それぞれが、女性が働くことに対して誰も
否定的ではありませんでした。それは政府が、
女性が働けるような環境づくりを進めている
ことや、農家の方もそれを理解することで、
国籍や性別、年齢にこだわらず、誰もが従事
できる畜産業のスタイルを創り上げることに
つながっているのではないかと思いました。
ただ周囲の変化を待つのではなく、自ら行動
を起こして、挑戦して、経験していくことも
大切だと思います。
今回の研修の成果を反映させるためには、
オーストラリア研修で学んだ、気候に合わ
せた飼育管理方法や、牛と環境に配慮した
経営、そして、コスト削減などについて、
SNSや、畜産ティーン育成プロジェクトの
ような海外研修活動で発信していくべきだ

働くことができると思いますか？女性が畜
産業で働くことについてどう思いますか？」
という質問をしました。すると、どの畜産
農家さんも、女性が働くことを否定する人
はいなく、むしろ、「もっと働いてもいいと
思う」「女性の方が子牛の育成や観察に優れ
ている」と仰っていました。このお話を聞
いたときに、私は強い自信をもらうととも
に、同じ想いを持っているからこそもっと
日本全国の畜産業で働くことを目指してい
る人たちに伝えたい！自信につながってほ
しい！と思いました。
今の日本には、これからの畜産業界を支え
ていく若者が必要です。そのためには、た
くさんの時間がかかってしまうかもしれま
せんが、私たちが経験してきたことを若者
目線で、畜産アンバサダーとして伝えてい
きたいと思います。
女性でも何の問題もなく畜産業に携われる
ようになれば、日本の畜産業で課題になっ
ている「担い手不足」の解消が期待できる
と思います。また、女性ならではの観察眼
などを生かして、一頭一頭の畜産動物の価
値を高め、経営を向上させることができる
と思います。今の日本の畜産業は、男性が
経営する農家が多く、働き手として男性ば
かりが求められているようにも見受けられ
ます。そこに、女性が畜産業に進出するこ
とで働き手が増加し、高齢の離農者が増え
ても、若者の新規就農者でカバーできると
考えます。消費者目線で考えることができ
る、家畜への接し方が丁寧であり母性があ
る、畜舎などの清掃が隅々まで行き届くな
ど、男性とは異なる女性ならではの視点を
生かすことで、優秀な経営管理を実現でき
たり、おいしい肉を世界各国に届けること
ができると思います。これらを踏まえて、
女性の進出により日本の畜産業は、「和牛」
というブランドにもっと価値を付けること
ができ、畜産に魅力を持つ人が増えたり、
日本の様々な課題に柔軟に対応できるので
はないかと考えます。
 
私が考える次世代の畜産業は、女性でも男
性でも若くても高齢でも誰もが従事するこ
とができる業界です。なぜなら、私は幼い
頃から、「女性に牛飼いはできない」と言わ
れてきましたが、オーストラリア研修を通
して、そうではないことを確信したからで
す。実際に、オーストラリアでは女性が働
けるように政府が呼びかけを行い、周りは
周りのことを理解し、お互いがお互いのこ
とを理解し合っていました。単純にオース

と思います。
SNSは、今の
現代社会に浸
透していま
す。実際に私
も Instagram
で畜産の魅力
を発信したと
ころ、牛が好
きな人が増えたり、興味を持つ人が多くな
り、たくさんの畜産農家とつながることが
できました。また、畜産ティーン育成プロ
ジェクトのような活動を行うことで、畜産
に興味を持つ人が増え、影響力も高まると
思います。今の日本の畜産に、今回の研修
成果を反映させるためには、情報の入れ替
わりが早い SNSを活用して発信、このプロ
ジェクトの名を広め、そこでも発信してい
けばいいと考えます。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
日本の遺伝的改良と、オーストラリアの遺
伝的改良では大きく違いがあることです。
日本は、人工授精や受精卵移植での繁殖方
法を行っています。そのため遺伝的改良が
進むのが早く、産子も大きくなる傾向が強
くなっています。それは親牛に大きな子牛
を産ませて、大きく育て、たくさんの枝肉
をとりたい傾向にあるからだと感じていま
す。同じ日本国内でも、北海道と九州では
大きく気候が異なりますが、飼っている品
種はほぼ同じで、環境や気候というよりも
肉質改善がメインで考えられています。今
は良くても、今後 50年、100年後を迎えた
とき、そのうち遺伝子や系統が偏ってしま
い、「和牛」という歴史が終わってしまう可
能性があります。
オーストラリアでは、耐暑性などに特化した
牛を育てて枝肉をとるという傾向にあると気
づきました。オーストラリア国内でも雨季と
乾季があり、その気候に合わせ、暑さや寒さ
に強い牛、虫に強い牛をつくり交配させてい
ました。日本もオーストラリアと同じように
肉質改善だけではなく、暑さに耐えられるよ
うな牛、虫に強い牛などをつくり交配してい
く必要があると思いました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
「畜産の魅力や生命の素晴らしさ」と、「女
性も畜産業でも働くことができる」とうい
う二点です。
そのために SNS、特に Instagramを活用し
て広めていきたいと思っています。生産者
が毎日愛情を込め、時間をかけて育てた乳
牛や肉牛がいることで、私たちの食生活が
支えられており、その裏には、子牛や子豚、
鶏などの尊い生命の誕生があるからです。
しかし、消費者は、生産者の畜産現場を知
らない人が多く、さらには、どのようにし
て私たちの食卓に畜産製品が並ぶのか知ら
ない人たちが多くいます。
また、オーストラリアでの研修で、視察研
修した畜産農家さんに、「女性でも畜産業で

トラリアの真似をするのではなく、日本で
も似たような、日本に合ったかたちの対策
を取れば、男性は、男性持ち前の能力を生
かして力仕事や機械操作を、女性は、女性
の持ち前の能力を生かし、家畜への接し方
が丁寧であり母性があるということから、
お互いがお互いの足りない部分を補ってい
くことで、今までとは違う畜産業ができあ
がると思います。今の日本の畜産が、一人
一人の考えや理解が変わり、誰もが働ける
ような環境づくりをすることで、社会全体
の士気がひとつになってまとまっていくの
ではないかと考えます。このことから、私は、
日本の次世代の畜産業は、時代の発展に合
わせた畜産業をつくることにより、誰が働
いても否定されることなく、お互いがお互
いを助け合うことで、老若男女問わず従事
することができる畜産業になると思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の将来の最終的な目標は、実家の和牛繁
殖経営を継ぐことです。同時に、2027年に
北海道で行われる全国和牛能力共進会に牛
を出品したいと思っています。そのために、
高校卒業後、鹿児島県立農業大学校に進学
し、肉牛の生理生態や基礎的な管理技術を
学ぶだけではなく、人工授精師や大型特殊
免許、農耕車の牽引免許など資格も取得し
ます。また、鹿児島県は、和牛日本一とも
言われるぐらい肉牛の生産が盛んな県なの
で、共進会に出品する牛の調教方法や牛づ
くり等、北海道では学べないことをたくさ
ん吸収してきたいと思っています。そして、
北海道に帰って家業を継ぎ、鹿児島県で学
んだ技術や知識を地域の農家の皆さんにも
伝え、一緒に良い牛を生産し、共進会に出
品したいと思います。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は幼い頃から、周囲の農家の方から「女
性は畜産業で働けない」と言われてきまし
た。でも絶対にそんな言葉に負けないでく
ださい。自分が心の底からやりたい！と思っ
ている畜産業の夢を絶対に諦めないでくだ
さい。畜産業に従事することは本当に素晴
らしいことです。
どんなに辛いことがあっても、苦しいこと
があっても、「あの子頑張ってるね」「あの
子すごいね」と認めてくれる人たちが絶対
にいます。誰も最初から完璧に上手にでき
る人なんていません！何事にも挑戦して、
たくさんの経
験を積んでこ
その畜産業だ
と私は思って
います。
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畜産アンバサダー
北海道倶知安農業高等学校
生産科学科２年
大久保  愛和

１．テーマ
畜産イメージアップ

２．キーワード
畜産教育

３．キーワードのつながりと考察
「畜産イメージアップ」というテーマで、「畜
産教育」をキーワードに、オーストラリア
の中学校や高校での畜産教育を考えたとき、
日本と同じように農業体験実習や農家さん
からの講演で教育がされているかと予想し
ました。農業体験実習では、放牧について
グループに分かれて、長期的な実習をやっ
ていそうだなと考えていました。理由は、
オーストラリアの方は農家出身の人が多い
と聞き、農家出身の方の多くがあまり他の
農場を任されることがないと考えたからで
す。また、農家さんの講演を聞く教育をし
ていると思った理由は、実習のことだけで
なく、オーストラリアの歴史と一緒に畜産
の歴史や現状も学ぶことで、卒業後に畜産
に関わる仕事に就かなくても、人生の何処
かで関わる機会が生まれた際に、話を聞く
ことがよい経験となると考えたからです。
実際にオーストラリアで研修を行ってみる
と、今回、現地で出会った方たちが、畜産
のことが大好きだということが、一番よい
教育につながっていると考えました。理由
は、オーストラリアで私が出会った人たち
はみんな、酪農や畜産について常に興味を
持っていたことです。その楽しそうな話を
一緒に聞いていると、その雰囲気だけで、
私は畜産を今まで以上に好きになりました。
私の周りでは畜産を職業選択に入れる人が
少ないです。しかし、今回のように周りの
人たちが畜産のことが好きで、農家や経験
者ばかりだと、自然と自分も畜産をやりた
いと思え、将来の職業の選択の一つになる
と考えます。私が研修前に想像していたよ
うな体験や講話は、気持ち的に畜産を好き
になれない人が多くなると予想されるから
です。

今回の研修で出
会った多くの人
が、あまり他人
からの評価を気
にしておらず、
自分や自分の環
境に自信を持っ
ているように感

じました。私は人からの評価を気にしたり、
何事も完璧にこなしたいと思う性格なので、
出会った人たちの性格に触れて、新しい学
びがありました。また、オーストラリアの
環境下で生活して様々な植物に触れたこと
で、植物について勉強したいと考えるよう
になりました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
私が広めたいことは、畜産は選ばれた人や
専門的な知識がないとできないわけではな
く、「興味と畜産を好きだという心があれば、
誰でも営むことができる」というイメージ
です。理由は、農家さんが多い地元の友達
でも、実家が農家でない限り、将来農業に
関わりたいと考えている人が少なく、理由
を聞くと「大変そうだから」「楽しくなさそ
うだから」「汚れるから」など、農業の３K
と言われる「きつい」「きたない」「きけん」
を理由に、畜産や農業を将来の選択から遠
ざけている人を一人でも少なくして、みん
なが畜産を支える国をつくりたいからです。
これらができると、国と畜産業界のつなが
りが強くなり、畜産や農業を経営したい人
への支援がまずは畜産に限らず、農業の経
営を楽に正確に行えるようになります。そ
して、AIが導入されることで、作業を正確
に行ってくれたり、重いものを人が運ばな
くて良くなったりして、効率が良くなるこ
とで経験が浅い人でも簡単に畜産に就職し
やすくなります。そうすることで、若い人
たちの選択に畜産が取り入れられるように
なり、畜産の新規就農者が増えると考えま
した。さらに、新しいアイデアや後継者不
足が解消され、日本の畜産は自給自足率が
消費額ベース、カロリーベース共に向上し、
輸入に頼らない自立した畜産を営めます。
次世代の畜産業は、高校生や、二十代の若
い人たちが AI機械と共生している畜産業だ
と考えます。オーストラリアの研修で、マ
ランダ高校の生徒たちは、手動の機械と AI
が搭載されている機械を用いて牛の耳に埋

今の日本の畜産には、まずは私たちが学校
をあげて地域の農家さんと一緒になって盛
り上げることで、反映していけたらいいな
と考えました。オーストラリアからの帰国
直後に行った研修成果報告会でも発表した
ように、まず私たちが行動することで、活
動の輪が広がり協力してくれる人が増えて
いくと思います。結果的にその影響で、周
囲の大人の方たちへの畜産への関心を高め
ることができると思っています。
私たちの畜産班は、地域の和牛生産、特に
肥育では、農家さんの検証圃場として一緒
に活動しています。その牛舎に定期的に畜
産に興味のある高校生を集めて、地域の農
家さんと一緒に取り組みを話し合ったり、
農家さんを訪問し、経営のこだわりやその
取り組みを広めたいと考えています。今は
様々な活動を紹介するツールがあるため、
一緒になって考え「畜産が好き」という気
持ちを発信していきたいと思います。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアの研修で私が一番関心した
ことは、働いている方たちが、自分の好き
なことやプライベートを大事にしているこ
とでした。ファームステイのホストファミ
リーとして、私たちを受け入れてくださっ
たフィリップさんたちは、畜産は週に 10時
間の管理で経営を成り立たせ、本業もこな
していました。自身の生活と仕事のバラン
スを考え、生活を無理せず管理していると
のことでした。オーストラリアでは、仕事
の評価は勤務している時間や身だしなみな
どではなく、仕事の内容を主に見ていると
のことです。私自身は、制服を着たり、た
くさんの時間を費やして働くことが好きな
ので、今回聞いた話をすべて受け入れるこ
とはできませんが、たまに聞く「プライベー
トを優先したい考えは、不真面目な人の考
え方だ」という、仕事中心な考えを全体に
押しつけることは、雰囲気が良くならない
と思います。

め込まれているチップを読み込んで、牛の
管理をしていて、専門家の方は妊娠検査時
に牛用のエコー検査を用いて検査を行って
いました。同じ年くらいの人が、協力して
楽しそうに授業に取り組んでいる姿に次世
代の畜産を見た気がしました。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は、適度な AI機械の導入や畜産経営に関
する宣伝活動を行い、安定的な経営をする
ための支援をしたいと考えています。AIの
導入をすると、収穫時期や規格外品を見極
めたりコンテナを運んだり、危ない機械を
遠隔で操作できたりと AIを搭載した機械が
「きつい」「きたない」「きけん」を適度に解
消してくれると考えたからです。農業経営
の宣伝ポスターは、失業したり、やりたい
ことが分からない人たちが、農業をやりた
くなるようなポスターになるように修行し
ていきます。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は非農家で、農業高校に入学するまでは
畜産についてあまり詳しくありませんでし
た。そのため、自分なんかが本当に畜産を
経営したり、支える仕事ができるか心配で
した。
しかし、高校で畜産について学んでいくう
ちに、畜産の楽しさだけでなく農業の楽し
さを身近に感じることができ、不安な気持
ちは減っていきました。今は、畜産を支え
たり、宣伝できるように努力しようと思え
るようになりました。一見、不安や苦手意識、
面倒くささを感じるときがあっても、それ
を乗り越えることが楽しいので、ぜひ諦め
ないでがんばってください。

ファームステイでお世話に
なったフィリップさん
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畜産アンバサダー
宮城県加美農業高等学校
農業科２年
泉  海偉

１．テーマ
若者中心の畜産

２．キーワード
放牧

３．キーワードのつながりと考察
「若者中心の畜産」というテーマで、「放牧」
について考えたとき、今の若い人たちに畜
産に興味を持ってもらえるようにするには、
小さい頃から牛と関わっていく必要がある
と考えていました。そこで私は、大自然の
中で牛を飼う放牧がいいなと思いました。
子供たちが登下校の際に、放牧されのんび
りと過ごしている牛を見たり、触ったりす
るだけでも、子供たちは牛に興味を持つの
ではないかと考えていました。他にも、労
働時間の削減や飼料代の削減もでき、経営
的にも魅力を感じる放牧が一番良いと考え
ていました。
オーストラリアでは、国の取り組みとして、
若いうちに農家やせり市場といった場所に
派遣されて農業のことを学ぶと聞きました。
見たり聞いたりすることよりも、若い世代

なと話しているうちに不安がなくなり、逆
に楽しみに感じるようになりました。さら
には、農業のことだけでなく、オーストラ
リアの人々の暮らし方にも興味がわいてき
ました。実際、現地でオーストラリアの人
たちと関わると、みんな優しくて明るい人
たちでとても安心しました。畜産業を通し
て新たな仲間や世界とつながり、自分の夢
に向かう力が湧いてきました。仲間とつな
がることや、見聞を広げることの大切さを
学ぶことができたと考えています。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
畜産は、生きていく中でとても大事な仕事
だということを若い世代に知ってもらいた
いです。多くの人が思っている畜産のイメー
ジを良いものに変えたいです。将来的に放
牧をすることによって、子供たちが牛と触
れ合える機会を増やし、牛の可愛さを知っ
てもらいたいです。それがはじまりとなり、
より身近に感じ知ってもらうためには、交
流牧場を運営し、消費者と生産者がつなが
ることで、畜産業が食を支えているという
ことも知ってもらいたいと考えています。
それが、畜産経営者の意欲につながり利益
にもつながると考えます。
それができると畜産のイメージが変わり、
就農率が上がって私たちのような畜産アン
バサダーがたくさん増えると思います。さ
らに、畜産食品をはじめ農産物、食料に消
費者が心からつながることで、商品の価値
は上がると考えます。その結果、酪農家さ
んの悩みが減り、赤字経営もなくなり、魅
力のある畜産業になっていくと思います。
そして、次世代の畜産業とは、IT化が進んで、
バーチャルフェンスを搭載した首輪をつけ、
フェンスのないところでも放牧ができるよう
な畜産業になり、遊休農地や管理が行き届か
なくなった山地などで行う新たな日本式の畜

から実際に現場に出て、畜産の良さを肌で
感じることが、日本の農業のカギになって
来るのではないかと考えました。そこで私
は、学校で行っている教育ファームをもっ
と広い範囲で実施するのが良いと考えまし
た。
オーストラリアの農業は、日本と同様に担
い手不足が問題であるということでした。
オーストラリアも就農率が下がっていて「若
い世代が欲しい」「大変だ」と言っていまし
た。このような問題に対し、国の企画で、
若いうちに農家やせり市場に派遣すると
いった取り組みで改善しようとしています。
話しでは、農業を営んでいるほとんどの方
が、小さい頃から農業に触れてきたという
ことでした。現在の日本は、農家数の減少
が止まらず、子供たちが農業に関わる機会
がさらに少なくなっています。そのような
ことも、若者が農業に関心が薄い理由の一
つだと考えます。そこで、私たち農業高校
生が行っている教育ファーム活動などを通
して、近隣の子供たちに畜産の出産から畜
産物の生産、加工までのすべてを知っても
らいたいと考えます。残酷な部分もあるか
もしれません。しかし、それを知るからこそ、
喜びや感動が深いところに生まれます。牧
場まで足を運べない子供たちには、リモー
トでの活動を考え、さらには YouTubeや
SNSなどを使って広く畜産について知って
もらいたいと考えています。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアのある農家では、若い人は
募集していないと言っていました。理由を
聞くと若い人たちは、仕事の覚えが悪く、
すぐに辞めてしまうからだそうです。逆に、
「高齢者のほうが辞めないでしっかり働いて
くれる」と言っていました。日本も高齢化
が進み、経験を重ねた方の採用や退職の延
長という話を聞きます。日本とオーストラ
リアでは、共有すべき話題がたくさんあり、
互いに抱えている問題を一緒になって考え
る機会はとても有益だと考えました。
 
研修を終え振り返ると、とても学びの多い
ものでした。私は、初めての海外であり、
これまで日本の農業どころか我が家の農業
しか知りませんでした。このプロジェクト
に参加することを決めてから、毎日が不安
でした。しかし、プロジェクトに参加して
いる畜産アンバサダーの仲間がいて、みん

産が生まれるのではないかと考えます。持続
可能な食料生産への考えが高まり、穀物を極
力控えた放牧で育った赤身の多い肉が生産さ
れるようなるのではないかと考えます。最近
では、培養肉や昆虫をタンパク源とする話題
を耳にしますが、それでは食物に対する感謝
の気持ちが薄くなっていってしまうと考えま
す。毎日感謝をしながら食事をいただくこと
が、生き物であり、人間らしさであると畜産
の先生から聞きます。食べ物を大切にできる
人が増え、平和な社会づくりの一部に畜産は
なると考えます。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、父が営む畜産業を継ぐことです。
高校卒業後、農業大学校に行って畜産の専
門的な知識を身につけていきたいと考えて
います。私は将来、使われていない土地を
使って、短角種を放牧したいと考えていま
す。そして、短角種を使った日本産の赤身
肉を生産して加工も行い、商品の販売をし
ていきたいと考えています。他にも、放牧
した牛を観光牧場として、地域の子供たち
が牛に関われる空間をつくっていきたいで
す。その活動を行いながら会社をもっと大
きくして、効率よく仕事を行うために、機
械の導入を考えています。他にも、尊敬す
る父のように、人工授精師の資格を取り、
色々な人の役に立てるよう仕事をしていき
たいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は、放牧をするという考えはありません
でした。そして、このプロジェクトに参加
することを決め、将来のことを具体的に考
えるようになりました。オーストラリアは、
広大な土地で放牧を行っています。それを
見た私は、将来、絶対に放牧をしたいとい
う気持ちになりました。今の畜産は問題が
多いですが、私のようにこのプロジェクト
に参加することによって、やりたいことの
具体性が高まり、将来への意欲が高まると
思います。畜産は大変な仕事です。皆さん
も諦めずに夢に向かって様々なことに、是
非チャレンジしてみてください。
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畜産アンバサダー
栃木県立栃木農業高等学校
動物科学科２年
藤沼  大志

１．テーマ
畜産イメージアップ

２．キーワード
労働者の負担軽減

３．キーワードのつながりと考察
「畜産イメージアップ」というテーマで、「労
働者の負担軽減」について考えたとき、私
の家は、父、祖父母の 3人で酪農を経営し
ているため、日々行う一人当たりの仕事量
が多く、作業が大変だと感じていた。
今回のオーストラリア研修を通して私は、
労働者の負担軽減をする方法について考え、
そのことを学んできたいと思った。そして、
その経験を生かし、自分の家や地域に還元
することで、少しでも畜産業がより良くな
ればいいと考えた。また、「畜産イメージアッ
プ」というテーマのもと、畜産についてよ
く知らない人が持つイメージが良くなれば、
働き手が増加し、国産の商品を購入する人
が増え、畜産業を経営しやすい社会になる
のではないかと考えた。
実際に研修をしてみて、労働者の負担軽減
という面でみると、「放牧」を取り入れるこ
とは良いと思った。放牧をすれば、排泄物
の処理を省力化できたり、飼料代を削減で
きたりとメリットがあると感じたからだ。
現在、私の家では委託して牛の育成を行っ
ている。委託している育成牛を放牧するこ
とで、それまで掛かっていた委託代を減ら
すことができ、また牛舎と比べ作業量も少
なくすむため、経営の中に放牧を取り入れ
たいと思った。しかし、オーストラリアと
日本では、国土面積や気候などの違いが多
く、オーストラリアの放牧のやり方を模倣
するだけではいけないと感じ、放牧地に日
陰をつくるなど日本の環境に合ったやり方
で放牧を行うことが重要だと考えた。
私たちが訪問したオーストラリアの農場は、
日本と比べて一頭当たりにかける作業量、
一人当たりの労働時間が少なく、畜産が身
近にあるため、就農しやすい環境にあると

しやすくなるかもしれない。これがオース
トラリア研修を通して私が考えたことだ。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
労働者の負担を軽減するための対策を広め
ていきたいと考えている。現在の日本の畜
産業は高齢化が進み、高齢者が少ない人数
で作業しているところも少なくない。仕事
は大変だが、牛がいるから毎日働かなけれ
ばならない。このような現状を変えたいと
思い、畜産アンバサダーとして負担軽減の
対策について広めていきたいと決めた。
それができると、畜産に対するイメージが
良くなり、畜産業への働き手が増えれば、
高齢者の作業量が減り、若い働き手に牛舎
を引き渡すことも可能になると考える。離
農するのではなく、次の世代へつなげるこ
とで、高齢者は負担が減り、若者は一から
お金をかけて畜産を始めなくてよいという
Win-Winの関係ができればいいと思ってい
る。そうすることで、日本の畜産業の高齢
化の問題を少しずつ解決し、また「畜産は
つらい仕事」などといったイメージを改善
していきたい。
私が考える次世代の畜産業は、先端技術を
導入した機械で作業を行なっていくものだ
と思う。今までは、人間が主体となって作
業を行っていたが、これからは、機械が大
半の仕事を行う時代も来ると考えている。
現在、様々な機械が登場し、メリット、デ
メリットがある中、少しずつ機械化が進ん
できており、私の家でも、給仕機が故障し
たときには、機械の重要性を改めて痛感し
た。先端技術を導入し、若者が設定を行っ
てしまえば、あとは始動のボタンを押すだ
けなど簡単な場合も多く、高齢者でも慣れ
れば扱えるようになると私は考えており、
機械の導入を進めていきたい。また、大型
の機械でなくても、荷物を運ぶ作業をアシ
ストするものなど、単純な機械も多くあり、
それぞれに合った技術を導入することが大
切だと思っている。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の最終的な将来の夢は、父の酪農を継ぎ、
人にも牛にも配慮した地域を支える酪農家
になることだ。そのために大学に進学し、
幅広く畜産について学びたいと思っている。
そして畜産に対する様々な知識を得た後は、
父と同じように酪農ヘルパーとして数年間

感じた。日本では、農業に関わっている人
しかできない仕事、長時間で重労働などと
いうイメージがあり、就農する人は少なく
高齢化が進んでいる。今回の研修で学んだ
ことを生かし、畜産に対する良いイメージ
を学校での発表や SNSを用いて広めていき
たいと考えている。なぜかというと、若者
が就職しやすい環境をつくることが重要だ
と思うからだ。働き手が増えれば、農家の
できる作業
の 幅 も 増
え、経営も
良い方向に
向かい、畜
産業を盛り
上げられる
と私は考え
ている。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
私は、オーストラリアの農家を見て、広い
土地で放牧をして、のびのびと牛を飼育す
る経営に憧れた。放牧をすることで、少な
い作業で牛を育てることができるのは、メ
リットだと思う。また、機械や環境が整っ
ていれば、放牧地に 2、3日行かなくてもモ
ニター等で牛の様子を観察し、飼育するこ
とも可能だと考えた。しかし、日本では土
地が狭く、日差しを遮るための屋根の設置
が必要となり、放牧地の牛たちは、泥や糞
尿で汚れてしまうという話を聞き、狭い土
地では、放牧を主体で経営を行っていくの
は難しいと思った。乳牛を放牧するのには、
放牧地の近くに牛舎がないといけなく、北
海道以外で搾乳を行っている牛を放牧させ
ることを広めていくことは難しいと思った。
それならば、育成牛を放牧するのはどうだ
ろうか。育成牛なら成牛より体の大きさが
小さく、糞尿の量も少ないため面積が少な
くても放牧をすることができると思う。酪
農家の場合は、子牛を放牧させるだけでな
く、受精卵移植での和牛の子牛も同時に育
てていけば、新たな財源を確保でき、経営

活動していきたい。なぜかというと、酪農
ヘルパーになれば、他の牧場に行き自分の
目で見て学ぶことができ、酪農家の方から
直の声も聞くことができるので、将来自分
で経営を行っていくときに必ず役に立つと
思うからだ。学んで知ってはいても見たこ
とがない機械、そこの家の経営方針や考え
方など、学校へ行くだけでは学べないこと
を、自分自身で作業を手伝いながら吸収し、
工夫された知識が詰まった牛舎を私は経営
していきたい。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
畜産業は、自分が努力すればするだけ自分
に返ってきて、やりがいのある仕事だと私
は思っている。高齢化や社会問題、世界情
勢などの影響もありつらい場面もあると思
うが、それでも、そのつらさを超えるほど
の楽しさや面白さが、この畜産業には詰まっ
ていると思う。
みんなで協力し合い、楽しい畜産業を盛り
上げていこう！！
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畜産アンバサダー
群馬県立勢多農林高等学校
動物科学科３年
星  まどか

１．テーマ
若者中心の畜産

２．キーワード
スマート農業

３．キーワードのつながりと考察
「若者中心の畜産」というテーマで「スマー
ト農業」について考えたとき、最初は、畜
産現場の問題として 3K（きつい・汚い・稼
げない）があることから、若者の農業離れ
が起きていると思っていました。
それなら作業をほとんど機械化してしまえ
ば、人は機械を動かすだけでよいので、汚
い部分は機械に任せることができ、3Kのう
ちの一つである「汚い」が解消され、真冬
や真夏に外に出て作業することも少なくな
るので「きつい」も解消されるのではない
かと思いました。
実際にオーストラリアで研修をしてみて、
私が思う畜産の良さは、動物が生まれてか
ら死ぬまでのお世話など、命を扱う職業だ
からこそ知れる「命の大切さ」や生まれた
ときからずっと育てているので牛は人に慣
れ懐くのが可愛いと感じるところです。生
き物を扱う仕事なので、世話は毎日欠かさ
ずしなければいけないので、毎朝早く起き
なければなりません。しかし、牛に合わせ
た生活をしていると、自分の生活時間にも
規律ができるので、大変ではありますが良
いことだと思います。しかし、畜産の作業

をすべて機械
化してしまう
と、畜産なら
ではの良さが
感じにくく
なってしまい
ます。とにか
くすべてを機
械化してしま
うのではな
く、必要に応
じて機械化を
取り入れてい

ながると考えます。
また、IT化による個体管理として、ICチッ
プで個体の情報を管理し、牛の発情周期を
把握し種付けを行うことができたり、牛が
病気にかかってないかということや乳量の
変化などにいち早く気づくことができます。
その情報を誰でも見られる便利さがありま
す。それができると、女性の畜産業での活
躍がしやすくなっていくことや、3K（きつい・
汚い・稼げない）の解消につながっていく
と考えます。
作業をスマート化することで、私たちにか
かる肉体的負担は軽減されるうえ、人件費
の削減ができているので、牛のためにかけ
られる費用が増えます。そうすると牛への
ストレスも減り、乳質や肉質の向上につな
がっていくと考えました。
次世代の畜産業は、女性が働きやすい現場
になっていくべきだと思います。女性が畜
産業に就くということは、力仕事や家事や
育児の両立、収入が安定しないということ
もあるし、周りから反対されることもある
かもしれません。女性が気軽に畜産業に参
入することは、難しいと私は考えました。
まず、畜産業は「女性にはできない、男性
の仕事」という固定概念があります。しかし、
仕事をするのに女性や男性なんてものは関
係ありません。力仕事が得意な女性もいれ
ば、力仕事が苦手な男性もいます。「個人の
何が得意か」ということに重点を置いて、
その人に合った役割を与えることが一番重
要です。
そこで、女性が畜産業に参入しやすい環境
になるよう、すでに牧場を経営している女
性の方々や、私たち畜産アンバサダーがもっ
ともっとアピールしていくべきだと考えま
した。今の時代、SNSが若い女性のコミュ
ニケーションツールとしてあるので、
Instagramや Xで日々の作業のちょっとした
動画やかわいい牛の写真などを投稿し、そ
れをきっかけに女性だけでなく、畜産に興
味を持つ人が増えるのではないかと思って
います。
女性が畜産業を長く続けていくには、同じ
女性によるサポートが必要だと私は考えま
す。男女どちらの意見も尊重し、一緒に手
を取り合っていけば畜産業は今まで以上に
盛り上がると私は考えます。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、幼少期からの夢であった観光牧
場へ就職し、畜産の魅力を伝え、動物に興
味を持ってもらえるよう活動していくこと

くべきだと思いました。
今の日本の畜産は人手不足や後継者不足、
若者の農業離れが深刻化しています。その
ためにもまずは、畜産に対するイメージの
改善を行い、興味を持ってもらうことが大
切だと私は思います。
最初に考えていた完全機械化では、確かに
作業効率は上がりますが、人間の手で行う
からこそ得られる温かみや学びがなくなっ
てしまうと考え、場面ごとに機械化を取り
入れるべきと考えました。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
畜産に対する思いや熱意が日本に比べて強
いと感じました。
研修中は、様々な農家や現地の学校を訪れ
ましたが、どこへ行っても「やりがいを感
じている」と答える農家ばかりでした。現
地の高校で授業を受けたとき、現地の先生
が「スポーツ選手やパイロットと農業従事
者は同じくらい素晴らしい仕事だ、スポー
ツ選手やパイロットも食べないと生きてい
けない。その食べ物を作っているのは私た
ちだ」と言われ、畜産業はなんて素晴らし
い職業なんだろう、そしてそれに携わって
いる私たちはもっと素晴らしいと誇りに感
じました。
また、土地が広いため放牧が多数派という
ことが分かりました。日本では放牧できる
土地が少ないため、主には繋ぎ飼いが多い
のですが、オーストラリアでは放牧がメイ
ンなので、牛が日本に比べて自由に行動で
きるため、大きく育っているのではないか
と思いました。
また、畜産業は男性中心というイメージが
大きいですが、オーストラリアでは女性だ
からできないと考えている人はいませんで
した。女性は頭を使うビジネス系の作業や、
子牛の世話などがとても向いていると言っ
ていました。女性には、計画的で頭の回転
が早い人が多く、畜産には必要不可欠な存
在だと私は思いました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
畜産の魅力と、畜産のスマート化について
広める活動をしていきたいと考えています。
そのためにはまず、私自身がもっと日本の
畜産について知り、スマート農業について
学ぶ必要があると考えます。畜産のスマー
ト化として搾乳ロボットや餌寄せロボット
を導入し、省力化や時間短縮、人件費コス
トの削減に加え、牛へのストレス軽減につ

です。そのためにはもっと、自分自身が畜
産について詳しくなる必要があります。
現在は高校で畜産の勉強をしていますが、6
次産業についてももっと勉強をしたいと考
えています。普段から私たちが当たり前の
ように口にしている畜産物が、どのように
生産され、私たちのもとに来ているのかを
教えるなど、未来ある畜産のために畜産に
ついてもっと色々な人に知ってもらえるよ
うなことがしたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私の家は非農家で、今まで畜産に関わる機
会はほぼありませんでした。それでも私は
動物が好きだったので「高校では動物の勉
強がしたい！」と思い、農業高校への進学
を決めました。農業高校では、今まで学ん
でこなかった畜産について学べるだけでな
く、自分の周りは家が農家だという人が多
く、最初はとても驚いたことを覚えていま
す。畜産業に就く上で農業高校へ通い、畜
産について学ぶといったことはさほど重要
ではありません。もちろん、畜産について
の最低限の知識は必要ですが、必ずしも小
さい時から畜産業に関わっておくべきとい
うことはありません。
やる気さえあれば誰でも始めることはでき
ます。若者や後継者不足が深刻化してきて
いる今、私たちが畜産業を盛り上げていき
ましょう！
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畜産アンバサダー
群馬県立勢多農林高等学校
動物科学科３年
大島  那哉

１．テーマ
若者が働きやすい経営

２．キーワード
付加価値

３．キーワードのつながりと考察
日本において最も深刻な畜産業の課題は、
就業者の減少と高齢化だと考えます。その
ため、日本の畜産を元気にするためには、
若者の新規就農者を増やすことが重要だと
思い、テーマを「若者が働きやすい経営」
に決めました。私が決めたキーワードであ
る「付加価値」は、畜産のきつく稼げない
印象を払拭するために良い効果があると考
えていました。実際、私は高校で養豚部に
所属していて、養豚部では、豚の肥育から
商品開発まで行う課題研究を 5年以上前か
ら受け継いでやっています。そのなかで、
販売を学校外で行い、一般の人を対象に商
品ができた経緯を話すと、畜産の課題や問
題については共感が得られましたが、作業
や知識的な話にはあまり興味を示してもら
えず、普段農業に携わっていない人との意
識の差を感じました。このことから、畜産
の課題解決には悪いイメージの払拭が必要
だと考え、最も重要な若者の参入と商品の
こだわりが伝わりやすく、イメージを変え
てもらえるきっかけになれば良いと思い、
このチームテーマとキーワードを定めまし
た。
オーストラリアも日本と同じように、就農
者の減少と乳牛だけだと稼げないというこ
とを知りました。その対策としてまず、収
益性の問題をキーワードの「付加価値」と
つなげて挙げると、農地に使っていた広大
な土地に工房を併設し、自分で生産し商品
をつくるということ、作物生産を兼業し収
益を安定させることがありました。この挙
げた 2つが、最も基本的で多く取り入れら
れていました。他にもダイナミック農法と
いうオーガニックの手法より、上位という
洗練された農法など各畜産農家がそれぞれ
の対策を講じていました。就業者の減少の
対策について、研修中に行ったマランダと
いう町では、幼いときに学校で農業をする

がゆったりして
いるということ
です。マランダ
高校で一緒に授
業や実習を受け
ていたときや農
場を見学した
際、広大な敷地
が相まってか、
誰一人として急
いでいる人がお
らず、のんびり
時間が流れてい
るなと感じまし

た。人同士の交流も、すれ違う人と必ず挨
拶や立ち話をしていて、横断歩道で車が歩
行者のために停止したときでさえ、歩行者
がジェスチャーを交えて運転手とコミュニ
ケーションを取っていて、誰も先を急ぐ様
子がないことが不思議でした。このことか
ら、畜産アンバサダー活動では、オースト
ラリアと日本は文化や価値観が大きく異
なっているので、学んだことはただ新しい
ものとして飲み込むのではなく、日本の風
土とうまく混ぜ合わせ、改変させていくべ
きだと考えました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
日本の農業は誇るべきということです。オー
ストラリアの広大な農地や全く想像もつか
ないような農法、マーケットの薄利多売な
販売システムは、規模でいうと日本の何倍
も大きいことは間違いありません。しかし、
そんな農業大国に負けず劣らずの国が日本
です。日本は中山間地域が多く農地が狭い
ことや、ウクライナ侵攻の長期化や円安で
輸入飼料が高騰しているにも関わらず、農
作物の値上げを大幅にすることなく耐えて
います。また、国産の検査システムはとて
も厳しく、非常に健康的です。なぜ、誇り
を広めたいか、それはそんな厳しい状況下
で経営を続ける農家を応援してほしいとい
う願いがあるからです。
離農が例年の倍の速度で進んでいるという
話がありますが、国産品を応援することで、
経営の圧迫を多少緩められ、農家の負担軽
減に一石を投じられると考えています。ま
た、経済的に負担が軽減されると生産効率
以外の面にも目を向けられ、AIでの飼養管
理化やロボットによる作業などのスマート
農業の普及が期待され、結果的に作業自体
の負担も軽減することができれば理想です。
そのためには国産が重視され、国にも注目

学習があり、小さい頃から農業に触れるこ
とでより親しみやすい産業へと発展し、参
入が促進されているのだと考えました。ま
た、日本では畜産は労働力がかなり必要で、
休みが少ないながら稼ぎが割に合っていな
いという印象があります。しかし、オース
トラリアのある農家は週休 3日、1日 4～ 5
時間で年 1回長期休暇が取れるのに、年収
2,000万円という理想の生活スタイルを確立
していました。これはワークライフバラン
スというもので、「稼ぎより休み優先」とす
る人が多いという、今の若い人たちが流入
してもらいやすい環境であり、もしこの生
活スタイルが構築できれば、私たちのテー
マとしては良い策になると考えます。
研修で学んだことから陥ってはいけないの
が、このプロジェクトで学んだことをその
まま日本で投影しようとすることです。南
国の果実が北国で育たないように、オース
トラリアでいくら推奨されている農法やス
タイルも、日本の風土に適していないと実
にならないということです。私は、付加価
値について、主に消費者が手に取った商品
の製造過程のこだわりを知ってほしいと考
えています。日本に適した付加価値の付け
方として大前提なのが、”知ってもらうこと ”
です。日本では普段農業に携わっていない
人にとって商品の背景にある物語がどうし
ても、他人事に捉えられてしまいがちです。
それこそ、畜産アンバサダー活動を通して、
畜産は人々の身近に存在していることを伝
え、広めていくのが私の展望です。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアに来て、日本との違いを感
じたことが二つあります。
一つ目は消費者の意識です。研修中、私は
よくホストファミリーにマーケットに連れ
て行ってもらいました。マーケットには、
発色が豊かで色とりどりな生鮮品が立ち並
んでいました。マランダ高校の生徒と会話

中、マーケットに
行った際の商品を選
ぶ基準を聞いてみる
と「美味しそうなも
の、安全（オーガニッ
クなど）なもの」と
言っていました。日
本はどちらかという
と安さ重視で、それ
はどの商品をとって
も安全に食べられる
からなのだと気付か
されました。
二つ目は、時の流れ

されることで、政府や自治体からの補助金
を得やすくなり、畜産業の活性化が務まる
と思います。
そして、私が描く次世代の畜産業は「高齢
者が手作業で行う印象」から「若者がロボッ
トを使う産業」に変わっていることです。
スマート農業が進み、負担が軽減され、サ
ラリーマンのように、もしくはそれ以上に
休暇が取れるような、そんな畜産業の世界
が理想です。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は今回の研修を通して、地域に役立つ生
産を行える経営がしたいと考えています。
近い将来の話からすると、私は大学で繁殖
学について学習し、きちんと知識を身につ
けたうえで研究を行いたいと考えています。
研究では個体差の生まれない品種を生み出
すためには、どうするべきかを考えたいで
す。
日々、動物を扱っていると想定外の事象が
起こることが多く、常に人の手が必要でス
マート農業の導入が円滑に進んできません
でした。そのため、個体差をなくすことで、
一定の力量だけで作業がすむため、スマー
ト農業の普及につながるのではないかと考
えます。そして、卒業後にはいつか自分の
農場を持ち、地域の気候を生かしながらス
マート農業を行い、たくさん若い従業員を
雇いたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は、このプロジェクトに参加された先輩
方の堂々とした畜産アンバサダー活動をし
ている様子や、校内で発表している姿に憧
れて、今回のプロジェクトに参加すること
を決意しました。プロジェクト事務局の皆
戸さんや石原さんをはじめ、引率してくだ
さる先生や、メンターの方々は親身になっ
て指導してくださったので、すごく自分に
とって有益になりました。
また、全国から集まった少数精鋭の農業高
校生と過ごす時間は、常に刺激的で有機的
な時間を過ごせました。学校では味わえな
い高度な畜産の知識と、年齢差の壁を超え
た一生もののかけがえのない友は、私にとっ
ての財産です。そして、担い手が不足と言
われるなか、この業界に飛び込んでくれた
こと、そして飛び込んでいくことを本当に
尊敬します。
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畜産アンバサダー
筑波大学附属坂戸高等学校
総合科学科２年
下川  弥音

１．テーマ
若者が働きやすい経営

２．キーワード
生産者と消費者のつながり

３．キーワードのつながりと考察
「若者が働きやすい経営」というテーマで「生
産者と消費者のつながり」について考えた
とき、最初は私を含む若者の消費者と、畜
産農家などの生産者にはどのような関係が
あるのかと思い、そこから生産者と消費者
のつながりが弱いと考えました。なぜなら
普段生活している上で、私たち消費者が生
産者の生産現場を知る機会は限られており、
そこに関心を抱く人も少ないからです。そ
の上、消費者は生産者のような第一次産業
よりも小売業などの第三次産業とのつなが
りのほうが強いと考えられます。さらに「若
者が働きやすい経営」という点において、
若者はライフワークバランス（休息と利益
の両立）を求めていることが分かりました。
多くの利益を得るということ、すなわち、
多く人に商品を手に取ってもらうためには
消費者の注意を引く工夫が必要だと思いま
す。だからこそ、この先の畜産業のために
も消費者と生産者により強いつながりをつ
くるアクションが必要だと考えていました。
まず、事前研修を通して日本の畜産業に携
わっている方が仕事に誇りを持っている一
方で、苦労が多く、休みが少ないことで、
家族との時間が取れないという問題がある
ことが分かりました。
私にとって、畜産農家さんのお話を聞くこ
とが初めての経験であり、様々な工夫をし
て経営していることを知るきっかけとなり
ました。私自身消費者ですが、この研修に
参加していなかったらこのような隠れた工
夫に気がつけなかったと思います。このよ
うに生産者は工夫を重ねているが、それを
消費者は理解しきれていないということが
分かりました。
オーストラリア研修を通して、オーストラ
リアの消費者は、日本と違って安さだけで
はなく畜産物の持つ付加価値に理解を示し

の向上につながると思います。これにより
日本の畜産業はさらに良い方向に進むで
しょう。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
私がこれから畜産アンバサダーとして日本
に広めていきたいことは、この研修を通し
て学んだ畜産農家の隠れた努力についてで
す。現在の日本では、消費者から生産現場
を知ることが難しいです。確かに、スーパー
などに売られているお肉には個体識別番号
が書かれていることがあり、性別や出生場
所、生産者の情報を瞬時に調べることがで
きます。ただ、どのようにして育ってきた
のか、その成長過程にフォーカスが当たる
ことはほとんどないです。そして消費者も
それに興味を持っていない、この状況が問
題であると思いました。
オーストラリアでは家畜の飼育をするうえ
で、生産者はアニマルウェルフェアの考え
方を大切にしており、消費者もそれを認知
し、そこに魅力を感じて商品を手に取って
いる光景が見られました。
近年、日本ではアニマルウェルフェア自体
の認知度は上昇しているものの、それに対
し関心を持つ人が少なく、よく理解をされ
てはいないため　畜産農家がどれだけアニ
マルウェルフェアに気をつかっても、消費
者にはその努力が伝わることは少ないです。
この普段知られることのない、畜産農家が
直接消費者に伝えにくい生産過程における
隠れた努力を広めることが、このプロジェ
クトに参加した私の使命であると思います。
隠れた努力を広めることで、消費者の畜産
や畜産農家に対する意識や関心がより高く
なると思います。
特に私の学校は総合学科で、農業系の授業
を受けない生徒もいるため、畜産に興味を
持っていない人に対して広めることが可能
だと考えています。また、畜産の現状は「大
変そう」という一言で片づけられ、他人事
に捉えられていることが多いため、この活
動を通してもっと「畜産が楽しそう、やっ
てみたい」と農業や畜産に興味を持っても
らえれば、消費者の畜産に対する関心をよ
り高められると考えます。さらには、この
関心から若者の農業離れを改善でき、これ
からの未来を担う若者の就農者数の増加に

ていることが分かりました。日本では、付
加価値より安さに魅力を感じる人が多いで
すが、オーストラリアでは付加価値に魅力
を感じる人が多いという印象を受けました。
このことから、日本との大きな違いは消費
者意識であると考えます。
しかし、日本とオーストラリアでは最低賃
金や平均収入、税金制度に違いがあるため、
このような消費者意識に差が生まれてしま
うのは必然であるとも言えます。そのため、
オーストラリアのような消費者の意識を日
本にも反映させるには、生産現場を消費者
にアピールする機会をつくり、関心を抱い
てもらうことの必要性を再認識しました。
研修を通して、日本は消費者と生産者のつ
ながりがまだ弱いことが分かったので、日
本にも消費者と生産者のつながりを強くす
るアクションの必要性を感じました。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアの研修を通して、オースト
ラリアでは ICT と広い土地を最大限に活用
していて、ライフワークバランスが充実し
ていることに気づきました。ICTを活用する
ことは、広い土地に人手がなくても放牧が
でき、牛の耳標についているチップで簡単
に個体識別や、細かな情報を確認すること
などができます。このように、オーストラ
リアでは放牧を通して、家畜のストレスフ
リーな畜産が行われていることが分かりま
した。また、ICTを効果的に使うことで労働
時間の削減につながり、ライフワークバラ
ンスが充実するため、農家にとってもスト
レスフリーな労働環境になっていることが
分かりました。
近年、日本でもスマート農業を取り入れた
畜産が増えており、搾乳作業の自動化や個
体管理を AIが行うなど様々な取り組みが行
われています。日本の畜産農家において、
ICT活用率は 80%を超えているというデー
タがあるのにも関わらず、ワークライフバ
ランスが充実していると実感する農家は少
ないように思えます。オーストラリアのラ
イフワークバランスが充実した経営に憧れ
を持った私は、日本の畜産は ICTをさらに
効果的に活用することができるのではない
かと思いました。ICTの効果的な活用によっ
て、ライフワークバランスの充実している
オーストラリアの畜産のように、日本の畜
産にもライフワークバランスを充実させる
ことが可能であると考えます。
さらには、労働環境にライフワークバラン
スの充実を理想とする若者にとって、畜産
農家を魅力的に思い、若者の新規就農者数

貢献できると思いま
す。最終的に、隠れ
た努力を知ってもら
うということで、消
費者が生産者に対し
て関心が高まり、今

より畜産に対する認知のつながりが強くな
ると思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私がこれからやりたいことは、海外に行き、
農業に関心を持つ同世代の外国人の友達を
つくり、ともに農業を学ぶことです。オー
ストラリアは自然が豊かで動物との距離が
近く、英語に不慣れな私のために分かりや
すい英語で話してくれ、とても親切に接し
てくれました。私は、そのような日本では
味わえない非日常的な環境で生活すること
に、強い憧れを感じました。
また、オーストラリアのマランダ高校では、
同世代の農業や日本に関心を持っている生
徒に出会い、関わっていく中で、価値観の
違いや文化の違いを目の当たりにしました。
その中でも同じように農業に関心を持つ子
に出会い、私も同じ環境で、自分とは違う
国の生徒と学びたいと思いました。そのた
め、今後は農業に関することで留学をし、
そこから新たに自分がやりたいことを見つ
けていきたいと思います。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
畜産業は、農業の分野において他とは少し
違う印象を持たれがちです。なぜなら家畜
の命を責任を持ってたくさん飼育していか
なければならないからです。
農業を学んでいる私でさえも、このプロジェ
クトに参加するまで、畜産という分野のど
こかに壁があるように感じていました。で
も、このプロジェクトで様々な視点で知識
を得て、壁なんて存在せず、誰もが畜産業
に携わって良いんだと考えを変化させるこ
とができました。
「畜産業は人々が生存していくのに不可欠な
存在である」このプロジェクトで何度も考
えたことです。
畜産業は今までも、これからもなくてはな
らないのです。そんな畜産業に“携わりたい”
と思うことができるのは、とても素晴らし
いことであると私は感じます。ぜひその思
いをこれからも大切にしてほしいなと思い
ます。
私たちの手で日本の畜産を元気にしていき
ましょう！！日本とオーストラリアの平均年収推移

（世界の平均年収移＊ 1と日本より改変）
＊ 1 1991年から 2019年のデータを使用した。

1991年 1996年 2001年 2006年 2011年 2016年 2019年

日本 416万 425万 427万 426万 433万 423万 431万
オーストラリア 504万 530万 575万 619万 670万 680万 672万

オーストラリアの肉牛耳標を読み取る機械
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畜産アンバサダー
東京都立瑞穂農芸高等学校
畜産科学科２年
吉田  穂乃里

１．テーマ
創造する畜産スタイル

２．キーワード
地形の活用

３．キーワードのつながりと考察
私は「創造する畜産スタイル」というテー
マから、家畜が本来の姿で暮らせるような
環境をつくりたいと考えました。また「地
形の活用」というキーワードからは、日本
は土地が狭く平地も少ないため、整備され
ていない山を使って放牧を行っていきたい
と思いました。この二つから、私は山を用
いた放牧を日本の主流とし、牛が自由に暮
らせるアニマルウェルフェアの環境をつく
りたいです。しかし、放牧をする上では土
地や柵が必要です。日本で山を放牧地とす
るなら、どのように場所をつくるのかを考
えました。
実際にオーストラリアでは、一つ一つの農
家が広大な土地を持ち、牛を多頭飼いして
放牧を行っていました。この光景を見て、
日本にも牛が自由に暮らせる環境をつくり
たいと強く思うようになりました。しかし
日本の問題として、土地が少ないことがあ
げられます。オーストラリアでは、平地を
うまく活用して放牧を行っていました。そ
して、電気柵や首輪を使って場所を制限し
ていました。日本で山を放牧地にするには、
傾斜が多いため、柵の設置が困難だと思わ
れます。そのため、首輪に電気を流すなど
の技術を取り入れ可能にしていきたいです。
また整備されていない山や、耕作放棄地帯
を放牧に使うことは、環境保全につながる
と考えていましたが、木を切り倒してしま
うため環境破壊になるのでないかと思うよ

自分の夢や目標
に向かって恐れ
ずチャレンジす
ることを進めて
いきたいです。
そして酪農を発
展させるため、
海外での経験
や、自分が感じ
たことを周りの
人に伝え、少し
ずつ変わるよう
に新たな酪農の

かたち、日本に合うかたちを実現していき
たいです。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
これから畜産アンバサダーとして、日本に
広めていきたいこと
私は畜産アンバサダーとして、畜産の魅力
と大きな可能性を多くの人に広めたいです。
日本は畜産現場を知らない人や、新しいか
たちに発展させるのをあきらめている人が
多くいます。その理由として、畜産が身近
にないことや、赤字経営が続いていること
だと思います。私はこの課題を解決するた
めには、情報を伝えることが大事だと気づ
きました。まず一つ目に、畜産の魅力を伝
えたい理由として、畜産には良いところが
たくさんあるからです。畜産は、人々の生
活を支えている必要不可欠な仕事です。こ
んな素晴らしい仕事を衰退させるわけには
いかないと思い、知ってもらうべきだと感
じました。二つ目に、畜産業に大きな可能
性があることを伝えたい理由として、一般
的な畜産のイメージとして生産物をつくり、
商品として提供するだけだと思われていま
すが、今回オーストラリアに行き、国際交
流の場にもできると感じました。国ごとの
畜産の特徴を知ることによって、お互いに
畜産を高められると思います。このような
活動を増やすことにより畜産の発展となり、
将来への希望が見えてきます。畜産業の魅
力と大きな可能性を広めると、畜産に興味
を持つ人が増え、就農者が増えると考えて
います。現状日本は、大規模化や企業化が
進んでいますが、生産性を求めるだけで、
アニマルウェルフェアに対応していないと
感じます。そこで、消費者に畜産の魅力や
酪農について知ってもらうことで、生産物
の価値を上げられると思います。そして、
これらの情報を伝えることによって、畜産
業を応援する人や農家同士のつながりが生
まれ、さらに良い方向に発展していくと考
えられます。
そこで私が思う次世代の畜産業は、生産者

うになりました。このような課題があげら
れる中で、日本にどのようなかたちで放牧
を取り入れるのか、本当に放牧を行うこと
は可能なのか不安になりました。
そこで私は、全て放牧にするのでなく、牛
舎と放牧地を半分に分け、牛がどちらにも
行ける環境をつくりたいです。このように
することで、放牧の欠点である気候の影響
を受けず、個体管理も徹底できます。今ま
での私は、全て放牧することが牛にとって
のストレスフリーとなり、幸せになると考
えていました。しかし、実際にオーストラ
リアで放牧を見たとき、牛が一定の場所に
固まっていることに気づきました。そのた
め面積を必要以上に大きくせず、放牧を行
えるのでないかと考え、頭数、場所を少な
くし、規模を縮小することで放牧地をつく
ることが可能だと思います。そして、この
特色を生かし生産物の質を高め、価値を上
げていく酪農のかたちにしたいです。放牧
による牛が繋がれていない環境が、アニマ
ルウェルフェアにつながり、乳量乳質の向
上や病気の予防、運動不足の解消につなが
ります。土地の限られた日本では、価値を
高めていく経営方法にしていきたいです。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアの農家に畜産業のやりがい
を尋ねたところ、どの農家も共通して「動物、
外が好きだから続けている」と答えていま
した。堂々と自分たちの農場について話し
ている姿を見て、農家という仕事に強い誇
りを持っていると感じました。私は、そん
なオーストラリアの農家がとてもかっこよ
く見えました。研修期間中、私たちは肉牛
や酪農など様々な農家を訪ねました。そこ
で私は、日本と比べ女性の農家が多いと気
づきました。オーストラリアでは、女性が
活躍する農業に偏見はなく、機械化が進ん
でいるため、女性も仕事がしやすくなって
いると感じました。一方、日本ではいまだ
に女性は農業に向いていないという考えが
あります。その理由として、力が弱い、小
柄である、それによって農業をするには体
力が足りないし、危険だと言われています。
この昔ながらの考えで、女性の可能性が閉
ざされてしまっています。私はオーストラ
リアのように広く、強い心でチャレンジを
重ねる必要があると感じました。日本は、
昔のことや伝統を大事にする文化がありま
すが、マイナスに言えば新しいことを避け、
不安定になることを恐れています。畜産業
をこれからよりよく発展するためには、伝
統だけではなく新しい考え、チャレンジす
ることが大切だと考えました。そこで私は、
これからの畜産業を良くするため、オース
トラリアの農家が持っていた強い心を伝え、

と消費者のつながり、そして生産者同士の
つながりができ、情報が常に共有されてい
くことです。この情報が伝わることによっ
て、価値を広めることができるのでアニマ
ルウェルフェアを取り入れやすくなると思
います。このように、つながりをつくるこ
とによってお互いに競い合い、良いものが
できると考えています。そして経営が回ら
ないときは助け合い、協力しながら畜産を
衰退させないように守っていきます。この
経営のかたちを広めることができれば、畜
産は発展していくと感じました。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の好きな動物は馬と牛です。そこで将来
は、馬と牛が共生している牧場をつくりた
いです。そしてアニマルウェルフェアに特
化し、消費者が生産者を身近に感じるよう
な夢のような牧場にし、畜産の魅力や酪農
の現状を伝えていきたいです。オーストラ
リアでは、自分の夢や目標を強く持つこと
が大事だと感じました。今考えて難しいこ
とでも、可能性を信じ、新たな酪農のかた
ちをつくっていきたいです。そのために今
は様々な経験を重ね、酪農の知識をつけて
いきます。そして高校卒業後は大学に進学
し、知識や技術を高めるように努力します。
日本の持つ課題は多いですが、あきらめず
粘り強く頑張っていきます。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は今回の研修で海外の現状を知り、酪農
現場をもっと知りたいと思うようになりま
した。そして、これからの畜産を繁栄する
ためには、どのようにすれば良いかを考え
るようになり、以前より視野が広がりまし
た。異なる文化と触れ合うことによって自
分の考えの幅が広がり、これから何をして
いきたいかが見えてくるはずです。
また、畜産業は命を扱う仕事なので、大変
なことや辛いことが必ずあります。それを
乗り越え自分たちの目標に向かって頑張っ
ていきましょう！
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畜産アンバサダー
神奈川県立中央農業高等学校
畜産科学科２年
青木  希恋

１．テーマ
若者中心の畜産

２．キーワード
飼料

３．キーワードのつながりと考察
「若者中心の畜産という」テーマで、「飼料」
について考えた当初、飼料問題について他
国は関係なく、日本のみが抱えている問題
だと思っていました。オーストラリアは農
業大国と呼ばれるだけあり、子供たちが生
まれたときから、農業や畜産が身近な環境
にあり、牛などと戯れているイメージが強
く、誰もが自然に後継者として農場を継ぎ、
問題なくこの産業が続くことが当たり前な
のだと考えていました。また、広大な敷地
を利用した放牧経営が中心であるため、十
分に自給飼料が確保でき、飼料を購入する
必要がないため、飼料価格高騰の影響を受
けることなく、安定した収入を得ることが
可能で、農場の後継者不足などには困って
いないものと思っていました。
オーストラリアでは、若者が農業や畜産に
興味を持ってもらえるように、国が補助金
を支出し田舎地域での農業や畜産体験活動
を実施している取り組みを知ることができ
ました。若者の畜産従事者を増やす為に国
全体の問題として捉えていることや、一軒
当たりの農場敷地面積も広いため、自給飼
料の生産量を増やし、濃厚飼料の給与量を
調整していくことで、コスト削減ができ、
離農リスクなどを軽減できるのではないか
と考えました。またオーストラリアでは、
国土面積がとても広く、東西南北で気候に
違いがあるため、できる限り各気候条件に
対応できる牛の品種や牧草選びもとても大
切であると考えました。
日本でのこれからの畜産は、まず国土面積
に限りがあるため、耕作放棄地などを活用
した自給飼料の生産や、食品を製造する過

若者が誰でも参加できる体制になってるこ
とは、とても良い政策だと思いました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
畜産の楽しさや魅力を、日本全体に伝えて
いきたいと私は考えています。畜産業のイ
メージとしては臭い、きつい、汚い、の 3K
のイメージや牛や豚、鶏をと殺することへ
マイナスなイメージを持っている人の方が
多いのではないかと思います。この 3Kイ
メージや可哀想だという考えを改善できれ
ば、これまでマイナスのイメージで捉えて
いた畜産業や家畜動物への印象が変わり、
畜産業に携わってくれる方が増えるのでは
ないかと思います。
現在、私の高校の牛舎は、搾乳ロボットや
哺乳ロボット、餌寄せロボットなどの作業
性をより向上させるための機械化が進んで
います。設備に費用が掛かる代わりに、重
労働などが軽減でき、その分、各個体を観
察できることで病気などの早期発見にもつ
ながっています。今後は先生方と協力をし
て、畜産現場での AIを活用したたくさんの
ことに挑戦したいと思っています。3Kの中
で、きついというイメージは少しずつでは
ありますが、機械化を取り入れることによ
り改善されてきていると思います。
私が思う次世代の畜産業とは、若者中心の
畜産で畜産業が「かっこよくて楽しい仕事」
となることです。若者が中心となることで
どんどん新しい発想が生まれ、機械化だけ
でなく職業としての魅力を、外部により発
信できるのではないかと思います。先程も
述べたように、現在は畜産業にマイナスの

程で出た野菜の皮、規格外で販売されない
農作物などを利用したサイレージの生産や
エコフィードとして活用することで、食品
ロス問題の改善にもつながり一石二鳥の取
り組みが実現できると考えます。若者中心
の畜産業界にするためには、幼稚園生や小
学生を対象とした酪農教育ファームの実施
や野菜の収穫体験などの農業体験を幼い頃
から経験させ、農業や畜産について興味を
持ってもらうことが必要だと思います。ま
た、写真撮影だけが目的で、食事をせずに
料理を残す若者も多くいます。その畜産物
や農産物がどのような過程で自分の目の前
にあるのかを正しく理解してもらい、改め
て「いただきます」の意味をもう一度考え
もらうことも大切だと考えています。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
私が研修を通して学んだことは、二つあり
ます。一つ目は、飼料自給率がとても高い
ということです。日本とオーストラリアで
は、土地の広さが圧倒的に異なり、飼料を
自給しようとしても、敷地の確保など日本
は難しい状況に陥っています。これに対し
てオーストラリアは、放牧を主流としてい
るため粗飼料を購入する必要はないが、濃
厚飼料は購入せざるを得ないため、近年の
世界情等による飼料価格の高騰が離農の要
因にもなってきています。そのため日本で
は、耕作放棄地や使用していない土地を有
効活用して、自給飼料の生産をより高めて
いくことが大切なのではないかと考えまし
た。
二つ目は、若者が農業や畜産業に就きやす
い社会環境づくりの大切さです。現在オー
ストラリア、日本どちらでも離農や跡継ぎ
問題など業界的に人手不足となっています。
実際に私が訪れたファームステイ先は 50ha
の敷地で草花や樹木、野菜の栽培や 40頭の
肉牛飼育を夫婦二人のみで管理していまし
た。跡継ぎは決まっておらず、娘二人は都
会で暮らしていると実際に伺いました。こ
のことを聞き、畜産大国であるオーストラ
リアでも、日本と同じような問題を抱えて
いるということが分かりました。この問題
を解決するためにオーストラリアでは、国
がサポートし、若者を実際の農家さんのも
とで、農業や畜産体験ができるようなシス
テムが活用されています。この体験事業に

イメージを持っている人の方が多いと思い
ますが、畜産業がなければ日本や世界の食
を支えている畜産物が無くなってしまいま
す。野菜を育てるために使用する堆肥も利
用できません。そのため、畜産業が日本や
世界から消えてしまうことは、大きな問題
であるということを多くの人に知ってもら
いたいと思います。そのまず第一歩として、
私が「畜産はかっこいい仕事」であること
を広めていき、畜産に対するイメージを変
えていきます。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、牛と人どちらもが幸せになれる
酪農家になることです。今回の研修を通し
て、海外で畜産業をしてみたいと思うよう
になりました。限られた範囲とはいえ、広
い土地でゆっくりと草を食べながら山道を
進んでいく牛を見ると、繋ぎ飼いより牛に
かかるストレスがなく過ごせることが、牛
にとって一番幸せではないかと私は考えま
した。
将来、海外での畜産に取り組むことも視野
に入れ、これからは所属している酪農部で
の活動を中心に、畜産現場おける知識や技
術をしっかりと身につけていきたいと思い
ます。そして、19歳になったら国際農業者
交流協会のアグトレに参加して、もう一度
海外で畜産を深く学び、一頭でも多くの牛
たちに、私の牧場で生まれて良かったと思っ
てもらえるよう、夢に向かって頑張ります！

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
畜産は、臭い、汚い、きついの 3K職業とし
ての認識や、家畜を食用にすることなどへ
のマイナスなイメージを持っている人の方
が多いと、私は思っています。しかし、畜
産業が存在しないと、日本や世界の人々が
必要とする生産物が無くなってしまいます。
そのため、農業や畜産に取り組むことに誇
りを持ち、また命を預かっているという責
任感も忘れず、毎日たくさん考えて、たく
さん悩んで、壁にぶち当たることがあれば
先生や先輩、仲間に頼って楽しく素晴らし
い畜産ライフにしてください。
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畜産アンバサダー
長野県佐久平総合技術高等学校
食料マネジメント科２年
市川  真優

１．テーマ
畜産イメージアップ

２．キーワード
飼育環境

３．キーワードのつながりと考察
「畜産イメージアップ」というテーマで、「飼
育環境」について考えたとき、放牧は牛にとっ
て一番ストレスのかからない飼育方法だと考
えていました。なぜなら、牛は自由に散歩し
たり、本来の姿で生活することができるから
です。それに設備や安全面でも日本とは違い、
放牧している範囲から出ると、首についてい
るセンサーが反応して電気が流れるように
なっており、人が見ていなくても牛の管理が
しっかりとできるのです。
しかし日本は、オーストラリアのように土
地が広くなく、技術が発展しておらず、気
候も違い、放牧での飼育が難しいため、多
くの牧場が繋ぎ飼いで飼育しています。繋
ぎ飼いは、牛にとってストレスでしかない
のではないかと私は考えました。そこで私
は、今回の研修を通じてオーストラリアで
の放牧のメリットとデメリットを繋ぎ飼い
と比較して考えました。
実際にオーストラリアに行き、放牧で飼育
されている牛を見たとき、放牧が牛にとっ
て一番ストレスがかからず飼育できる方法
ではないということが分かりました。私が
ファームステイ先で見た放牧されているホ
ルスタインの牛は、野犬により片方の耳が
食いちぎられてしまい、耳が無くなってい
ました。また、パパイヤの生産を行い、放
牧で牛の飼育を行っている農家さんでは、

体験できる場をつくり、多くの人に農業に
興味を持ってもらいたいです。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
自分のキーワードとして定めた「飼育環境」
のことについて考え、伝えていきたいです。
一つ目は、放牧のことです。日本は、オー
ストラリアのように土地が広くないため、
放牧での飼育の割合が低いです。しかし放
牧は、メリットだけでなくデメリットもあ
ります。まずメリットとしてあげられるの
は、牛が自由に動けるため、ストレスがか
からず飼育できるということです。日本で
は、繋ぎ飼い牛舎が約 90%と大きな割合を
占めています。繋ぎ飼いは、牛一頭一頭に
目が行き届き、健康状態が良く観察でき、
牛舎の面積が少なくても良いため、日本で
はとても良い飼育方法の一つとしてもあげ
られています。しかし一生繋ぎ飼いで過ご
すというのも、牛にとってはストレスです。
そのため、フリーストール式の牛舎を日本
では広めていきたいです。フリーストール
式は、飼料を与えるときなどは牛を繋ぎ、
その他のときは、牛を放牧のように外に放
して飼育することができます。フリーストー
ル式なら、放牧のデメリットである牛が野
犬に襲われたりする心配もなく、柵で区切
られた土地の範囲のため、牛がストレスを
かかえる原因の一つであるハエやアブなど
の消毒が念入りに行えるため、安全に健康
に育てることができます。また、放牧のよ
うに広い土地が必要ないため、どこの牧場
でも取り入れるのが可能という意見の方が
多いと思います。
二つ目は、濃厚飼料のことです。日本はオー
ストラリアの牧草飼育とは違い、配合飼料
での飼育の割合が高いと思います。私はそ
こで考えました。オーストラリアのパパイ
ヤ農家では規格外品となったパパイヤを牛
におやつとして与えており、食品ロスを減
らしていました。そこで、日本でも黒毛和
牛にリンゴでつくった餌を与えるように、
その土地の作物を食べた牛を育ててみたい
と考えました。
最初からこの目標をあげて実現するのは、
難しいと思います。しかし、将来、私は母
が経営している牧場を継ごうと思っている
ので、放牧の面などに関してはどこまで実
現していけるのか、まず実家の牛舎に取り
入れ考えていきたいです。私が牧場を経営
し始めたときに、何が大変で、こんなとこ
ろが良かったなど、これからの畜産に役立
つよう、私が経験したことを広めていきた
いです。

牛の体に多くの虫がついており消毒しても
取り切れないため、牛が自分から虫を払っ
ている動作がみられました。このようなこ
とから、放牧での飼育はメリットだけでな
くデメリットもあり、確実に適した飼育の
仕方とは言えませんでした。よく考えると、
繋ぎ飼いの方が決まった時間に牛は餌を食
べられて、野犬などにも襲われず安全であ
り、土地も放牧のように広くなくて良いの
で、経済面でとても良い飼育方法だと考え
ました。
今回の研修を通してまず考えたことは、日
本は牛を襲うような野犬はおらず、放牧飼
いは適していると思いました。しかし、日
本とオーストラリアは、環境や気候も違っ
ており、牧草での飼育ではなく、配合飼料
を与えたりすることなどを考えたところ、
やはり繋ぎ飼いが向いているのではないか
と考えました。そして、繋ぎ飼いは牛にス
トレスが溜まるなどのデメリットも多くあ
ります。しかし、日本のように狭い土地で
の飼育や安全面などを考えると、人の目の
届く範囲で飼育できるという点から、繋ぎ
飼いでの飼育が向いていると考えました。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアは日本とは違い、ほとんど
の牛が放牧により育てられていると知って
いましたが、実際にオーストラリアに行き、
放牧されている牛を見たときには感動しま
した。大草原に放牧されている牛は自由に
草を食べていたり、自由に寝たり、走って
いたりと、日本では見ることのできない、
牛本来の姿を見て観察することができまし
た。また牛に配合飼料はほとんど与えず、
牧草で飼育している農家が多かったです。
私が見に行った農家では、パパイヤを生産
しながら牛の肥育を行っていて、時々規格
外品のパパイヤを牛の飼料として与えてい
ました。この農家の牛は人によく懐いてい
たし、廃棄となるパパイヤも無駄になるこ
とはなく、とても良い飼育の仕方だと考え
ました。
 また、オーストラリアは日本とは違い、女
性も酪農家として働きやすい環境にあると
思いました。日本では、酪農は男性の仕事
という考えの人が多く、女性の酪農家はあ
まりいないと考えられます。しかしオース
トラリアでは、学生のときから義務教育で
農業の授業があり、女性でも男性でも全員
が農業に触れることができるのです。日本
にも農業高校がありますが、その学校に行
かないと農業に関わることもできないし、
知ることもできません。そこで私が牧場を
経営し始めたら、農業にふれあい、仕事の

６．私の夢、これからやりたいこと
私は将来、祖父の代から受け継がれている家
の牧場を継ぎ、地域で有名なブランド牛、蓼
科牛を多くの人に食べてもらい、広めていけ
る農家になりたいです。私の家の牧場は、牛
を放牧できるスペースが少ないため、牛にス
トレスが多くかかってしまっていると思いま
す。そこで、牛がストレスを感じず過ごして
いける工夫を考えていきたいです。
また、日本は女性の農家が少ないので、今回
のプロジェクトを通じて、日本の畜産農家が
増えるような取り組みを考えて、実行してい
けるような人材になりたいと思います。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は肥育牛に関しての知識や経験はありま
したが、乳牛に関しての知識は少なかった
ので、今回の研修で様々なことを身に付け
られて、とても良い経験になりました。全
国に畜産の魅力を広めていきたいと考える
高校生がたくさんいることを知れたので、
私も皆さんと一緒に全国に畜産の魅力を広
めていけるように頑張ります。そして女性
の畜産農家さんが増えるように、これから
もインターネットを使って、女性の畜産農
家さんを紹介したりなどして、もっと広め
ていけるように頑張りたいです。
これからも力を合わせて、日本の畜産を盛
り上げていきましょう！
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畜産アンバサダー
静岡県立磐田農業高等学校
生産流通科３年
河野  花音

１．テーマ
創造する畜産スタイル

２．キーワード
飼育環境

３．キーワードのつながりと考察
「創造する畜産スタイル」というテーマで、
「飼育環境」について考えたとき、最初はた
だ家畜にとって過ごしやすい飼育環境が、
私たちがつくり上げる畜産のかたちだと考
えていました。しかし、「家畜にとって過ご
しやすい」これは大切なことではあるが、
それだけではないと学びました。良い飼育
方法としてあげられるものに放牧がありま
すが、日本では推奨はされているものの、
中々その割合は上がりません。その背景に
は土地の問題や費用の問題があるのだと考
えます。
実際に研修をしてみて、私の創造する畜産
スタイルとは、放牧することによって家畜
と経営者、両者にプラスを与えるものです。

搾乳体験を鮮明に覚えているだけでなく、
酪農家さんでの体験が将来の夢につながっ
たからです。考えてもらうだけではなく、
体験してもらうことが畜産業について考え
る第一歩だと思います。
畜産業にある 3K （汚い・稼げない・きつい）、
この悪いイメージの払拭ができると思いま
す。飼育環境が整うことで「汚い」は最低
限に抑えることができます。また、放牧を
取り入れていくことでコストが削減される
だけでなく、生産以外にも力を入れること
で、今以上に「稼げる」ようになるのでは
ないでしょうか。しかし、「きつい」という
イメージは、実際に働いた人がどう感じる
かによって様々な意見が出ると思います。
その意見をできるだけ反映させ、機械を導
入して労働力を軽減していくべきです。
次世代の畜産業は、飼育環境の改善を行う
とともに、従事者の意見を反映させた働き
やすい環境づくりを行う必要があります。
そのために、機械化の導入も大切だと思い
ます。畜舎をはじめとする飼育環境と放牧
のバランスを取りながら、農業経営と家畜
の幸せ、地域の活性化を行う持続可能な畜
産業を考えていく必要があります。

放牧することは、労働力の削減や飼料面に
おいて大幅なコストカットにつなげること
ができます。人とお金をできるだけかけず
に経営できるのです。土地の問題について
は、33.6万 haに及ぶ耕作放棄地を利用する
のが最善だと考えます。農業の大きな問題
となっている耕作放棄地を再利用するので
す。
日本の畜産には、飼育方法を畜舎での飼育
だけにこだわらないべきだと考えました。
畜舎での飼育が駄目というわけではありま
せんが、あまりにも畜舎での飼育にとらわ
れすぎていると思います。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアでは、中学生のときに農業・
畜産業の授業があることを知りました。こ
れは、オーストラリアと日本の教育の大き
な違いであると感じました。オーストラリ
アでは、地域の農業と畜産業に誇りを持っ
ています。それは、学校で学ぶことによって、
大切にしていこうという意識が定着したの
だと考えます。それに比べて日本では、農
業高校に進学しなければ農業・畜産業を学
ぶことはできません。農や食について考え
る機会もほとんどありません。日本でもオー
ストラリアのように義務教育で、農業・畜
産業を教える教育体制が良いと考えます。
その学びが、豊かな農と食を育み、就業者
を増やし、地域を持続可能にすると考える
からです。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
はじめに、畜産業を知らない人に楽しさや
魅力を伝えていきます。この仕事は、同じ
ことの繰り返しではありません。自然の中
で毎日様々な経験ができる楽しい仕事だと
思います。そして、出会いと別れという「命」
とダイレクトに関われるという魅力があり
ます。伝えることで、畜産業に対する悪い
イメージを少しでも良いものに変えたいで
す。
また、実際に体験してもらうのが一番だと
考えます。なぜなら、私自身が、幼少期の

６．私の夢、これからやりたいこと
私は、将来グリーンツーリズムを取り入れ
た体験型の酪農を行いたいです。これから
の畜産業は、生産だけでなく、多面的機能
を生かした牛との触れ合いや酪農体験など、
消費者との交流によって、副収入を得るこ
とが必要だと考えます。オーストラリア研
修で学んだ多くのことや、畜産アンバサダー
の仲間たちから受けた刺激を生かしていき
たいです。
高校卒業後は、農業系短大に進学し、畜産
を基礎から学んでいきます。多くの農家を
知り、学ぶことで未来の畜産業のために貢
献できる人になりたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
夢を実現させるために挑戦しよう！私に
とってこのプロジェクトに応募するのは、
大きな挑戦でした。
その結果得られたものは計り知れません。
挑戦して良かったと思っています。実現の
過程で悩みや挫折があると思いますが、そ
れは大きな学びだと思います。次につなげ
ていきましょう。
私は自分の夢のために挑戦し続けたいと思
います！日本の畜産を一緒により良い産業
へと変えていきましょう！
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畜産アンバサダー
岐阜県立岐阜農林高等学校
動物科学科３年
浅野  椿

１．テーマ
畜産イメージアップ

２．キーワード
放牧

３．キーワードのつながりと考察
「畜産イメージアップ」というテーマで、「放
牧」について考えたとき、オーストラリア
では、放牧がさかんに行われており、効率
的に畜産業が行われていると最初は思って
いました。テーマとした畜産イメージアッ
プというのは、畜産業への悪いイメージを
なくして、畜産業の魅力をもっと広めてい
くために考えました。オーストラリアでの
畜産を実際に見ることで、オーストラリア
特有の畜産業について学んだり、日本とオー
ストラリアの違いを見つけたりして、それ
を発信できたら良いと考えていました。個
人のキーワードに決めた放牧では、牛にとっ
ても、人にとっても、放牧は良いものだと
考え、実際に放牧をしている様子を見るこ
とで、そのやり方やメリットを学びたいと
思っていました。しかし、まとまって広大
な土地を確保することが難しい日本では、
簡単に導入することはできません。そのた
め、どうしたら放牧や自給飼料の生産がで
きるかということを考えていました。
実際に研修をしてみると、一般的に日本の畜
産の繋ぎ飼い牛舎などでは自由がなく、飼わ
れている牛がかわいそうだという良くないイ

メージを持たれ
がちですが、ど
の農家の方々も
自分が飼育して
いる家畜のこと
を大切にしてい
て、頑張ってい
るということが
分かりました。
そんな頑張って
いる農家の方々
を支えるために

ていることが分かりました。例えば、和牛
のきめ細かいお肉などです。日本は放牧を
していないから悪いというのではなく、日
本に合った畜産をしているということが、
海外に出てみて分かりました。私はその国
に合った飼い方で、家畜を飼育していくの
が良いと考えます。そのなかで出てきた課
題を、互いの国同士で協力しながら解決し
ていくのが大切だと思います。現地の高校
生やホストファミリーと交流してみて、皆、
温かく良い人たちでした。飼料価格の高騰
や地球温暖化など様々な問題がありますが、
世界が一丸となって解決していくことが大
切だと思います。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
日本の畜産は素晴らしいということと、畜
産は楽しい仕事だと伝えたいです。前の項
目で述べたように、日本の畜産は私たちが
思っているより、海外の人から評価を受け
ているからです。また畜産業はネガティブ
な 3Kの仕事と言われることがありますが、
そんなことはありません。成長を見守るこ
とができ、日々変化があり、面白い仕事です。
こうしたポジティブなイメージが増えてい
くと、今、畜産業をやっている農家さんに
自信を持ってもらえるようになり、活性化
につながると思います。また、畜産の面白
さを広めることで、若い人たちに興味を持っ
てもらえると思います。そうなると、担い
手不足の解消や畜産のイメージ改善をする
ことができます。若い人が畜産業に就くこ
とで、これまでになかった新しいアイデア
が生まれるかもしれません。畜産のイメー
ジを上げることで、消費者に畜産をもっと
身近に感じてもらえると思います。
そして、私が考える次世代の畜産業とは、
輸入飼料に頼らず、自給飼料を活用してい
くことだと思います。今、輸入飼料の高騰
により、多くの酪農家の経営が悪化してい

考えたのが、畜産イメージアップカンパニー
の活動です。この活動は、高校生が農家の方々
を取材してその現状と魅力を発信し、また、
少しだけお手伝いをしようというものです。
そうすることで、農家さんの頑張る姿がもっ
とたくさんの人に伝わり、畜産のイメージが
上がると考えました。また、個人テーマであ
る放牧は、必ずしも簡単ではないことが分か
りました。オーストラリアでは放牧をしてい
ても常に栄養のある草が生えるように工夫
し、栄養価が足りないときには濃厚飼料をあ
げていました。そのため日本でも、全ての農
家がオーストラリアのように放牧を行うので
はなく、土地や気候に合ったやり方で家畜を
飼育するのが一番だと考えました。
今後の日本の畜産には、私たちが研修を通
して学んだことや考えたアイデアを広めた
り、実践したりしたら良いと思います。私
たちのグループが考えた畜産イメージアッ
プカンパニーだけでなく、他のグループが
考えた消費者のニーズに合わせた肉の販売
や、SNSを使った発信などの企画もとても
面白く良いものだと感じました。それを広
め実践していくことで、畜産に興味を持つ
人が増え、担い手不足を改善できると思い
ます。また、その内容が農政などを司る人
の目に留まれば、新たな枠組みや補助金等
の仕組みが充実し、畜産農家にとってもプ
ラスになると思います。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアでは、まず規模の大きさに驚
きました。何百 haという土地にたくさんの
牛を飼っていて、単純にすごいなと思いまし
た。しかも副業として牛の繁殖を行っている
農家も多く、少ない労働力で経営をしていま
した。また、ほとんどが放牧のため、餌を購
入することもなく、少ないコストで生産をし
ていました。日本では輸入飼料の高騰により
経営が苦しくなっていますが、オーストラリ
アはその影響をあまり受けていませんでし
た。オーストラリアでは、人にも牛にも負担
がかからない畜産をしているように見えまし
た。私は日本でもオーストラリアのようにの
びのび牛を放牧させて、酪農をしたいなと思
います。しかし、土地が狭い日本ではなかな
か厳しいのが現状です。
オーストラリアの人たちに話を聞いてみる
と、私たちが「オーストラリアって凄い」
と思うのと同じように、オーストラリアの
人たちも「日本の畜産について凄い」と思っ

ます。その状況を改善するために、農家が
自ら飼料を生産することができれば、飼料
を購入するより、コストが削減できます。
飼料作物を栽培する場所には、耕作放棄地
を利用すればよいと考えます。将来、日本
の飼料自給率がもっと上がるように取り組
みをしていくことが大切だと思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は、高校卒業後、大学に進学して、さら
に学びを深めたいと考えています。大学で
は、家畜の栄養学を学び、その家畜に合っ
た飼料を考えられるようになりたいです。
また、地域の資源を生かした飼料生産の研
究にも取り組みたいと考えています。大学
生活では、大好きな馬や牛のことを学びな
がら、いろいろな人と交流を深めて、楽し
みたいと思います。そして、将来は酪農家
を支える仕事に就きたいと考えています。
畜産局などで働き、酪農家さんの経営の手
助けになるようなアドバイスができるよう
になりたいです。
そのために、これから勉強を頑張っていき
ます。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
畜産の勉強はとても面白いです。学校で畜
産の勉強をしていると、休日も学校に登校
しなければいけなかったり、放課後に残ら
ないといけなかったりと大変なこともある
と思います。しかし、今、畜産の勉強をし
ていることは、他の普通科の高校などでは
できない体験であり、貴重だと感じます。
また、畜産には色々な良さがあります。私
が感じる畜産の良さは、日々変化があり、
自分が手をかけると動物たちがそれに応え
てくれるところです。皆さんも自分が思う
畜産の良さを見つけてみてください。
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畜産アンバサダー
大阪府立農芸高等学校
資源動物科２年
松江  璃音

１．テーマ
若者が働きやすい経営

２．キーワード
風土に合った経営

３．キーワードのつながりと考察
「若者が働きやすい経営」というテーマで、
「風土に合った経営」について考えたとき、
この二つの項目はともに利益を出すことに
通ずると思った。なぜなら、若者が働きや
すい経営を行うためには、できるだけ利益
を出す必要があり、利益を出すためには風
土に合った経営を行う必要があると私は考
えるからだ。
現在、日本は少子高齢化とともに農業の若
手の担い手不足に陥っている。今以上に農
業現場に若者を増やすとするならば、労働
環境の改善をするにほかない。ここで風土
に合った経営が大切になってくる。適地適
作を行い、なおかつマーケティング層を絞
ることで大きな利益を生み出せるのではな
いかと思う。私は、このようなノウハウが
オーストラリアにあるのではないかと思い、
このキーワードを選択した。
私は研修中、消費者や労働者目線に立ちど
のような商品を購入したいか、どのような
環境で働きたいかということを頭に入れた
上で「風土に合った経営」というキーワー
ドについて考えた。オーストラリアの肉牛
経営を例にあげてみると、繋ぎ飼いは少な
く、ほとんどが放牧で飼育されている。放
牧では餌代が少しで済むことに加えて、糞
尿の掃除もする必要がないため低コスト、
低労働力で経営を行うことができる。また、
日本より多くのオーガニック製品が販売さ
れている現状を知った。しかしこれは広大
な土地や、高い金額を出してまでも購入し
たいという国民の価値観があってこそのも
のだと研修を通して感じた。
日本の畜産には、オーストラリアの働き方

後 2時間ほど、お互いの生活の違いやその
日の研修内容など話を楽しんだ。このよう
な研修を通して、オーストラリアの畜産だ
けではなく、人として大切な部分について
も十分に学ぶことができた充実した研修
だったと思う。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
畜産アンバサダー活動では、日本の畜産の
良さや、これからの畜産業をより良くして
いく思いを大きくアピールできたら良いと
思う。新たな働き方や日本の畜産を知って
もらうことで、これからを担っていく若者
が少しでも畜産に興味を持ってもらい、将
来の選択肢の一つに入れてほしいという気
持ちがある。それができると、これからを
担う若者が畜産業に参入することで、若者
らしい畜産というものを展開できると思う。
若者らしい畜産とはより効率的な生産方法
や働き方を導入し、現在の若者が働きやす
いと感じるものである。現在の若者は、休
暇や肉体労働の多さという点で畜産業参入
が少ないように感じる。そこで私たちが、
新たな未来の畜産業を創り実行することで、
就農者を少しでも増やしたいという気持ち
がある。そうすることで、日本の畜産は途
絶えることなく良い水準を保っていけると
考える。これからの畜産を担っていくのは
私たち若者であるということを、前向きに
考えているということをしっかりと伝えた
い。そして日本の畜産をより良いものにし
たい。
私の考える次世代の畜産は、スマート機器
などが導入され、肉体労働が少なく誰もが
携われるものである。今の日本の畜産では
肉体労働という面で女性が携わりにくいこ
とや、命を相手にするため休日を取りにく
く仕事と趣味の両立が難しいということが
ある。ここでスマート機器が導入されれば、
そのようなことを解決できると思う。次世
代の畜産を実現するには、多くの人が現状
の畜産に疑問を持ち、どうすればより良く
なるのかということを話し合い、そして改
善案を試行錯誤することが大切だと強く思
う。

６．私の夢、これからやりたいこと
私はこれからの人生で畜産という分野だけ

を取り入れることができれば、今以上に日
本の畜産が良いものになると思う。島国で
山の多い日本で、オーストラリアのような
土地を用意することは難しいであろうとと
もに、オーガニック製品を購入する人をオー
ストラリアと同じ水準まで増加させるのも
難しいと思う。しかし働き方なら、取り入
れることは不可能ではないと私は思う。季
節繁殖を行い、ある程度まとまった休みを
取ることや、輪換放牧を短い期間で行うこ
とで、牧草を絶やすことなく飼料費を落と
しながら放牧中心で飼養をすることができ
る。このように、休暇を取れる環境であれ
ば新規に農業に携わりたいと思う若者が増
え、日本の畜産がより良いものになるはず
である。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
初めてオーストラリアに行き、とても貴重
な経験ができたと思う。渡航前は「日本人
差別にあったらどうしよう」という気持ち
が少しあり不安な面もあったが、渡航後は
差別なんて起こりえないという気持ちに変
わっていた。なぜそう思ったかというと、
オーストラリアは多民族国家で、ワーキン
グホリデーなどを利用してやってくる方が
多く、スーパーマーケットなどでも世界中
の宗教や文化に合わせた商品が販売されて
おり、移民にやさしい国だということがす
ぐに分かったからである。研修期間中の
ファームステイ先では、楽しくて快適な 9
日間を過ごさせてもらった。私のファーム
ステイ先の方は、デンマークとイギリスか
らの移民の方であった。その方たちは、言
葉で思うように伝えられないようなことで
あっても、ジェスチャーをくみ取ってくれ
ることや、私の興味のある野生動物のこと
は、分かりやすい英語でとことん教えてく
れた。ファームステイ期間中は、毎日夕食

にとらわれず、広い分野で学習していきた
いと考えている。多くの分野を学習し学び
を深めることで、何か問題にぶつかったと
きでも、様々な分野の中から適材適所な解
決法を見つけられる。高校卒業後は、水産
学もしくは野生動物学を四年制大学で学び
たいと考えている。水棲生物や野生動物が
好きという理由もあるのだが、一番は自分
の興味のあるまったく学んだことのない分
野を学習したいという好奇心の面が強い。
この分野を学ぶことで、どこか現在の畜産
業の課題点とリンクすることを見つけられ
ると思っている。そうして、これからの日
本を担っていく若者として活動していきた
い。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は非農家出身で、高校に入学してからわ
ずか 2年しか畜産というものに携わってい
ないが、畜産の魅力をたくさん知ることが
できた。肉体労働で、努力や思いがすべて
反映されるものではないということを、身
をもって感じた。しかし、私にこの畜産に
関わっていきたいという思いがなくなるこ
とはなかった。
それは、新たな命が誕生した時の感動、誰
かの役に立っているという誇らしさを感じ
られたからである。
人間の生活になくてはならない「食」とい
う分野に関われる喜びを感じ、私たちティー
ンネイジャーがより良い日本の畜産を創っ
ていこう！
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畜産アンバサダー
島根県立出雲農林高等学校
動物科学科３年
木村  自然

１．テーマ
若者中心の畜産

２．キーワード
若者

３．キーワードのつながりと考察
「若者中心の畜産」について考えたとき、最
初は日本の若者の就農率は低く、現在では
高齢化による後継者不足という課題もある
が、オーストラリアは畜産大国のため、日
本と同じように若者の就農率が低いという
課題はないと考えていました。オーストラ
リアの学生さんは、小さい頃から農業に携
わっている人が多く、その知識を学校で深
めていく人が多いのではないかと考えてい
ました。日本で若者の従事者を増やしてい
くためには、まず若いうちから農業や畜産
に興味を持ってもらうことが、私の中では
重要なのではないかと考えていました。そ
のため普段農業や畜産に関わる私たちが、
身をもって感じたことを色々な人に発信し
ていくことが、この日本の課題解決に近づ
ける方法だと考えていました。
実際に研修をしてみると、オーストラリア
でも、日本と同じように若者の就農率が低
いという課題がありました。大人になると
都会の方に出て仕事をしたりする人もいれ
ば、高校までは農業や畜産について学ぶが、

る飼料代の高騰も、オーストラリアも多少
は影響を受けていると聞きましたが、離農
者の増加はないそうです。そのことから、
オーストラリアは国土面積が広いため、あ
る程度は飼料を自給できているのではない
かと思いました。日本にはオーストラリア
とは違う畜産の良さがありますが、世界情
勢の影響が大きいので、この対策について
日本では考えていく必要があると感じまし
た。
もう一つは、畜産業はどうしても収入が安
定しないのが現状であるため、国からの支
援などを強化したら離農者減少を防ぐこと
ができると考えました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
私は、日本に畜産業がなぜ必要かと、日本
の畜産の課題と未来について広めていきた
いと考えています。
まず、なぜ畜産が必要かについては、私た
ちが普段食べているお肉などは畜産物だか
らです。何気なく口にしているお肉や卵、
牛乳などは畜産動物によって生産され、畜
産業を経営している人たちによって食べる
ことができていることを実感してもらいた
いからです。
日本の畜産の課題と未来については、まず
日本の畜産業が抱えている課題について
知ってもらうことで、今、日本の畜産業に
必要なことがより明確になり、それを解決
することで日本の畜産業がより良くなると
思ったからです。畜産物が、畜産動物や畜
産経営者によって生産されていることを理
解してもらうことで、畜産業や食の興味を
持ってもらうことができると思いました。
また、日本の畜産業の課題について知って
もらうことで、将来畜産がなくなってしま
うかもしれないという危機感が生まれ、様々
な解決につなげることができ、今よりも日
本の畜産業を発展させることができると
思ったからです。
次世代の畜産は、機械化が進み、今よりも
仕事の内容的には楽になると思います。し
かし、人と動物との関係には変わりはない
ので、常に動物に配慮することが重要になっ

実際は農業や畜産系の仕事には就かない人
が多いのが現状だと聞きました。その課題
を解決するために、オーストラリアでは政
府がお金を払って、田舎での農業体験機会
提供をしていると聞きました。私は、実際
に牛と関わるまでは、命の大切さや畜産物
を生産する大変さを知りませんでした。そ
のため、身をもって新しい体験をすること
は、色々な感情が生まれ、農業や畜産の意
外な一面を知ってもらえる良い機会になる
のではないかと、私は思いました。日本に
おいて、政府がお金を払って実施するのは
難しいかもしれないけれど、こういう体験
が畜産従事者を少しでも増やすためには必
要だと考えました。
帰国直後に行った研修成果発表の結論で、
私たちのチームは、近くの小中学生には VR

での搾乳体験、遠くの小中学生にはオンラ
インで畜産の魅力について知ってもらうと
いうアイデアを考えました。私たちにとっ
ては、実施しやすいアイデアなので、これ
を実際に実施することで、畜産に少しでも
興味を持ってくれる人が増えたらいいなと
考えます。
日本の畜産は、オーストラリアに比べて労
働時間がとても長いと感じました。労働時
間が長いとどうしても自由な時間も取れな
いし、精神的・身体的にきつくなってしま
うのではないかと思いました。そのため、
人手の増加による労働力削減や、可能な限
り放牧をして、個体管理の手間を省くこと
が必要なのではないかと考えます。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアはまず土地が広く、ほとん
どが放牧をやっていました。放牧は個体管
理に時間をかける必要がないため、肥育農
家の場合ですと、病気や怪我の有無の確認
だけを朝・夕に行うと聞きました。そのた
め畜産農家を営む方は、だいたい副業とし
て畜産農家を経営しているそうです。それ
に比べて日本は、国土面積がオーストラリ
アに比べて圧倒的に小さいため、オースト
ラリアのような放牧は厳しいです。そのた
め、個体管理に時間がかかってしまいます。
また、近年日本の畜産業の課題としてあが

てくると思います。飼料の高騰が近年の課
題としてあげられるため、海外輸入に頼る
日本はなるべく多くの飼料を自給し、世界
情勢の影響を受けない畜産業にしていくこ
とが大事だと思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は将来、家畜人工授精師の資格を取り、
繁殖・肥育農家として就農したいと考えて
います。そのため高校卒業後は、島根県立
農林大学校に進学し、様々な資格を取りた
いと考えています。私は現在、課題研究で
和牛甲子園に取り組んでいるため、その経
験を生かしながら肥育牛の育成もしたいと
考えています。肥育では独自の飼料をつくっ
てみたいです。繁殖牛は牛になるべくスト
レスのかからない放牧を行い、飼料給与に
も時間をかけないようにして、牛にも人に
も優しい経営を目指しています。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
今回の研修を通して同じ思いを持つ高校生た
ちと出会い、ともにいろいろな経験をして、
自分自身とても勉強になりました。研修を経
て、日本の畜産業をもっと元気にする方法を
様々な方向性で各チーム考えていたので、そ
れをもとにもっと日本の畜産を元気にしてい
けたらいいなと思っています。
後輩たちは、自分たちと似たような課題にぶ
つかると思うので、どうやったら畜産業を良
くしていけるのかを日々ともに考えて、日本
の畜産をもっと元気にしていきましょう！
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畜産アンバサダー
広島県立油木高等学校
産業ビジネス科３年
田邊  綱汰

１．テーマ
創造する畜産スタイル

２．キーワード
コスト削減

３．キーワードのつながりと考察
「創造する畜産スタイル」というテーマで「コ
スト削減」について考え、オーストラリア
では広大な土地を利用した粗飼料の大量生
産や、大型機械の導入、除糞や餌やりなど
日常管理の機械化により、省人化や産業の
スマート化をしているという考えでした。
このプロジェクトの事前研修では、ウクラ
イナ情勢による飼料価格の高騰、干ばつに
よる牧草の生育不良課題を知り、オースト
ラリアにおいて飼料問題がある中で、アニ
マルウェルフェアをどのように実践してい
るのか興味を抱くようになりました。
オーストラリア研修では、様々なことを実
際に経験しました。まず農家さんは 10ha以
上の広大な土地での放牧飼育をやっており、
牧草も圃場一面に繁茂しており、のびのび
と飼育できる環境を目の当たりにしました。
そしてオーストラリアでは、自然授精を行っ
ていることに大変驚きました。オーストラ
リアでは、完全な放牧をしているところが
多く、牛の出す糞尿は自然に還り、また草
が生えるというような循環型農業の実践を
しており、機械化はあまりしていませんで
した。しかし牛の個体情報（例えば一日当
たりの体重の増減）をデータ化し、耳標に
似た物を専用のスキャナーで読み取ること
で全てが分かるということを学び、この体
験は私自身初めてのことで想像を超えてい
たので、とても衝撃的でした。
オーストラリアで掛かるコストでいえば、
飼料代は穀物の種や乾いた草、そしてハエ
やアブなどの吸血昆虫の予防注射などでし
た。このことから、オーストラリアのコス
ト削減方法は、放牧することによって飼料
代があまり掛からない、人工授精代が掛か

らないなどで、大
幅な利益が出てい
ると考えました。
研修中、オースト
ラリアで行われて
いるせりを見学す
る機会がありまし

アニマルウェルフェア面でも一定の基準が
あり、見学に行ったどの農家さんも大事に
していると言われて、私自身も自身の牛に
対して尊厳をもって接したいと思いました。
またジェンダーフリー面においても、オー
ストラリアでは女性の働ける環境が増えて
おり、実際、獣医さんの 80％が女性という
点も、オーストラリアと日本との大きな違
いを改めて感じました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
私が広めたいことは二つあります。一つ目
は畜産現場の現状（リアル）を伝えていく
ことです。多くの消費者は、生産者が牛を
育てていく現場を知らないのが現在の状況
です。消費者もそうした状況があるため、
何をしたらいいのか分からないのではない
かと思いました。そういった人たちへのア
プローチとして、最近の便利なツールであ
る Instagramに、畜産をしている様子など
を載せていけば効果的だなと思います。
二つ目は畜産業の魅力です。畜産業は第一
次産業に属し、私たちの食や生活を支えて
いくうえでなくてはならない産業です。し
かし、若者の担い手不足が農業の課題です。
そこで、若者に農業を知ってもらううえで
必要なことは、教育だと考えます。オース
トラリアのマランダ高校を訪れて聞いた話
に「小学校から農業の授業を学び、中学校
で 8週間だけ農業の勉強をする」というこ
とから、小、中学生で農業に触れる場面が
オーストラリアはあるので、若者の重要性
が浸透していると感じました。そこで、日
本でも農業の時間を小学校高学年ぐらいか
ら設けることができたらと思いました。ま
た私たち農業高校生が、小、中学生に体験
方式で農業を教える活動ができればと考え
ています。
このようなことができると、消費者は生産
者の現場を知り、理解してくれる人が増え、
コロナ禍で大変な情勢のときなど、食べて
応援してもらったり広めてもらえたりと、
生産者と消費者とが互いに手を取り合った
畜産業になっていくと思います。実際に、
2018年 7月の西日本豪雨の際やコロナ禍に
おいて、私の住む広島でも酪農家さんが乳
廃棄をされているという現状がありました
が、一部の消費者によるクラウドファンディ
ングが実施されていました。このような事
例ができたらいいなと考えます。
最後に、私の考える次世代の畜産業は、生

た。この日の取引最高値は、750kgの約 21
万円でした。日本と比べ安価である現状に
驚きました。また私は他の牛においても、
取引値段は安価であると考えます。飼料代
や人工授精代が飼育の経費を掛けないこと
が、肉質向上に限界を与えていると考えま
した。オーストラリアでは牛の取引値が安
価であることで、牛肉の消費が普及してい
ると感じました。日本においても、自国の
牛肉の消費量を増大させることが課題だと
私は考えています。
しかし、オーストラリアで行っていること
を、そのまま日本でやることは難しいです。
例えば人工授精という側面で考えた場合、
日本の繁殖は人工授精が主で、人工授精に
おいて、育種価値の高い牛を繁殖すること
で「和牛」のブランド化につなげています。
しかしそれにより、コスト削減にはつながっ
ておらず、消費者の需要の低下にまで影響
していると考えています。では、人工授精
にかかわるコスト削減をするにはどうした
らよいのか、それは人工授精による受胎率
を向上させることに解決策があると考えま
した。日本では放牧があまりされておらず、
受胎率が悪いと考えています。オーストラ
リアのように放牧ができたら、受胎率向上
だけでなく、分娩時の母牛の健康状態にも
影響すると考えます。そのためには人工授
精や放牧について、私自身ももっと専門的
な知識を習得する必要があると考えました。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリア研修に参加するにあたって、
最初はうまく仲間と協力していけるだろう
か、異国の地でやっていけるだろうかといっ
た不安がたくさんありました。しかしホス
トファミリーの方々や、現地の人の優しさ
に触れ、そして 19人の仲間がいてくれたお
かげで、とても充実した研修になりました。
また日々の研修や見学を通じて、自分の知
らないことや知らない世界が次々と知れて、
普通の高校生活では味わえない充実した研
修となりました。報告会に向けたチーム活
動では、仲間の知識量の多さや主体性に圧
倒され、しんどい部分もありましたが、み
んなで協力して一つの発表にまとめたあげ
たときの達成感や、充実感は私自身の成長
につながり、一生忘れられない思い出にな
りました。
またオーストラリアで会った農家さんのほ
とんどが、半袖短パンという服装で、ワイ
ルドでカッコいいという印象を抱くと同時
に、「自分たちはこのオーストラリアの食を
支えている」という畜産業への誇りと自信
を感じとることができ、私もこのようなカッ
コよさや誇りを、これからの若者に伝えて
いくことがとても大切で、私自身もオース
トラリアの方のような大人になりたいと思
いました。

産者は消費者のニーズに合った生肉をつく
り、コスト削減を可能にし、自国の誇れる「和
牛」を自国で消費してもらえる未来を理想
としています。安定した経営をし、消費者
を支え、自給率を向上させたいです。また
消費者には、積極的に畜産のことを知って
もらうために、地域で小規模のセミナーを
開いたりして、消費者が生産者を応援でき
る環境を創っていきたいです。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は将来、実家の繁殖経営を継ぎ、神石高
原町の繁殖和牛の飼育を発展させていきた
いと考えています。そのためには、畜産業
種だけでなく他の農業分野との連携も必要
だと考えています。そのために、高校卒業
後は畜産を勉強できる四年制大学へ進学し、
人工授精の知識や、より詳しい和牛の勉強
をするのはもちろんですが、農業経営や資
源活用などの専門的なことも学びたいと考
えています。そして具体的な目標としては、
人工授精師の資格取得を目指しています。
また、今回オーストラリアに行ったことに
より、牛を広い土地でストレスなく飼うこ
とに興味を抱き、将来は放牧に挑戦してみ
たいと思います。牛を良い環境で飼うこと
で、消費者の信頼や購買欲が向上してくれ
たらいいなと考えます。これからも、消費
者に何らかのかたちで伝える場面があった
ら積極的に参加していきたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
皆さんは、普段どんなことを考えてお肉（牛
肉）を買いますか？値段、産地、品質いろ
いろな意見があるでしょう。私もついつい
安い海外産のお肉を買ってしまいます。し
かしそれにより、和牛の値段が下がり、日
本の繁殖農家や肥育農家は経営が厳しい現
状です。日本の和牛は、世界に誇れる最高
水準の肉質、飼育管理です。無理に買う必
要はありませんが、日本の畜産業の素晴ら
しさを知ってもらい、そういったことを知っ
た上で、肉をできれば買っていただけると
いいなと思います。また、畜産業の魅力と
して動物と触れ合いながら、自分の育てた
動物が良い値段で売れたときの達成感だと
感じています。
これからの畜産業を一緒に盛り上げていき
ましょう！
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畜産アンバサダー
熊本県立熊本農業高等学校
畜産科２年
原田  里佳子

１．テーマ
創造する畜産スタイル

２．キーワード
消費者とのつながり

３．キーワードのつながりと考察
「創造する畜産スタイル」というテーマで、
「消費者とのつながり」について考えたとき、
私の考える日本の畜産業の課題としては、
消費者に畜産業界における後継者不足の問
題や、飼料価格の高騰などの課題を含め、
現状を知ってもらえていないことだと考え
ていた。そこで、私が知識として持ってい
た飼料費や後継者不足などの畜産業の「現
状」を消費者に発信することで、消費者が
より畜産に対して興味を持ち、生産の輪の
中にある消費者の立ち位置や商品への関心、
購入意欲等を含め、消費者の行動に何らか
のアクションを起こせると考えていた。生
産者と消費者の関係を普段から身近に感じ
られるような活動や取組が、新しい畜産業
のスタイルとなり、将来の畜産業の力となっ
ていくと考えた。
実際に研修をしてみて、畜産が盛んなオー
ストラリアでさえ、まだまだ消費者の関心
が足りないと言われていたが、それでも
「オーストラリア産」に対し、消費者は安心
で美味しいものだと信頼をおいていた。こ
れは日本でも言えることで、私はここから
消費者へ、日本の畜産業について広めたい
と考えた。この消費者の持つ「日本産」へ
の信頼が、生産者や研究者により良いもの

をつくる意識を持
たせ、それにより
限られた土地の日
本が、世界に誇れ
る肉をつくれてい
るのだと考えた。
何かを広めるため
に、課題などのマ
イナス面の主張ば
かりを考えていた

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
日本を外から見ることの大切さ、日本の畜
産技術の高さ、消費者と畜産業のつながり
を伝えたい。それにより、いかに日本の畜
産業のレベルが高く、素晴らしいかを伝え
たい。これは、私が研修を通して感じ、考
えたことであり、知らなかったことでもあ
るため、多くの人が認知していないことで
もあると考える。ニュースなどで日本の畜
産業は課題が多く、危機に面しているとい
うことは多くの人が知っていると思うが、
なぜ日本人は「日本産」に信頼を抱いてい
るのか。この問いに対して、オーストラリ
アの畜産業や「オーストラリア産」に信頼
を抱く現地の消費者と関わることで感じ、
この答えに多くの人の関心を集められると
考えた。それができると、日本の畜産業は、
消費者の関心は高まると考える。それによ
り、何らかの大きなアクションを起こせず
とも、日本の畜産業について知ってもらう
だけで、きっと小さな変化を生み出せると
思う。畜産業の抱える課題は、複雑で経済
と密接に関わっている。だから、多くの人
の関心を集められることで、日本の畜産業
がこれからも豊かに続いていく未来をつく
れると思う。
次世代の畜産業は、さらにデジタル化が進
み、対面での「繋がり」が減っていくこと
を懸念する。それでも、世代や職業を超え
てネットでの「繋がり」は加速していく。
それが、農業だけでなく、さまざまな職業
への関心を生み、日本独自のブランドや生
産物への尊厳へとつながり、互いを尊重し
合う「繋がり」が育まれてほしい。
昔のような接触による繋がりが減少してい
る現代に、SNSなどを用いることによって、
遠くの人の声も届けられるため、スマホな
どを介した新たな繋がりが生まれている。
この良い繋がりをより強固なものにしてい
くためにも、多くの人に畜産業の価値や素

が、消費者が実際にどれだけ畜産業の力と
なっているのかを主張するのも、新たな視
点での取り組みで試してみる価値の高い内
容であると考える。
日本の畜産に今回の研修成果を反映させる
ため、まずは多くの方に考えたことを発信
したい。高校生の視点から見たオーストラ
リアの畜産業や、感じた日本の畜産に対し
て興味を持ってくれる人はたくさんいると
思う。よって、中高生や一般の消費者の方々
に分かりやすいように伝え方を工夫しなが
ら発信していきたい。また、高校生という
社会や現場を大人の方よりも知らない私が、
実際に見て体験して感じ、考えたことは、
同じ社会や現場を多くは知らない若者に伝
わると考える。そして、今回の研修でディ
スカッションの重要性に気づいた。そのた
め、私の研修報告を行うと同時に、より深
いディスカッションができるように研鑽を
積みたい。聞いた内容を深めるだけでなく、
多種多様な人の考えに触れることで、新た
な価値観に出会い、自身の視野がより広が
ると考える。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアの広大さを生かした放牧や、
クイーンズランド州のメインの仕事の傍ら
で畜産業を行うことができることに驚いた。
しかし、それと同時に、日本の畜産や牛へ
の向き合い方について考える機会となった。
私が感じた日本の畜産は、科学技術や血統
を重視し、一頭の価値を高め日本の技術の
高さや科学の進歩具合、人間性を感じるこ
とができた。人間性とはオーストラリアの
人ほどゆったりしてないし、自分の家畜に
対するこだわりの強さも一等級だと思った。
限られた土地、日本では栽培するには効率
が悪い飼料、年間で大きく変化する気温、
少子高齢化などさまざまな課題や制限のあ
る中で、そこを乗り切るために技術面を向
上させていたのは、「さすが技術の国日本だ」
と感じた。日本で生まれ育ち、日本につい
て外から見る機会がこれまでなかったため、
日本の政治や学校の在り方など海外の話を
聞くたびに、日本についてマイナスな感情
を抱くこともあったが、今回のオーストラ
リア研修で日本も課題はたくさんあるが、
それでもその課題と立ち向かえるほどの技
術向上の意識は高いことを改めて感じ、私
もその技術を向上させる一員になりたいと
強く思った。

晴らしさを伝え、生
産者と消費者、両方
が互いに尊重しあ
える関係を創って
いきたい。

６．私の夢、これからやりたいこと
日本の技術力の高さを知り、さらに日本の
農業について知りたいと思った。そのため
に、大学へ進学し、より専門的な知識の習
得へつなげたい。また、海外での現地研修
により、日本を世界と比較しながら考える
ことの重要性を知ることができたので、オー
ストラリア以外の畜産業が盛んな国へも足
を運び、学びを深めたい。そして、農業を
間接的に支えられるような職業に就き、日
本の科学技術の発展に貢献できるような人
間になりたい。この夢を叶えるために専門
教科や英語により力を入れ、農業高校生だ
からできる経験をより多く積んでいきたい。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
農業よりももっと効率的に稼げる仕事や、キ
ツくない仕事もあると思う。でも、農業は全
ての人が生きるために必要な「食」をつくる
やりがいのある仕事。現在さまざまな問題を
抱え、暗いニュースも続く中、「食」はみん
なを笑顔にできる。農業は、そんな「食」を
支える最高の仕事。
今回の研修で、日本と違うスタイルに触れる
ことで、見えてきたものがたくさんある。現
状が全てと思わず、視野を広げていろんな角
度から見る大切さ。皆さんも身近な「畜産業」
にいろんな角度から触れてみてください。
新たな発見と、楽しさが見つかるはず！明
るい日本の畜産業をみんなで築いていきま
しょう！
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畜産アンバサダー
熊本県立熊本農業高等学校
畜産科２年
井  真莉亜

１．テーマ
若者が働きやすい経営

２．キーワード
ジェンダーフリー

３．キーワードのつながりと考察
「若者が働きやすい経営」というテーマで、
「ジェンダーフリー」について考えたとき、
女性が畜産や農業をすることに対する差別
や偏見、不安をカバーすることが大切だと
考えました。未だに「女性は牛飼になれない」
「牛飼は男性の仕事」「牛飼に嫁いだら跡継
ぎを産まなければいけない」など、このよ
うな考え方が残ってしまっています。実際、
畜産農家の男性に嫁ぐことに不安を感じる
など心配なことがある方、子供を産んだと
きに、仕事と育児の両立に自信がないとい
う方もいるのが現状です。それらの課題を
解決するためには企業経営にして、産休、
育休、子供が熱を出したときに、看病をす
るための休みなどを取りやすくし、プレッ
シャーや不安を軽減する方法が良いのでは
ないかと最初は考えていました。
実際に研修をしてみて、企業経営のハード
ルの高さやジェンダーフリーを進める前に、
人手を増やすべきということに気がつきま
した。そのため、私は未来の畜産を担う新
しい人手。つまり、「若者」が働きやすい経
営について考えました。若者が働きやすい
経営とは、「ライフワークバランスの確立さ
れた経営」だと思います。なぜなら、休み
を得ることで、人も家畜も気持ちをリラッ
クスさせることができるからです。私たち
の考えるライフワークバランスの確立とは、
「家庭を養うために家族との時間を削る働き
方」ではなく、「AIを導入するなどして効率
を良くし、家庭の時間を密に過ごせる働き
方」です。この働き方が私たちの目指す理
想の働き方であり、新たな畜産の魅力にな
ると思います。このことからライフワーク
バランスの確立をする必要があると考えま
した。
私は今回の研修成果を二つの方法で反映す
ると良いと思いました。一つ目は、SNSを
利用して発信する方法です。Instagramや
TikTokで「畜産ってなんだろう」と興味を
惹き、新聞やテレビなどより多数のメディ
アの目に止まるように工夫するとより良い

つことのなかった私
たちが、みんなで「畜
産業の活性化」とい
う一つの目標を目指
して集まり、海外研
修で学びを深めるの
は、一つの冒険のよ
うでとても心に残り
ました。ホストファ
ミリーや研修先の
方々との繋がりも自
分一人では、つなげ

ない素晴らしいものだと感じました。また、
人の意見は十人十色でひとつの話題の中で
も、別の視点を持っている人の質問から「そ
の視点いいかも」と良いヒントを得ること
もできたのが面白く感じました。気の合う
友達もできて、一生の思い出に残る良い経
験になったので良かったです。
今回のプロジェクトに参加してみて、自分
の将来についてより深く考えるようになり
ました。高校卒業後は、もう一度海外の畜
産業を学びに行きたいです。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
私は畜産アンバサダーとして、理想の働き
方と新しい畜産の魅力を広めていきたいと
思っています。今回のオーストラリア研修
で学んだことを踏まえて、私たちは「週休 3
日、1日 5時間労働」を目標にしたいと考え
ました。なぜ、私たちがこのように考えた
かと言うと、家庭との関わり方を見つめ直
す必要があると感じたからです。1日 8時間
労働と言われている世の中ですが、朝早く
に家を出て夜遅くに帰ってくる。子供や奥
さんの寝顔しか見れない一日もある方も、
一定数いることが事実です。実際に酪農を
している私の祖父母も、朝とても早くに家
を出るため、朝に顔を合わせることがほと
んどありませんでした。忙しく働いている
大人をみて、私もそのような生活に耐えら
れるか不安になったこともあります。私の
他にも、そのように感じたことのある人も
いると思います。
そこで私は「週休 3日、1日 5時間労働」に
設定し、残された 3時間で夜ご飯をつくっ
たり、子供のお迎えに行ったりなどができ
る時間をつくることが大切だと考えました。
しかし、これらを取り入れるためには、よ
り作業効率を良くするために AIロボットの
導入や人手が必要不可欠です。初期投資が
高く、なかなか手につけることができない
AIロボットを国からの補助を利用して導入
したり、外国人労働者と働いたりすること
でより目標に近づけると思います。それら
ができると日本の畜産業の新しい魅力にな
り、若者や新規就農者が増えるはずです。

と考えました。二つ目は学校に出前授業や
地域の方々との意見交流会を開く方法です。
小さい頃や学生時代の経験は、将来の夢に
大きく影響します。畜産の魅力を今回のオー
ストラリア研修の話と一緒に伝えることで、
印象に残り興味を惹けるのではないかと考
えました。また、地域の畜産農家の方との
意見交流会では、各農家さんの抱える課題
や、それについての対策方法などを交換し
てより地域のつながりを深め、今回のプロ
ジェクトの研修成果も報告できたら良いと
考えています。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
プロジェクト参加メンバーと事前研修で初
めて顔を合わせたとき、緊張や本当に自分
が行けるのか不安でした。また、研修報告
会に向けての準備もなかなかイメージがつ
かずドキドキでした。しかし、事前研修を
行っていくうちに緊張もなくなり、19人の
仲間とも打ち解けることができました。無
事、オーストラリア研修を迎えることがで
きて良かったです。オーストラリア研修を
通して、人との繋がりがいかに尊いものか
を改めて実感することができました。プロ
ジェクトに参加しない限り、一切関係を持

私の考える次世代の畜産は国民を支える誇
り高き職であり、若者中心の活気溢れる畜
産業です。誰もが畜産の素晴らしさに気づ
き、一緒に畜産業を盛り上げ、応援しても
らえるようにしたいです。このことから、
私は理想の働き方と新しい畜産の魅力を広
めていきたいと考えました。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、若者の目標になる畜産農家です。
具体的にはライフワークバランスの確立を
し、新しい魅力として発信し、どの職業よ
りも人気のある、輝く畜産経営をしたいと
考えています。そのために、私は他の国の
畜産経営方法をもっと自分の目で見て体験
してみたいです。なぜなら、何を一番に考
えるかの意識の違いで、働き方やライフワー
クバランスが変わることを、身をもって体
験し、面白いと感じたからです。他の国の
経営方法をヒントに、休みがないきつい印
象の畜産のイメージを変えることができる
のではないかと興味が湧き、私の将来のワ
クワクとアイデアが何倍にも膨らみました。
それらを ”かたち ”にできるように、これか
ら頑張りたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
普通に生活していたら踏み入れることのな
い畜産業に、各々が素晴らしさや魅力を感
じて入ってきたと思います。経験したこと
がある人にしか分からないやりがいを、もっ
ともっと世の中に発信していくべきです。
今現在、根強く残っている「きつい ･汚い ･
稼げない」の 3Kのイメージを、私たち若者
がキラキラ輝いて働くことで、そのイメー
ジを取り払うことができると思います。
一緒に新しい未来の畜産のスタートライン
に立ちましょう。日本の畜産を担うのは私
たち若者です。
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畜産アンバサダー
熊本県立菊池農業高等学校
畜産科学科３年
松尾  晏奈

１．テーマ
畜産イメージアップ

２．キーワード
自給飼料

３．キーワードのつながりと考察
「畜産イメージアップ」をテーマとして考え
たとき、私自身は非農家で、牛も飼ってい
ませんが、牛が大好きで今ここにいます。
イメージアップするには、やはり育ってき
た環境もそうですが、身近に畜産があり、
学べる環境があると必然的に興味が出てく
るのではないかと考えます。
そんな中、今の畜産経営情勢から研修のキー
ワードに決めた「自給飼料」の大切さを実
感し、研修を通して海外の取り組みを日本
へ生かせないかと考えました。イメージアッ
プと粗飼料とにつながりはないように思い
ますが、牛の主食は牧草です。牛がのんび
り反芻している姿に、私は癒されます。そ
こで、オーストラリアでの農業スタイル、
自給飼料率について日本と比較しながら、
メリットとデメリットについて学んできま
した。
実際にオーストラリアの農家を見てみると、
広大な敷地の中、牛一頭あたり 1haの放牧
地を持っています。今回訪問したクイーン
ズランド州テーブルランドでは、土地があ
るから牛を育てる牛メインの農業ではなく、
畜産をサブワークとして取り入れていたと
ころが多く見られました。そのため、畜産
業にあてる仕事時間が一日に約 4時間と、
日本に比べ非常に短いことが大きな違いで
す。管理方法も、時期によって牧草を変え、

アでも、若い人たちは都会に行き、農業を
継いでくれる人が少なくなっています。し
かし、畜産業を盛り上げるために、現代的
で面白い発想をし、担い手を増やしていく。
日本でも、AIを使った農業体験など、誰で
もできるような教育の場を設けていくと良
いと思います。これからの農業を盛り上げ
ていくには、時代に合った技術の利用と、昔
からある農業方式を重ね合わせることで、興
味関心を広げることが必要だと思いました。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
私は畜産アンバサダーとして「畜産は昔か
ら人の命をつないでいる、なくてはならな
い職業」ということを広めていきたいです。
野生動物を改良し、今の畜産動物がいます。
先人の努力があって、今の私たちに生かさ
れている。そのことをしっかり捉えながら、
畜産の大切さを伝えられたらと考えていま
す。
そのためには、一人ではどうにもできない
こともたくさんあります。仲間が大事であ
ることに気づかされました。仲間と話し合
うことで、発見や新しいアイデアが生まれ、
次へのステップができました。畜産を広め
るためには、仲間づくりから始める。仲間
の大切さを広めたいと思うようになりまし
た。仲間とは同じ目標や違った目標でもい
いので、語れる場を設けることが大事だと
考えています。好きな牛のことをもっともっ
と話していきたいと思います。
同じような仲間ができることで、色々な角
度から畜産を見て畜産の改善点を見つける
ことができます。改善点を見つけることに
よって、働きやすい畜産業を発信すること
ができ、担い手不足にも貢献できます。日
本の畜産業は、若い人が増えていくことに
よって農家にもやる気を与え、人にも牛に
も余裕ができ、バランスの良い畜産業になっ
ていきます。こういった研修の場をどんど
ん増やしていくことが大切だと感じました。
日本がさらに畜産体験の場を増やしていく
ことを望んでいきたいです。私自身は、体
験したことを身近な人に話していくことが、
これからの畜産業を盛り上げていく一つの
道になればと考えています。
私が考える次世代の畜産業として、大切な
ものの一つに耕畜連携があります。畜産に
偏りすぎているので、野菜や作物農家など
が協力し合うことが必要になってきます。
なぜなら、協力し合うことで相乗効果が期
待できます。さらにはスマート農業を取り

牛が草に飽きないよう行っています。また、
去勢や除角などをしないストレスフリーな
飼育と、90%以上を自給飼料で賄っていま
す。日本は集約農業なので、限られた条件
の中、牛一頭一頭を丁寧に育てているため、
時間やお金、労働力が必要になっていると
思います。
ここで感じたのが、オーストラリアの乳牛
は日本に比べると痩せていて、乳量も半分
以下だったことです。どっちが良いかと考
えたのですが、答えが見つからなかったで
す。しかし、牛を取り巻く環境がどちらの
国においても、牛を考えた畜産経営が行わ
れていることに気づきました。
私たちグループが考えたのは、畜産イメー
ジアップカンパニーとして、高校生による
農業体験部といった部活動をつくってみる
ことです。この計画は、地域の農家さんの
牛の管理方法などを SNSで発信し、畜産業
の魅力を高校生の目線で伝える。それが伝
わった人には行動に移る。農作業の手伝い
や農家さんとのつながりをつくり、理解を
深めることができる。そのメリットとして、
国産畜産物の消費量増加や、労働力が増え
ることによって、生産者の活性にもつなが
ると考えます。さらに、担い手育成にもつ
ながると思います。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアの研修を通じて考えたこと
今まで学校の牧場しか見たことがなかった
ので、オーストラリアの放牧を初めて見て
みて衝撃を受けました。40haや 80haで放
牧されている牛は一つの品種だけでなく、
大きなケアニーナ種から小さいアンガス種
まで同じ環境で育てられています。オース
トラリアの農家の方々は、良い草をつくる
ためにこだわりをもって栽培されていまし
た。例えば、バイオダイナミック農法です。
私は初めてこの農法を知りました。バイオ
ダイナミック農法とは、宇宙を含む自然の
全てと調和する農業です。その方法として
角の中に堆肥を入れ、30分間水の中でかき
混ぜ 1haずつ牧草に植える方法です。そう
することによって土が良くなり、良い牧草
が育つそうです。草にこだわると牛が健康
でいられ、人間にも負担がかからない飼育
方法だと感じました。
また、訪問した農家の一つが取り入れてい
る VR搾乳体験も印象的でした。子どもたち
でも搾乳を体験できるよう、酪農家のアイ
デアでつくられたものです。先端技術を生
かした取り組みで、興味関心を持ちそうな
ユニークなアイデアでした。オーストラリ

入れることによって、労働力削減や今まで
気づかなかったことに気づけ、経営に余裕
ができ、人や家畜の負担軽減にもなります。

６．私の夢、これからやりたいこと
今回の海外研修を受けて、自分の考えがか
なり変わりました。オーストラリアでは、
畜産業をサブワークとして、一つのことだ
けでなく、他のことをメインにして農業を
楽しんでいます。畜産業は牛だけ豚だけな
ど、一つのことしかできないと思っていま
したが、オーストラリアの農業のあり方を
見ると、牛以外にも果物や野菜、加工まで
行っていました。それに付加価値をつけ販
売をすることによって、利益を得ていまし
た。私は将来的には、酪農をしていきたい
です。私が目指す酪農は、牛一頭一頭を健
康に育てるため餌の質にこだわり、牛だけ
でなく働いている人たちにも楽しんでもら
えるよう 6次産業を取り入れた農業です。
この夢を実現するために、畜産の知識はも
ちろん、自分が詳しくない分野や経営につ
いても勉強していきたいです。そして、み
んなで語る場所をつくることが、今の私の
夢です。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は今回の研修で、本当に色々なことを学
びました。畜産は、動物だけではなく草や土、
環境などたくさんのことを知れるチャンス
だと思います。また、たくさんの人と出会
い色々な話をしていくと、どんどん視野が
広がっていきます。そして、SNSを活用し
て私たちと一緒に畜産の魅力を発信し、畜
産業を盛り上げていきましょう。
自分の夢の実現に向けて、今しかできない
ことにチャレンジしましょう！！
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畜産アンバサダー
宮崎県立都城農業高等学校
畜産科２年
永緑  花琳

１．テーマ
若者中心の畜産

２．キーワード
施設

３．キーワードのつながりと考察
「若者中心の畜産」というテーマで、「施設」
を自身のキーワードとした。私は将来、最
新の機械を導入した酪農家になりたいと
思っている。そのため、オーストラリアへ
の渡航前に宮崎県内の酪農家の施設を見学
した。地域の酪農の最新技術を見ていれば、
どのくらい進歩しているか分かると思った
からだ。
オーストラリア研修中に訪問した農家では、
ロータリーパーラーで搾乳していた。ロー
タリーパーラーのメリットは、少ない搾乳
者かつ定位置で作業ができるので、人件費
と作業コストを抑えられる。実際に 60頭の
搾乳を 2人で行っていた。ロータリーパー
ラーのデメリットについて聞くと、悩む間
もなく「ない」と返答があった。宮崎県内
の酪農家を見学したとき、パラレルパーラー
で搾乳していた。このパーラーのメリット
は、牛を縦に並ばせるため一度に多くの牛
を搾乳できる。デメリットは、一斉退出式
なので搾乳時間がかかりやすい。これらの
ことから、私は最新の機械を取り入れれば
良いとしか思っていなかったが、それは間
違いで、最新技術を導入するためには、そ
の農家の牛の頭数や人手によって何を導入
すべきか考えるということが分かった。
このロータリーパーラーを導入している酪
農家の施設で、もう一つ驚いたことがある。
それは、6次産業化を進めていたことだ。搾っ
た生乳の 10％～ 12％をチーズやチョコレー
トづくりに使用するため、4℃のバルクで保
管し、殺菌後の牛乳に味をつけ、味を選び、
その味をチーズやチョコレートに入れると
いう作業を、牧場の敷地内に工房を構えて
行っていた。これらの作業には多くの人手

③オーストラリアも離農者が増えている
オーストラリアの畜産従事者は、政府から
の援助を受けている人が多かった。これは、
若者が都会に行ってしまうのを少しでも減
らす取り組みであった。政府が援助するこ
とによって、就農しやすい環境にあった。例
えば田舎の農家に訓練生として行き、働い
て政府から給料をもらう取り組みがあった。

５．畜産アンバサダーとして、　
　　日本に広めていきたいこと
私は畜産アンバサダーとして、畜産業は誇
りのある仕事ということを広めていきたい。
私はオーストラリアの農業や畜産を学び、
どの研修先に行っても、楽しく堂々と働く
農業従事者の姿を見て、この仕事に誇りを
持って働いているのを実感した。オースト
ラリアは放牧がメインで、副業として農家
を営んでいる人も多く、自分の好きな仕事
ができているから、楽しさが現れているの
かと思っていたが、そうではなかった。農
業従事者一人一人が、農家であることに誇
りを持ち、家畜を大切にしていた。特に「農
業は、医者やパイロットと同じくらい素晴
らしい仕事だ」という言葉を聞いたときは、
心を動かされた。そして改めて、農業や畜
産について考え直すと、人の生活を支えて
いる食は、農業従事者がいるから、生産物
がつくられ続けていると思う。もし農業従
事者がいなくなれば、人は生きていけない
と思った。このことを広めて、食事に対す
る感謝の気持ち（農業従事者に対する感謝
の気持ち）を持つ人が増えてほしいと思う。
現在の日本は、新規就農者が増えつつある。
新規就農者の意見はとても大切で、私たち
畜産アンバサダーや新規就農した若者の意
見、これを今後どう畜産業に生かせるかが
カギであると私は考える。そのためには、
私たちの意見を農業従事者と対話で
きる機会（共進会、せり、学校の実
習で農家さんを訪問するときなど）で
意見交換して学ぶ。このように農業
従事者の経験を聞いて行動していく、
継承していくことが必要だと思う。そ
して、農業従事者になっていく私た
ちと農業従事者になりたての新規就
農者が、これからの畜産を支えるべ
きだと思う。また、私たちが新規就
農者の意見、例えば成功した事柄（搾
乳時間の配分）、失敗した事柄（エサ

がいるため、日本の農家さんが行うのは難
しい。
そこで私は、生乳をメーカーに売るのでは
なく、直接お店と連携して商品を販売すれ
ば良いのではないかと考えた。例えばパン
屋さんとつながり、パンの生地づくりに生
乳を使い、パッケージに農家さんの情報を
記載すれば、その農家さんに対するお客さ
んの関心が湧くのではないかと思う。そう
することによって、農家さんの生乳の売れ
行きが高くなるのではないかと考える。私
はこれから、搾乳形式や生乳販売方法を日
本に合ったやり方で取り組んでいきたい。
そして、この取り組みを SNSで発信してい
きたい。インターネット環境さえあれば、
誰でもどこでも見れる SNSの活用は、現代
の情報発信方法として最適だと思う。この
SNSを通して、多くの若者に畜産の重要性
を知ってもらうとともに、畜産業は男性だ
けの仕事ではなく、女性でもできることを
広めたい。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
①オージーは畜産業に対する男女差が全く
ない
日本の畜産業は、多くの人が女性にはでき
ないと考えている。実際に私も言われたこ
とがあるが、オーストラリアでは、そのよ
うな考えは1ミリもなかった。その背景には、
哺乳や牛の体調の変化に気づきやすい、き
れい好きといった女性特有の行為が男性の
理解を深め、男女差別のない畜産業が実現
しているのではないかと思う。男性が得意
ではないことを女性がする、女性が得意で
はないことを男性がする、このように、私
は男女が支え合う畜産業を目指したい。
②労働力削減の取り組み
オーストラリアの牛は放牧されているが、
行動範囲を区切る柵があまりなかった。こ
れは、牛の首輪に付けているセンサーが、
進入禁止の場所に近づくと電気が流れる仕
組みになっているため、柵がなかった。日
本は放牧する土地があまりないため、この
取り組みではなく、繋ぎ飼いやフリーバン
の牛たちにベルトにセンサーが付いた（発
情探知機）ものの装着を積極的にすると良
いと思う。そうすることにより、センサー
で通知が来るため、人間が牛を直接見に行
かなくてすむので労働力削減につながると
思う。

の飼料配分）などを聞き、アドバイスをも
らうことも必要だと思う。このように私は、
先輩農家さんと未来の農業従事者が助け合
いながら、日本の畜産を支えていきたいと
考える。

６．私の夢、これからやりたいこと
私はオーストラリアでの研修を終えて、はっ
きりと決まった夢がある。それは実家の酪
農を継ぐことだ。研修前は悩んでいた夢だ
が、畜産農家を目指す仲間に出会って、未
来の日本の畜産業を支える一人に私もなり
たいと強く思った。
今の目標は農業大学校への進学である。そ
こで、人口受精士の免許や農業機械の運転
免許を取得することが目標である。大学校
卒業後は、酪農ヘルパーとなって経験を積
み、両親に認められる後継ぎになりたい。
そして宮崎の牛飼いの一人として、日本の
畜産業を支えていきたい。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
実家の酪農や宮崎の畜産しか知らなかった
私だが、このプロジェクトに参加したおか
げで日本各地の畜産、オーストラリアの畜
産といった様々な面から、畜産の楽しさ、
誇らしさ、やりがいを実感できた。この経
験は簡単にできるものではないと思った。
畜産業に興味のある仲間に出会えて、もっ
と牛が大好きになった。
「畜産って楽しそう、私牛が好き」と思うあ
なた、今こそ、その気持ちを持ってこのプ
ロジェクトに参加してみてほしい！そして、
これからの日本の畜産業を一緒に支えてい
きましょう！
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１．はじめに
私は現在、岩手県和賀郡西和賀町で、両親
と私の 3人で酪農を営んでおり、約 60頭の
乳牛を飼育している。日本では珍しい乳肉
兼用種である「ブラウンスイス種」を飼育し、
搾乳をリタイアした経産廃用牛やオスの子
牛を肥育し、生乳生産の傍ら、牛肉や加工
品の販売を独自に行っている。日本の乳牛・
肉牛の中で決して主流になることのない牛
を飼育・販売している立場から、この度の
オーストラリア畜産研修で見聞したことと
所感を綴り、報告とする。

２．オーストラリアの牛肉生産概要
（1）地理的概要
オーストラリアは南半球に位置し、国土面
積 769万平方キロメートル（日本の約 20倍）、
気候は熱帯から温帯と幅広く、地域ごとに
多種多様な動植物、自然、人々の文化が存
在する。
国土の 58％が農地で温暖な気候を利用し、
様々な農業を展開しているが、広大な農地の
大部分で行われているのは畜産であり、自然
植生を利用した放牧主体の飼育管理である。

（2）世界屈指の牛肉輸出大国
オーストラリアの人口は約 2,500万人、これ
に対し牛の飼養頭数は約 2,600万頭。国内需
要をはるかに上回って生産される牛肉の出口
は輸出であり、オーストラリア産牛肉（以下、
オージービーフ）の 71%は、アジア、米国
など世界 100か国近くに供給されている。
牛肉は輸出相手国によって生体牛、または
精肉として流通している他、ハラルミート
や低脂質高たんぱく質のワニやカンガルー
肉など、消費者のニーズに対応した輸出向

に対し、比較的湿潤で粗飼料が豊富な同州
では、1頭当たり約 0.8haの面積で飼育でき
る。私たちが訪れた同州テーブルランド地
区の畜産農家は、概ね 40～ 100haの草地に
60頭から多くても 100頭規模の農場が多く、
これは日本でも珍しくない経営規模である。
しかし特徴的だったのは、視察先の多くの
農場主に農場経営以外のメイン収入がある
という点だ。ある肉牛生産者は、パパイヤ
生産（こちらは国内屈指の大規模経営）を
主軸に規格外のパパイヤを牛に与え差別化
を図り、また別の生産者は地方でチェーン
展開するスーパーマーケットのオーナーで、
毎日職場に行く隙間時間に牛の世話をして
いた。
草地面積にゆとりがあり、管理に手のかか
らない牛を選定することによって、生産コ
ストと作業時間が大幅に削減でき、そこか
ら生まれた時間を活用してメインのビジネ
スをしているのだ。スーパーマーケットオー
ナーの場合、農場の労働力は一人で、牛に
かかる作業時間は週 10～ 12時間。日本の
肉牛農家の週当たり平均労働時間は、この
約 2.7倍である。一日たりとも世話を欠かす
ことのできない畜産業を営みながら、日々
の簡単な管理を他の人に頼めば休暇も取れ
ると言い、次の休暇には日本への観光旅行
を計画中だった。

この日豪の違いを若い世代はどう見るだろう。
「働き方改革」という言葉を、高校生たちも
耳にしていると思う。しかし日々の学校で
の実習や、生産現場の現状から畜産はそこ
には含まれない、と無意識に思い込んでは
いないだろうか。
かつては日本の農村でも、牛は家々で数頭
飼育されていた。それが時代とともに集約
化され、現在の畜産業は専業農家が主流に
なったが、省力化とコストカット、そして
副業との組み合わせで小規模高収入、自分
の好きなスタイルでできる畜産という視点
は、デジタルネイティブ世代の業界への新
たな参入活路にならないかと期待したい。

４．人育ては積み重ね
2018年に始まった本プロジェクトも今回で
5回目を数える。今年、プロジェクト第 1期
生である森田七海さんと、メンターとして
一緒にペアを組めたことは個人的に大きな
出来事だった。プロジェクトを継続的にお
手伝いさせていただく中で、かつての参加
高校生と今、同じ立場で仕事をするという
嬉しさは想像以上である。
国際農業者交流協会の海外農業研修経験があ

けの商材展開も行っている。
オージービーフの強みは、その安全性と透
明性である。四方を海に囲まれたオースト
ラリアは、外来の病原菌などが侵入しにく
い上に、国として厳しい防疫体制をとって
おり、BSE発生リスクが最も少なく、口蹄疫
ゼロの清浄国とされている。
また、電子イヤータグを用いたトレーサビ
リティシステムにより、国内全ての牛の給
与飼料、投薬歴から、出生農場・肥育場・
家畜市場・輸送、加工・流通まで一元的に
管理され、即座にデータにアクセスするこ
とができる。
このシステムには多くの業界関係団体や組
織が関わっており、オージービーフの品質
は官民一体で守られている。

（3）牛肉生産の多様性
「オージービーフ」と聞くとどんな牛を思い
浮かべるだろうか。
アンガス？ヘレフォード？WAGYU？
オージービーフは、「オーストラリアで生産
された牛肉」の総称である。南北でかなり
気候や自然条件が異なるオーストラリアに
おいて、赤道に近い北部では耐暑性があり
吸血昆虫に強い小柄なアジア系品種が多く、
比較的冷涼な南部では大型で産肉性の高い
ヨーロッパ系の品種が飼育される傾向があ
り、国内外の需要を見ながら肉質改良と環
境適応性の両方を目的とした雑種強勢も積
極的に行われている。

環境に応じて飼いやすい牛を選定していく
と、品種が多岐に及ぶのは自然なことだと
感じたが、日本はどうだろうか。私の牧場
で乳用種の主流であるホルスタインとブラ
ウンスイスを比較すると、後者は乳量こそ
少ないものの耐暑・耐寒性に優れ、疾病に
も強く、飼いやすさという点で前者に勝る。
医療費や日常管理の手間の削減は、経営に
とって出荷乳量と同じくらい大切な要素で
ある。
今年、岩手県は、8月の最高気温が毎日 30
度を超えるという記録的な猛暑だった。「こ
のような夏が今後も続くようなら、経営に
おいて何を重視するのかを再考しなければ
ならないな」と気付く良い機会となった。

３．牛と生きるライフスタイルの実現
　　～クイーンズランド式「半農半 X」～
クイーンズランド州は、オーストラリア内
の牛の約 46％が飼育されている最大の牧畜
地域だ。乾燥した中央部において、牛たち
は 1頭当たり約 6haの草地面積が必要なの

り、より高校生
に近い世代の森
田さんと、多感
な高校生とどの
ように接したら
良いか話し合い
ながら、ときに
は彼女を頼りな
がら過ごした
オーストラリア

での 10日間だった。
人材育成や世代交代は「はい、次よろしく」
とバトンだけを渡して終わるものではなく、
未来で主役となる若者たちのビジョンを主
軸に、彼らを取り巻く環境と、先人の積み
重ねた歴史が入り混じりながら緩やかに受
け継がれるものだと考える。

日本の畜産業は、今後益々困難な段階に入
ると予想されている。
今の高校生たちは、そんな時代に働き盛り
世代を迎えることになるのだが、それでも
「畜産をやりたい！」と言う彼等はまさに希
望の光である。
酪農経営をされているある参加生徒のご両
親は、帰国報告会で高校生たちの発表を聴
き「ここ数年、酪農業界は本当に苦しい。
でも、今日ここに来て高校生たちの素晴ら
しい発表を聴いて元気をもらった。これで
今日からまた頑張れる」と仰っていた。
「日本の畜産をもっと元気に！」がテーマの
本プロジェクトは、参加した 20名の高校生
と多くの関係者のお力添えにより、既に一
戸の農家に希望と元気を与えた。
引き続き、畜産アンバサダーたちには生産
者、消費者双方に畜産の魅力を伝える活動
を期待するとともに、5年にわたり素晴らし
い人材を発掘、育成し続けている本プロジェ
クトがこれからも継続されることを願い、
報告の結びとする。
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では、合計時間的にはさほど変化はありま
せんでした。違いがあった部分は、まとまっ
た自由時間の確保の違い、労働の質の違い
があげられます。
繋ぎ飼いとフリーストールでは、朝晩の牛舎
作業に加え、日中の給餌や掃除があり、細切
れの自由時間になっていました。一方、放牧
をメインとしている牧場では、朝夕の搾乳後
に放牧することで、日中に給餌や掃除をする
必要がなくなり、日中にまとまった自由時間
を確保することも可能でした。また、労働の
質については、例え、牛舎の作業時間が同じ
くらいかかったとしても、身体的な疲労が同
じだとは限りません。そもそも、放牧では日
中を自由時間にすることも可能であったこ
と、毎日必ずしも日中の作業が必要なわけで
はないこと、このように作業しない日があり、
他の繋ぎ飼い・フリーストールに比べ疲労感
は弱かったです。
また、繋ぎ飼いとフリーストールでは、フ
リーストールの方が規模が大きく、牛舎の
形態的に機械導入をしている農家がほとん
どです。そのため、繋ぎ飼いの方が手作業
や肉体労働が多く、フリーストールに比べ、
繋ぎ飼いの方が疲労感が強かったです。こ
のようにして、3形態での労働の質に変化が
みられました。時間的にはこのようにして
比較ができましたが、精神的には人によっ
て様々であり、現段階では比較が難しいの
が現状です。調査させていただいた農家さ
んは、概ね 50歳代以上の経営者・配偶者で
した。お話を聞くと「休みなく働くのが当
たり前だったから、身体的に多少しんどく
てもゆとりをもっとつくろうとはあまり思
わない」という声も聞かれました。｢生き物
を飼育しているからそれが当たり前で、何
十年もやってきているから慣れた｣ とも話
していました。その気持ちとは裏腹に、自
分と同世代の後継者たちは、適度な休みが
必要だと話し、現状、疲弊している様子が
伺えました。そのため、農家の実際の生の
声を聞き、どのようにしたらこれからの畜
産を担っていく若者が増えるのかを考えた
ときに、｢ゆとり｣ という点が鍵になると感
じました。そして、その部分に関してこの
プロジェクトでも学ぶことができたと強く
感じます。

５．みんなの夢と私の夢
私は、畜産ティーン育成プロジェクトの前

別のメインの仕事の傍ら、サイドビジネス
として畜産業を営む農家や、小規模で経営
している農家も視察することができました。
今回プロジェクトに参加してくれた高校生
たちも、その部分に注目している子が多い
と感じました。
今の若者が、どのようにしたら畜産業に魅
力を感じ、畜産業に従事するかを考えると
「ゆとり」というキーワードが鍵になってく
ると感じています。私は、23歳になります。
自分の周りにいる若者と呼ばれる人たちに
は、後継者や畜産業に興味がある人も多く
います。しかし、自分の将来を考えた際に、
畜産業に従事することで、生き物を扱う職
業のため、自分の時間が失われる、休みが
無いのが当たり前という現実があります。
そんな中で、その当たり前を突き通してい
くと、今後の畜産業へ参入していく若者は、
どんどん減少してしまうのではないかと私
は感じます。
これは畜産に関わらず、今の社会に対して
若者が思っている部分だと思います。自分
自身の就職活動のために、20代前半から 30
代前半の先輩方に話を聞くと、一般企業の
会社員でも「休みを重視して職を選んだ方
が良い」というアドバイスを多く耳にしま
す。この若者の傾向から、畜産業は生き物
の命を扱う仕事とはいえ、休みが無いのが
当たり前という考えと向き合わなければい
けないのではないだろうと感じます。
オーストラリアでは、パパイヤ栽培の傍ら
放牧し、肉牛の元牛生産をしていたり、あ
る畜産農家では、週に 12時間の管理で済ん
でいる農家もいました。しかし、それを日
本の畜産農家も真似するべきだというわけ
ではなく、それが畜産業だという誤った認
識をしないようにしなくてはいけないと思
います。毎日の管理あってこそ、家畜が健
康に飼育され、安心安全な畜産物を口にす
ることができています。

４．プロジェクトと大学での研究とのリンク
実際に私は、大学の卒業研究で「魅力的な
畜産業（酪農）の在り方とは」という題で、
調査を行っています。身体的・精神的ゆと
りが、飼養形態によって違いがあるのか、
経営者・配偶者・従業員によって違いがあ
るのかという部分について着目しています。
一日の労働時間と自由時間を調査したとこ
ろ、繋ぎ・フリーストール・放牧の 3形態

身である未来の畜産女子育成プロジェクト
の 1期生としてプロジェクトに参加させて
いただきました。当時、高校 3年生で、ニュー
ジーランドの酪農について勉強することが
でき、私にとってとても大きな経験となり
ました。そして、今回メンターとして、畜
産ティーン育成プロジェクトに参加させて
いただきました。
前回は、自分自身が畜産について学ぶ立場
だったのが、今回は当時の自分と同じよう
に畜産を学びたいと参加してくれた高校生
のサポート側として、このプロジェクトに
関わらせていただき、考える部分が多くあ
りました。
 
正直な話をすると、年齢を重ねるごとに、
現実を見なければいけないという部分で、
自分がやりたいことや、夢を思い描くとい
うことに対して、その思いだけでは進みづ
らくなってきました。しかし、今回様々な
夢を抱いた 20人の高校生たちに出会い、5
年前の自分を振り返ったときに「同じよう
な気持ちを抱いていたな」と思い出しまし
た。
もちろん、現実を見ることは必要になって
きますが、それと同じくらい夢を抱き挑戦
するということも大切で、現状維持で良い
ことなんてひとつもないと思います。人間
が生み出す、科学や知識・技術はどんどん
進化し、畜産についても同じで、どんどん
飼育に関する新しい知識・技術が出てくる
と思います。
だから、今ある夢を忘れず、そこに向かっ
て新しいことをどんどん吸収して、挑戦し
てほしいと感じました。また、自分自身も
負けじと、自分の夢や目標のために頑張ろ
うと思います。

１．はじめに
　　～プロジェクト参加者から
　　　メンターになった私～
私が海外の畜産に興味を持ったきっかけは、
本プロジェクトの前身である 2018年度未来
の畜産女子育成プロジェクトです。当時、
高校 3年生の私は「将来、酪農家になりたい」
と夢を抱き、海外の酪農を自分の目で見て、
日本の酪農をより良いものにしたいと思い
プロジェクトに参加しました。その後、高
校を卒業し、北海道の帯広畜産大学に進学
しました。大学を 1年間休学し、国際農業
者交流協会のプログラムを利用し、長く憧
れを持っていたスイスでの酪農研修に参加
しました。2023年の 3月に帰国し、縁あっ
て本プロジェクトにメンターとして携わら
せていただきました。

２．オンライン事前研修
　　～日本の畜産はすごいんだよ！～
日本は縦に長い島国であって、北から南ま
での気候や環境には大きな違いがあります。
それぞれの地域で、家畜に適している気候・
環境もあれば、そうでない地域もあります。
その中で、日本の農家さんは、各場所で家
畜を健康に飼育できるように様々な工夫を
しています。家畜を健康に飼育することで、
消費者が安心して口にできる食を食卓に届
け、我々の食を支えてくれています。私は
実際に、スイスの人から「どうしてスイス
に勉強しに来たの？日本の農業（畜産業）
はすごいのに」と言われることがありまし
た。それだけ海外の人からの注目を、日本
の畜産業は浴びていると実感しました。

３．オーストラリア研修
　　～働き方って大事だな！～
2023年度のプロジェクトに参加させていた
だき、オーストラリアで感じたことは働き
方についてです。オーストラリアへ行く前
は、大規模農家が放牧をしている農家のイ
メージが強かったです。しかしその中には、
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感じていたのかが分かり、毎日の点検は大
変であったが、楽しい時間でもあった。また、
面とは向かっては言えない悩みなども書い
てあったりしていたので、その対応に役立っ
たり、大切なコミュニケーションにもなっ
た。はじめは簡単な日記のような記録簿も、
研修が進むにつれて、自分の報告書のテー
マもはっきりしてくると意識が変わり、よ
り具体的な反省や次の日の目標を記入して
くれている生徒が増えて嬉しく思えた。し
かし、やはり対面でもっと深くコミュニケー
ションを取ったり、研修のフィードバック
を行う時間や、さらに日本各地の畜産のこ
とや、学校のこと、語り合う時間が欲しかっ
たと個人的に思う。また、健康管理につい
ても、予想外の雨続きで寒かったためか、
後半に体調を崩す生徒が出てきた。さらに
ファームステイ先でも体調不良者の隔離が
難しく、同じ家に滞在しているメンバーに
次々と風邪がうつってしまった時も、対応
が困難で申し訳なかった。幸いにも全員が
無事に帰国し、大事にはいたらなかったが、
そういう意味でも、生徒と引率メンバーが
ある程度は、同じ宿舎で過ごす重要性もあ
ると感じた。ただ、生徒たちにとっては、
最初はたどたどしく話していた英語も、週
末のファームステイ受入農家巡回訪問の時
には、どのファームステイ先でも自然に楽
しそうにコミュニケーションを取っており、
何より、ホストファミリーとの別れの時の
涙が、ファームステイの充実度を物語って
おり、それはそれで生徒たちにとってはか
けがえのない経験であったと思う。
　
今回研修に参加した生徒たちは、コロナ禍
で制限のある中学・高校時代を過ごしてい
た年代であり、止むを得ない部分もあるが、
研修の前半はどこか浮かれたような観光的
な感じがしていた。事前研修から少し時間
も経っており、チームのテーマ設定や、個
人のキーワードの違いも曖昧なまま海外研
修がスタートしてしまった感じがあったの
で、最初に対面での事前指導の必要性も感

て、研修までのカウントダウンを、毎日工
夫を凝らした画像で行ったり、現地での投
稿や、報告会もインスタライブで発信した
りと、バイタリティにあふれた個性豊かな
生徒たちであった。

３．海外研修
生徒たちが報告してくれているであろう細
かな研修内容については、省略させていた
だくが、学年や、学校での畜種別の専攻に
よって専門知識の差はあったものの、みん
な「畜産」という大きなくくりの中で、各
研修先の農家さんや先生方の話に熱心に耳
を傾けていた。最初はただ自分の興味があ
る質問、調べればすぐに答えが分かるよう
な質問をしていたが、メンターのアドバイ
スなどで、自分たちのグループ発表に関係
した質問や、自分の研修のキーワードに関
したことでも、みんなの有益になるような
深い質問へと変化していった。特にマラン
ダ高校での授業は、質問が次から次へと出
てきて、時間がなくなってしまい、次の日
の朝に、デイビッド先生が質問の時間を特
別に設けてくださったりした。そして、通
訳のあけみさんも素晴らしい方で、豊富な
経験で頼りになり、常に生徒の思いに熱心
に対応してくださったのも本当に有難かっ
た。また、ヤギの体重測定や哺乳、牛の直
腸検査などの実習では、我先にと積極的に
参加している姿は、さすが日頃の実習で鍛
えられている農業高校生らしく、生き生き
ととても印象的であった。
今回は、事情により、すべての生徒が同じ
宿舎に泊まることが実現できず、参加生徒
は帰国前日を除きすべてファームステイと
なった。そのため、夕方にホストファミリー
の方々がお迎えに来ていただくと、生徒た
ちは翌朝の集合時間まではそれぞれの
ファームステイ先にバラバラになってしま
うので、一人一人とゆっくり話す時間がな
かったが、現地では毎日提出される生徒の
記録簿の点検をしていたため、生徒の些細
な驚きや思いなど、その日にどんなことを

じた。また、全国各地から集まった 20名の
生徒それぞれの校則も違い、引率教員とし
て、どこまで生徒に立ち入った指導をして
いいのか、判断に迷うところもあった。し
かし、遊びに来ているのではなく、このプ
ロジェクトの目的を達成するために、どの
ようにすればいいのかというところを考え、
その都度、引率メンバーで話し合いをして、
全体または個別に対応した。ほとんどが
ファームステイであったため、なかなか、
チームでの話し合いの時間が取れず、それ
ぞれのチームにメンターと引率教員が一人
ずつ入るかたちでバスでの移動中を利用し
たりもしたが、思ったように進まずに焦り
も感じていた。それでも、参加者の意識が
変わったと思えたのは、研修 6日目の午後
から予定を変更して行ったイーチャム湖で、
しっかりとチームでの話し合いをし、発表
の概要が出来た時ではなかろうか。厳しい
評価を受けつつも、さらに良い発表を目指
してのその後の生徒たちの頑張りには目を
見張るものがあった。帰国前日のユースホ
ステル。帰国後のホテルでの丸一日。スラ
イドの編集や話し合いは夜中まで続き、報
告会では、たくさんの参加者を前に第三者
としての提言ではなく、自分たちが実現し
たい具体的な夢について高校生らしい自由
な発想を発表し、発表後はみんな自信に満
ちあふれた顔をしていた。

４．オーストラリアでの研修の意義
オーストラリアは、とても親日家が多く、
移民の国という事情もあるのか、男女や外
国人に対する偏見などを全く感じなかった。
オーストラリアは、あらゆるところで女性
が当たり前のように男性と同じ仕事をし、
生徒たちも事あるごとに「女性の働き方」
について質問していたが、そんな質問をす
ること自体がナンセンスな感じであった。
セールヤードで、馬を巧みに操り牛を誘導
するカウガールや、視察先の畜産農家でも
女性が経営手腕を発揮していたし、女性も

１．はじめに
畜産ティーンプロジェクトのことは、平成
30年度（2018）年に実施された未来の畜産
女子育成プロジェクトの案内を目にして以
来「いつか機会があったら是非参加したい」
と報告書を拝見させていただいていた。全
国的には畜産県で知られる宮崎県といえど
も、農業高校に入学してくる生徒は様々で、
農家や、祖父母が畜産農家という生徒もも
ちろんいるが、過半数は非農家の生徒だ。
しかも、入学時は、動物が好きだからとい
う理由や、動物園や水族館の飼育員に憧れ
て入学してくる生徒も多い。そのような中、
牛や豚などの命に限りがある経済動物に興
味を持ち、自分の将来につなげたいと思う
志の高い生徒とともに、私も一緒に今後の
日本の農業について考え、今後の教育活動
に生かしていきたいと思ったからだ。今回
は引率教員としての立場から見た、研修中
の生徒の様子や日々の成長、オーストラリ
アの教育現場等についてまとめたいと思う。

２．参加生徒について
今回のプロジェクト応募者の中から選ばれ
た 20名は、農家 9名、非農家 11名。専門
も酪農、肉用牛、養豚と様々で、中には学
校で家畜を飼育していないという生徒もい
た。学年は2年生が11人、3年生が9人であっ
た。初めての顔合わせは、オンラインの 5

日間の事前研修であったが、自己紹介から
始まり、5人の 4つのチームに分かれ、慣れ
ないオンライン上のさらに限られた時間で
チームでのディスカッション、まとめ、発
表と行ってしまう生徒たちには正直、驚い
たし、これが海外に行ったらどれだけの成
長を見せてくれるのかと、楽しみに感じる
ほどであった。インスタグラムを立ち上げ
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一個人として尊重され、自然に働いている
姿は、今後の生徒たちの励みになるのでは
と感じた。
オーストラリアの教育制度は日本と異なり、
各州によって異なるようだが、マランダ高
校では中学部の授業で農業が必修となって
いたり、小学校でも農業の授業があるとい
うことで、進路選択に役立っていると感じ
た。また、オーストラリアは公立の職業訓
練校などのキャリア教育が広く展開されて
おり、学校から仕事への移行がより自然に
行われているところも興味があった。また、
全くの余談かもしれないが、日本では、生
徒の安全を考えて、実習中の服の着方や帽
子の着用などを細かく指導するのに、マラ
ンダ高校の実習服が、ショートパンツに T

シャツまたはジャンパーを羽織ったラフな
オージースタイルで、足元も長靴よりもブー
ツの生徒の方が多かったのには驚いた。

５．最後に
私自身、この研修を終えてから、畜産大国
オーストラリアも、実際は日本と同じよう
に後継者問題、飼料費、燃料費の高騰、乳
価の低迷等の問題を抱えていることなどを
知ることとなり、より身近に感じられるよ
うになった。そして、改めて畜産の面白さ、
素晴らしさ、可能性が感じられ、もっと畜
産について学びたいという思いが湧き上が
り、帰国後、私自身がいろんな本を買いあ
さってしまった。多感な高校生ならなおの
こと、五感で感じ取った貴重な経験は心の
芯に残り続けるのだと思う。農業教員とし
て、農業の楽しさや、大切さ、誇らしさを
若い世代に伝えたいと思って、農業教員を
志した私だが、新しいことを体験する楽し
さや、学び続けることの大切さ、わくわく
感を久しぶりに味わせていただいた。私も
畜産アンバサダーの一人として、これから
の教員生活の上でも、この研修のことや、
オーストラリアで学んだことを生徒たちに
伝え続けていきたいと考える。

日本の人口減少は免れない事実で、農業人口
も減少する一方だ。しかも、世界の人口が
80億人を突破し、今後も増え続けると予想
されている。現在の日本の経済状況を考えて
も、輸入に依存した畜産では対応出来なく
なってくるのは明らかで、これからの農業は、
世界にも目を向けないとやっていけない時代
だと思う。しかし、マランダ高校のデイビッ
ド先生が仰った「医者やパイロットは優れた
職業だが、どんな人でも生きていくためには
食べていかなくてはならない。その食べ物を
つくる農業はもっと素晴らしい職業だ」とい
うように、食料生産という重要な任務を背
負っている農業は、これからも確実に生き
残っていく産業である。
こちらがハッとさせられるくらいの、真剣
な討論。帰国直後の報告会での、生き生き
と畜産の魅力を語り、堂々と将来の夢を語っ
た生徒たちを見ていると、本当に日本の畜
産の未来は明るいのではないかと感じた。
今回の畜産ティーン育成プロジェクトの経
験で、世界が少し身近になったであろう生
徒たちの今後の活躍を心から応援している。

最後に、このような機会を与えてくださっ
た皆戸さん、石原さんをはじめとする国際
農業者交流協会の皆さま、メンターの春恵
さん、七海さん、引率教員の土肥先生、福
重ママと呼んでくれた 20人の子供たち（!?）、
このメンバーで素晴らしい経験が出来たこ
とを幸せに思います。
本当にありがとうございました！

2023畜産ティーン育成プロジェクト 大人チーム

未来の畜産業に対するアイデア

海外研修の様子は、2023畜産アンバサダーの Instagram 
もーもーふぁいたーず  からご覧いただけます。

YouTube のアグトレ・情報チャンネルからもご視聴いただけます。
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北海道帯広農業高等学校　舛屋  笑麗奈 北海道静内農業高等学校　松本  結愛
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北海道倶知安農業高等学校　大久保  愛和 宮城県加美農業高等学校　泉  海偉
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栃木県立栃木農業高等学校　藤沼  大志 群馬県立勢多農林高等学校　星  まどか
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群馬県立勢多農林高等学校　大島  那哉 筑波大学附属坂戸高等学校　下川  弥音
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東京都立瑞穂農芸高等学校　吉田  穂乃里 神奈川県立中央農業高等学校　青木  希恋
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長野県佐久平総合技術高等学校　市川  真優 静岡県立磐田農業高等学校　河野  花音
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岐阜県立岐阜農林高等学校　浅野  椿 大阪府立農芸高等学校　松江  璃音
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島根県立出雲農林高等学校　木村  自然 広島県立油木高等学校　田邊  綱汰
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熊本県立熊本農業高等学校　原田  里佳子 熊本県立熊本農業高等学校　井  真莉亜
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熊本県立菊池農業高等学校　松尾  晏奈 宮崎県立都城農業高等学校　永緑  花琳
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令和 5年度畜産ティーン育成プロジェクト令和 5年度畜産ティーン育成プロジェクト
を無事に終了でき、今は安堵しているとこを無事に終了でき、今は安堵しているとこ
ろです。このプロジェクトの前身は、平成ろです。このプロジェクトの前身は、平成
30年度（2018年30年度（2018年））から実施してきました未から実施してきました未
来の畜産女子育成プロジェクトとなります来の畜産女子育成プロジェクトとなります
が、昨年度事業からは畜産ティーン育成プが、昨年度事業からは畜産ティーン育成プ
ロジェクトへと名称を変え、女子ばかりでロジェクトへと名称を変え、女子ばかりで
なく男子高校生も参加できるプロジェクトなく男子高校生も参加できるプロジェクト
となりました。となりました。

近年、ケアリング・マスキュリニティ（ケ近年、ケアリング・マスキュリニティ（ケ
アする男性性）が提唱されています。これは、アする男性性）が提唱されています。これは、
他者に共感し、ケアできる男性を増やすこ他者に共感し、ケアできる男性を増やすこ
とがジェンダー平等につながるというものとがジェンダー平等につながるというもの
で、このプロジェクトにおいても、畜産業で、このプロジェクトにおいても、畜産業
を目指す農業女子への理解促進の目的の一を目指す農業女子への理解促進の目的の一
つとして、男性にも加わっていただきたいつとして、男性にも加わっていただきたい
という思いがあります。という思いがあります。

新型コロナによる影響で、2年間、オンライ新型コロナによる影響で、2年間、オンライ
ンを主体としたプロジェクトが続きましたンを主体としたプロジェクトが続きました
が、新型コロナウイルス感染症法上の位置が、新型コロナウイルス感染症法上の位置
付けが 5類感染症になるという報道を受け、付けが 5類感染症になるという報道を受け、
今年度のプロジェクトは、4年もの間、温め今年度のプロジェクトは、4年もの間、温め
てきました念願の海外研修を計画しました。てきました念願の海外研修を計画しました。
4月 28日から開始したプロジェクト参加者4月 28日から開始したプロジェクト参加者
の募集については、応募締切日前日まで定の募集については、応募締切日前日まで定
員割れをしており、果たして 20名の参加者員割れをしており、果たして 20名の参加者
が集まるのか不安を抱えたまま迎えた応募が集まるのか不安を抱えたまま迎えた応募
締切当日、応募締切 3時間を切ったあたり締切当日、応募締切 3時間を切ったあたり
から、どっと応募が集まり、最終的には募から、どっと応募が集まり、最終的には募
集定員の 2倍となる多くの学校からお申込集定員の 2倍となる多くの学校からお申込
みをいただきました。みをいただきました。
応募してくださった皆さんの熱意ある応募応募してくださった皆さんの熱意ある応募
動機や、次世代の畜産業をテーマとした作動機や、次世代の畜産業をテーマとした作
文を読み、さらにオンラインによる面談で文を読み、さらにオンラインによる面談で
一人一人から畜産への思いやプロジェクト一人一人から畜産への思いやプロジェクト
参加の意気込みを聞くと、できることなら参加の意気込みを聞くと、できることなら

すべての方に参加してもらいたいという気すべての方に参加してもらいたいという気
持ちと同時に、日本の将来の畜産に対する持ちと同時に、日本の将来の畜産に対する
明るい未来を想像することができました。明るい未来を想像することができました。

いよいよ今年度のプロジェクト参加者であいよいよ今年度のプロジェクト参加者であ
る 20名の畜産アンバサダーが決まり、オンる 20名の畜産アンバサダーが決まり、オン
ラインでの事前研修を実施しました。参加ラインでの事前研修を実施しました。参加
者同士によるグループワークを毎日行い、者同士によるグループワークを毎日行い、
畜産アンバサダーたちが自ら考え行動し、畜産アンバサダーたちが自ら考え行動し、
「もーもーふぁいたーず」という Instagram「もーもーふぁいたーず」という Instagram

アカウントが立ち上がり、プロジェクトのアカウントが立ち上がり、プロジェクトの
ことや畜産の魅力について情報発信が行わことや畜産の魅力について情報発信が行わ
れました。また研修の様子は、それぞれのれました。また研修の様子は、それぞれの
畜産アンバサダー所属学校がホームページ畜産アンバサダー所属学校がホームページ
で紹介していただくなど、プロジェクトので紹介していただくなど、プロジェクトの
啓発にもご協力をいただきました。啓発にもご協力をいただきました。

8月の海外研修が近づく中、種々の困難があ8月の海外研修が近づく中、種々の困難があ
り、オーストラリアへ渡航した後も 40年ぶり、オーストラリアへ渡航した後も 40年ぶ
りの悪天候により研修地域のテーブルランりの悪天候により研修地域のテーブルラン
ドはとても寒く、体調不良者を出してしまドはとても寒く、体調不良者を出してしま
いました。しかし、体調不良者に代わり、いました。しかし、体調不良者に代わり、
他の仲間がサポートやフォローをし合うな他の仲間がサポートやフォローをし合うな
どの協力が見られました。畜産アンバサダーどの協力が見られました。畜産アンバサダー
たちの何でも学び取ろうとする姿や、マラたちの何でも学び取ろうとする姿や、マラ
ンダ高校で実施した農業実習では David先ンダ高校で実施した農業実習では David先
生の「これをやってみたい人」というかけ生の「これをやってみたい人」というかけ
声に対して多くの手があがり、「こんなに積声に対して多くの手があがり、「こんなに積
極的なグループは今までになかった」と評極的なグループは今までになかった」と評
価いただきました。いつも笑顔で元気で、価いただきました。いつも笑顔で元気で、
農業視察先では一生懸命にメモを取り記録農業視察先では一生懸命にメモを取り記録
をつけ、ファームステイ先では自分たちだをつけ、ファームステイ先では自分たちだ
けで会話をしようと挑戦しました。けで会話をしようと挑戦しました。

帰国後に実施した研修成果報告会では、事帰国後に実施した研修成果報告会では、事
前に決めた 4チームで発表に臨みました。前に決めた 4チームで発表に臨みました。
発表の直前までパワーポイントでの作業を発表の直前までパワーポイントでの作業を
行い、「日本の畜産業を盛り上げるんだ！」行い、「日本の畜産業を盛り上げるんだ！」

という元気とアイデアを会場に届け、堂々という元気とアイデアを会場に届け、堂々
とした発表は立派でした。とした発表は立派でした。

そして、各地での畜産アンバサダー活動でそして、各地での畜産アンバサダー活動で
は、たくさんの方に畜産の魅力を伝えるこは、たくさんの方に畜産の魅力を伝えるこ
とができました。畜産アンバサダー活動も、とができました。畜産アンバサダー活動も、
学校内、地域、日本各地の会場で実施でき学校内、地域、日本各地の会場で実施でき
ました。ました。
本会主催で実施したブロック別国際化対応本会主催で実施したブロック別国際化対応
研究会（宮城県、静岡県、京都府、香川県、研究会（宮城県、静岡県、京都府、香川県、
福岡県の 5会場）では、研究会参加者たち福岡県の 5会場）では、研究会参加者たち
から高校生たちへ、「若い時の自分を思い出から高校生たちへ、「若い時の自分を思い出
した。明日から頑張れる力を逆にもらった」した。明日から頑張れる力を逆にもらった」
と賛辞やエールが贈られました。発表前はと賛辞やエールが贈られました。発表前は
緊張した面持ちでしたが、終わった後は充緊張した面持ちでしたが、終わった後は充
実感に満ちた笑顔を見せていました。こう実感に満ちた笑顔を見せていました。こう
いった経験を通じて畜産に対する思いをさいった経験を通じて畜産に対する思いをさ
らに強くし、将来に向けて畜産ライフを充らに強くし、将来に向けて畜産ライフを充
実させていってくれると思います。実させていってくれると思います。

前回の海外研修をニュージーランドで実施前回の海外研修をニュージーランドで実施
したのが 2019年 8月でした。その翌月には、したのが 2019年 8月でした。その翌月には、
日本国内でラグビーワールドカップが開催日本国内でラグビーワールドカップが開催
されました。日本チーム ブレイブ・ブロッされました。日本チーム ブレイブ・ブロッ
サムズの躍進もあり、大変盛り上がりを見サムズの躍進もあり、大変盛り上がりを見
せた大会でした。2023年に開催されたフラせた大会でした。2023年に開催されたフラ
ンスでのラグビーワールドカップは記憶にンスでのラグビーワールドカップは記憶に
新しいと思います。日本チームの躍進を支新しいと思います。日本チームの躍進を支
えた魔法の言葉は 2019年は「ONE TEAM」、えた魔法の言葉は 2019年は「ONE TEAM」、
そして 2023 年は「OUR TEAM」でした。そして 2023 年は「OUR TEAM」でした。
ONE TEAMからOUR TEAMへ、このプロジェONE TEAMからOUR TEAMへ、このプロジェ
クトを通じて、海外の畜産を学んだ未来をクトを通じて、海外の畜産を学んだ未来を
担う若人たちが、広い視野を持ち、夢を追担う若人たちが、広い視野を持ち、夢を追
い続け、日本の畜産業を明るく照らしていい続け、日本の畜産業を明るく照らしてい
けるよう、私たちも一緒に努力を続けてまけるよう、私たちも一緒に努力を続けてま
いりたいと思います。いりたいと思います。

最後に本プロジェクト事業実施にあたり、最後に本プロジェクト事業実施にあたり、
多大なご支援とご協力を賜った皆様に対す多大なご支援とご協力を賜った皆様に対す
る感謝の印としてここにご紹介し、むすびる感謝の印としてここにご紹介し、むすび
といたします。（順不同）といたします。（順不同）

ご支援とご協力を頂きました皆さまご支援とご協力を頂きました皆さま
本当にありがとうございました。本当にありがとうございました。

令和６年３月令和６年３月
　畜産ティーン育成プロジェクト事務局　畜産ティーン育成プロジェクト事務局

日本中央競馬会日本中央競馬会
公益財団法人 全国競馬・畜産振興会公益財団法人 全国競馬・畜産振興会
農林水産省 経営局 就農・女性課農林水産省 経営局 就農・女性課
クイーンズランド州政府駐日事務所クイーンズランド州政府駐日事務所
全国農業高等学校長協会全国農業高等学校長協会
全国高等学校農場協会全国高等学校農場協会
日本学校農業クラブ連盟日本学校農業クラブ連盟
TAFE Queensland InternationalTAFE Queensland International

Banora International GroupBanora International Group

海外研修受入高校Malanda State High School海外研修受入高校Malanda State High School

海外研修視察受入先の皆さん海外研修視察受入先の皆さん
ファームステイ受入家族の皆さんファームステイ受入家族の皆さん
通訳 深津あけみさん通訳 深津あけみさん
近畿日本ツーリスト株式会社公務営業支店近畿日本ツーリスト株式会社公務営業支店
関谷牧場 関谷達司さん関谷牧場 関谷達司さん
尚絅大学 現代文化学部 光成有香 先生尚絅大学 現代文化学部 光成有香 先生
事業推進委員 横田　祥 先生事業推進委員 横田　祥 先生
 青山浩子 先生 青山浩子 先生
 遠藤友治 先生 遠藤友治 先生
 星　知希 先生 星　知希 先生
メンター　藤田春恵さんメンター　藤田春恵さん
　　　　　森田七海さん　　　　　森田七海さん
海外研修引率教員 土肥正毅 先生海外研修引率教員 土肥正毅 先生
 福重美帆 先生 福重美帆 先生
スペシャルサポーター　岸田隆志 先生スペシャルサポーター　岸田隆志 先生
事業に応募してくださった高校生の皆さん事業に応募してくださった高校生の皆さん
畜産アンバサダーの皆さん畜産アンバサダーの皆さん



◆ プロジェクト参加者募集 ◆
　研修参加者（生徒）20 名
　引率者（教員）2 名
　募集開始：令和６年４月下旬予定

オージービーフに代表されるオーストラリア。

広大な土地を生かした放牧、オーガニック、輸出、

アニマルウェルフェアの考え方をキーワードに

クイーンズランド州の畜産業を学びます！

◆ 畜産ティーン育成プロジェクト（予定） ◆

海外の畜産業を学んでこれからの日本の農業を考えよう海外の畜産業を学んでこれからの日本の農業を考えよう
畜産業の素晴らしさやその魅力をプロジェクトに畜産業の素晴らしさやその魅力をプロジェクトに

参加する仲間と一緒に発信しよう参加する仲間と一緒に発信しよう

オンライン
事　前　研　修
6月中の 5日間

オーストラリア
海　外　研　修
8月中の 10日間

研修成果報告会
帰国後、都内にて

全　国
畜産アンバサダー
としての活動

※ 募集の詳細については、
　４月下旬頃に本会ホームページ
　にてご案内いたします。

日本中央競馬会  令和５年度  畜産振興事業
畜産ティーン育成プロジェクト事業報告書

発行
発行者
住所

電話
E-mail
URL
校正・デザイン
印刷

令和６年３月
公益社団法人  国際農業者交流協会
東京都大田区西蒲田 5丁目 27番 14号
日研アラインビル 8階
03-5703-0252
mirai@jaec.org
https://www.jaec.org/
Ami Muraguchi
株式会社  エーヴィスシステムズ

無断転載禁止

集まれ！
畜産アンバサダー

集まれ！
畜産アンバサダー

集まれ！
畜産アンバサダー  Again!

オーストラリア・クイーンズランド州オーストラリア・クイーンズランド州
2024年畜産ティーン育成プロジェクト始動


